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４月で「平成」も終わります。新しい元号を迎え、気持ちを新たに北
辰会皆様の絆を深めたいと思っています。

昨年は皆様のご協力のお蔭で「北辰会総会・懇親会」、「2018年賛助金
運動」も力量を低下することなく無事終えることが出来ました。又、北
辰会文集「北宸Ⅴ」～ほたるに雪に～も発行することが出来ました。皆
様と共に喜びたいと思います。

北辰会は1987年（昭和62年）母校創立50周年から皆様と共に再度大き
な歩みが始まりました。その後平成の30年間、執行部や各期幹事の確立、同期会の開催、400
名を超える「北辰会総会・懇親会」、「賛助金運動の成功」、「北辰会報」の会員全員配布、「北辰
会文集」の発行、「北辰会HP」の創設など、北辰会の実情に合う活動を続けて来ました。皆様の、
青春の故郷としてオアシスの役割を十分に果たしていると思います。2009年（平成21年）母校
定時制課程は閉じられましたが、会員皆様が高年齢になっても北辰会は萎縮することなく元気
に存在しています。

事務局は16期生までの先輩諸氏に「北辰会声の便り」を届け、対話活動を続けています。
「北辰会HP」～北辰会の広場～での最近一ヶ月の閲覧数は4000件を越えています。一年前の２倍

増になっています。これは北辰会の存在が社会の認知を深めていることのあらわれと思います。
又、北辰32期会は昨年５月19日に卒業後初めての同期会を50年振りに開催されました。嬉し

い限りです。その他13期の歩こう会、18期を先頭に毎年開催されている同期会など、幹事さん、
世話人さん皆様の献身的な努力が北辰会のオアシスの源です。

まだまだ北辰会は元気に活動出来ます。共に楽しみましょう。よろしくお願い致します。

北辰会会長　岡田　多聞（18期）

第2 5号

新しい元号『令和』を迎えて、
力強く羽ばたいています

おかだ たもん
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この度はお心のこもった感謝状並びにお志を
賜りまして誠に有難うございました。恐縮いた

しております。
夫にとりまして北辰

会は常に心の拠りどこ
ろ、支えであったよう
に思います。

皆様の暖かいお気持
とご配慮、夫に代わり
まして心より御礼申し
上げます。

有難うございました。

文集、夫を思い出させてくれます
紫陽花の美しい頃となりました。
この度は素晴らしい文集「北宸Ⅴ」～ほたる

に雪に～をお贈り頂きましてありがとうござい
ました。

その日は丁度、夫の命日で墓参を終えて帰り
ましたら文集が届いておりました。

夫の大変嬉しそうな顔が目に浮かび北辰会の
皆様との深いご縁を思いました。

早速、仏前に供えさせて頂きました。皆様方
のご努力で立派な記念の文集の出来た事を感謝
をし大切にしていきたいと存じます。

2018年6月02日
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５月20日（日）母校多目的ホールにおいて2018年北辰会総会を、続いてホテルプラザオー

サカ1F「雅の間」において懇親会を開催致しました。 今回の総会・懇親会には197名の

方の出席があり、また440名の方から賛助金を送付して頂きました。厚く御礼申し上げま

す。

総会では岡田多聞会長の挨拶に続いて、今日までの北辰会を支えて頂いた代表的な期、

個人８名の方に感謝状の贈呈がありました。 その後、26期 前参議院議員 直嶋正行様より

「24年間の議員生活を振り返って」と題して記念講演がありました。懇親会はコーラス隊

による「見上げてごらん夜の星を」の斉唱で開幕。岡田会長の開宴のことばに続き、恩

知忠司名誉会長（北野高校校長）から挨拶を頂きました。その後、菊井忠雄先生の音頭

で乾杯、歓談と続き、それぞれ数十年前の学生時代に戻って、あっという間の３時間で

した。

2018年 北辰会総会・懇親会

2018年 北辰会総会・懇親会
i プログラム i

       2018年5月20日（日）
　
総　会　10時00分～11時30分

懇親会　12時30分～15時30分

母校多目的ホール （2Ｆ）

プラザオーサカ 1F 『雅の間』

と　き
　
ところ

総会・懇親会プログラム（表紙） 挨拶される岡田多聞北辰会会長

総会会場（演壇）　母校多目的ホール

総会開始前の懇談。左から前田司会、恩知校長先生、
直嶋様、岡田会長、水口会計監査、小河原副会長

感謝状受賞者。左より 11期 安東様、13期 谷村様、
13期 畝狭様、18期 古城前会長、岡田会長
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記念講演される直嶋正行前参議院議員（26期） 多目的ホール正面での受付。正面は「北辰記念碑」

恩知忠司名誉会長（北野高校校長）のご挨拶 総会にご出席の会員の皆様

懇親会のオープニング：北辰会コーラス隊による夜間高校生達の青春像「見上げてごらん夜の星を」の斉唱

2018年総会・懇親会を企画・運営された実行委員会の皆様
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足立　達男（17期）

2018年北辰会総会・懇親会に寄せて
～懇親会にも出席したかったなあ～

たつおあだち

先日は北辰会・総会
参加費を一部返金して
いただき誠にありがと
うございました。確か
に受領致しました。

小生の自己不都合を
承知して頂いた上に
重々のご配慮に預かり
有難うございました。

今後とも末長くお世話いただきます様に、併
せてお願い申し上げます。

懇親会には歯の痛みのため食事もとれず無理
でしたが、直嶋前議員の講演は是非とも聞きた
いと思い総会には出席させて頂きました。

同窓会という性質上話しにくい所もあったで
しょうが上手に纏められたと思いました。私は
聞いて良かったと思いました。

直嶋前議員は北辰会の誇りです。憲法は国民
の権利を守る。法律は国民を縛るもの…印象的
な講演でした。

次回の懇親会には出席出来る様に心掛けます。
日々の活動そして総会当日御苦労いただいた

役員各位にもお礼申し上げます。
総会帰り道、喜八洲の酒まんじゅうを買って

帰りました。小さな小箱一ツ。　
在学中、都島工業高校定時制（別称、都二高）

先輩に電車の中で“匂いがする”と言って話が
弾みました。当時は財布が苦しく安く、腹持ち
がいい回転焼きだったんです。酒まんじゅうは
滅多に買えませんでした。その先輩も既に鬼籍
の人。そのような私の定時制高校時代の切なく
懐かしい思いは妻には通じなかったようです。

体調維持に努め、会員各位にお出会い出来る
日を楽しみにしています。

高橋　久子（35期）

北辰会総会・懇親会に
出席出来た喜び！！

ひさこたかはし

私は昭和47年に25歳
で入学し、51年に卒業
致しました。

今回の北辰会総会・
懇親会は初めてでした。
卒業後に1度総会に出席
した記憶があるだけで
す。

モダンな感じの校門、
校内に足を踏み入れたら、とても様変わりをし
ていて、もう何処がどうなっているのか全くわ
からない状態でした。

でも懐かしい!!　
4年間何とか頑張って卒業出来た事は私の人生

から外す事は出来ません。あの頑張りがあった
から今の私がある!! そう思います。

何て偉そうな事を言いますが流石に3年生に
なった時にはしんどくて退学しょうかと思い悩
んだものでした。学校をさぼって１人でコンサー
トに出かけたり、気分転換をしながら乗り越え
ました。皆様方も私以上に頑張って来られたと
思います。

ところで懇親会では歳の差を気にせずに楽し
む事が出来ました。

今回の運営にあたられた方々に心から感謝を
申し上げ、４年後の出席を目標に健康でいよう
と思います。

東京都東村山市　佐々木　栄子
（12期故幸政氏奥様）

えいこささき
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北辰会の皆様
感謝状有難うございました
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絵のタイトル：安曇野初秋
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増野　喬（14期）

北辰会に贈呈した絵画の由来
たかしますの

14期４組の有志（お
おむね10名程度）は毎
年１回各地を旅行し、
旧交を温めております。

2010年には安曇野方
面を旅行致しました。
絵はその思い出の場所
です。

朝もやが晴れ水面が
輝いた様子を絵にしました。

事務局より
2019年幹事会にて、多年の北辰会へのご支援に対して感謝
状を贈呈致しました。北辰会報に多くの絵付きの原稿を戴
きました。

14期 増野 喬 様から「絵」を寄贈して頂きました。
　この絵は北宸記念室に陳列してあります。

29期 竹本大鶴 様から「書」を寄贈して頂きました。

　この書は 改組 新 第4回日
展 の入選書です。北辰記念
室に陳列してあります。

事務局より
増野さんと同じく感謝状を贈呈致
しました。現在も事務局員として
大いに貢献していただいています。

出威遠邊門　　威遠の辺門を出ず　　楊賓（清）

黄沙漠漠暗乾坤　　黄沙漠漠として乾坤暗く
威遠城頭欲斷魂　　威遠城頭 魂を斷たんと欲す
蘆管一聲催過客　　蘆管一聲過客を催し
柳條三尺認邊門　　柳條三尺邊門を認む

　黄沙がもうもうと上がって天地はうす暗く、
　威遠城のほとりは心が凍る思いである。
　時に聞くあし笛の音が旅人心を動かし、
　わずかにしだれる柳のそばに辺門を望む

いえん

こうさばくばく

いえんじょうとう

ろかんいっせいかきゃく

りゅうじょうさんじゃくへんもん みと

うなが

こん た ほっ

けんこん くら

へんもん い ようひん

故 佐々木幸政氏
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大阪睦実会三十周年記念民謡演奏会で挨拶されている小西さん

2005年北辰会総会で記念講演の小西さん
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佐藤　寅夫（18期）
さとう とらお

この人ありこの人あり

我が18期のホープ小西佐恵子さんは趣味の民
謡を始めて40数年、集大成として、先日京阪守
口市駅前のエナジーホールにおいて、大阪睦実
会三十周年記念民謡演奏会を開催されました。

朝11時より開演して、師匠、仲間、教え子、
小学生のお孫さんから九十歳を越された方まで
広範囲な方々による演奏会は5時間以上に及び観
客を堪能させてくれました。

小西さんは八十路も近い今も小学校の生涯学
習ルームで日本民謡講座の講師として、また大
阪市内の数か所で日本民謡教室を開催されてい
ます。

北辰会に於いても18期会はもとより北辰会総
会・懇親会でも記念講演や三味線演奏などをし
て頂いています。本当に有能で頼りになる同期
生です。

18期のホープ 小西佐恵子さんは
趣味の民謡を始めて40数年!!

三橋　永一（23期）
みつはし えいいち

53年振りの23期同期会へ・英語と菊井先生
ご無沙汰致しておりま

す。既に卒業以来半世紀
以上になりましたが、55
年前、北野高校定時制で
菊井先生に英語を習った
三橋と申します。

昨年、同22期の姉から、
北野高校定時制の同窓会
の話を聞き、北辰会事務局に私の住所を連絡し
てくれた事から、コンタクトが始まりました。

昨年の11月20日に23期の同窓会に53年振りに
初参加して、こがんこ十三東店での二次会に出
席した折に、個々人の自己紹介がありました。
その自己紹介の中で、既に73歳になっても、忘
れられない、暗記している英語の教科書の一文
を披露しました。

Patrick Henry（1776 年）　※①“An appeal to 
arms”と言うタイトルが付いていますが、

パトリック・ヘンリーのアメリカ議会での冒
頭演説（七つの海を支配する大英帝国から独立
を訴える内容）を、拙い発音でスピーチしました。
冒頭の文句は50数年経っても覚えています。　

菊井先生と言えば、私の一番の印象は授業の
始まる前には、必ずシェイクスピアのマクベス
を語ってくれましたね！懐かしいです！

“山は人生の学校”
私事ですが、1999年3月末日で、少し早いです

が、某商社を55歳で早期退職しました。
少しの割り増しの退職金が出ました。私には

学生時代からしたい事が二つ有りました。
その一つは、キリマンジャロ（5,895m）に登

る事、二つ目はアメリカ留学でした。
サラリーマン時代の鈍った身体を鍛える為に、

退職した４月から鍛え直しました。
1999年8月13日アフリカ最高峰のキリマンジャ

英語科菊井忠雄先生との交信記
懐かしい英語の授業

ロ・ウルフピーク登頂に成功しました。登る途中、
高山病に悩まされ、お腹の中が空っぽに成る程、
何度も嘔吐を繰り返しましたが、嘔吐する度に、
私の身体は軽くなり、高度に順応して来ました。
Gillmans point 5,695mで見た雄大な氷河の景色に
圧倒され、一度に目が覚めました。最後の200ｍ、
あと、2時間頑張れば、アフリカ大陸最高峰に到
達出来ると思うと、元気が出て来て、登頂に成
功しました。ツアー仲間14名中、最高峰に登頂
が出来たのは３名だけでした。

Kilimanjaro（スワヒリ語で輝く山）に登りた
いと思った動機は、1960年代から始まったアフ
リカの独立運動のシンボルがキリマンジャロ
だったからです。

山崎豊子さんの著書“沈まぬ太陽”を読んで、
一度は登って見たいと思い、チャレンジした次
第です。※②

マーシャル州立大学の語学研修コース入学・パ
トリック・ヘンリーを求め

8月18日、キリマンジャロから帰国するや否や、
アメリカ領事館から呼び出しがありました。か
ねてより、学生ビザを申請していたのですが、
この年になっての学生ビザですからネ！リスト
ラで会社を早期退職したので、アメリカの大学
に留学して勉強したい旨を説明すれば、直ぐに
OKが出ました。期間は６ヶ月間です。

私の留学先は、ウエスト・バージニア州のハ
ニトンに在るマーシャル州立大学の語学研修
コース（半年間）で、世界中から若者が集まっ
て来ていました。特にマーシャルを選んだのは、
パトリック・ヘンリーの演説集を原文で読んで
見たいと言う衝動で、マーシャルを選びました。
９月１日から授業が始まりますので、８月29日
に日本を出発しました。

授業は結構、厳しくて、毎日、毎日、小テス
トが有り、気が抜けませんでした。一週間も経
ちますと、次第にアメリカ生活にも慣れて来ま
して、早速、図書館でパトリック・ヘンリーの
演説内容が入った本を借りました。地下の倉庫
で眠っていたのか・・・、ページを開けばボロボ
ロになりそうでしたが、下宿に先に帰って、PC
に書き写しました。冒頭の文句は、暗記するほど、

刺激的な文章でした。
そんな素晴らしいSpeechを北野高校定時制課

程の英語の教科書で学んだ事が、私の人生の生
き方の原点であるように思えます。当時、私は、
成績の良くない生徒だったと思いますが、菊井
先生と言う素晴らしい先生に巡り合い、素敵な
授業をして下さり、いまもその感謝は忘れてい
ません。本当にありがとうございました。
定年退職後の人生

マーシャルから帰国後、2000年2月から福井の
織機メーカーに再就職し、10年間お世話になり
まして、65歳でリタイヤして、今日に至ってい
ます。

今は、私が住んでいる河内長野の南花台と言
う地域で、老人会の会長をしています。家族運
にも恵まれ、昨年、３女が亡くなりましたが、
５人の子宝にも恵まれ、元気に暮らしています。
北野高校定時制で学んだ事が無ければ、今日の
私は無いと言っても過言ではないと思います。

シェイクスピアの言葉を借りれば、「終わり良
ければ全て良し・・・」「途中の栄華は問題では
ない。最後まで目的を持って生きてこそ輝かし
い人生です」こんな人生が歩めれば、良いなぁ
～と思いながら、北野高校定時制で過ごした日々
を懐かしく思い、菊井先生に感謝の意を伝えた
くて連絡先を北辰会事務局に聞いた次第です。
春の足音が聞こえるものの、まだまだ寒い日が
続きます。くれぐれもご自愛下さい。ありがと
うございました。

※①　An appeal to arms
Mr.President, it is natural to man to indulge in 
the illusions of hope. We are apt to shut
Our eyes against a painful truth, and listen to the 
song of that Siren till she transforms
us into beasts.・・・・・・・・・・・・・・・・
Is life so dear, or peace so sweet, as to be 
purchased at price of chains and slavery?
Forbid it, Almighty God! I know not what course 
others may take; but as for me,
Give me liberty or give me death.

※②私の海外での登山歴

 • キリマンジャロ（5,895m）（タンザニア・1999
年/8）

 • キナパル（4,095m）（ボルネオ・2007年/11）
 • アコンカグア（6,962m）（アルゼンチン/2011

年/12・6000ｍでガイドストップ）
 • 玉山（3,950m）（台湾・2012年/11）

追記
私の人生哲学は“山は人生の学校”で、山で

人生を学んだ事が多いです。
今も、老人会の一徳防登山クラブで、月に２

回例会として、一徳防山に登っています。３時
間コースですが、Door to doorで登れるので、家
から気軽に登れます

菊井先生からの返信
あなたの素晴らしい人生に、敬意の拍手を送

りたいと思います。
本当に凄い人生ですね。私は教師冥利に尽き

る思いで、読ませて頂きました。
北野高校定時制の頃は、大学を出てすぐの新

卒の教師でした。
自分の知っていることを生徒諸君にひたすら

語り掛けようとしていたと思います。唯々一生
懸命でした。
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この度はお心のこもった感謝状並びにお志を
賜りまして誠に有難うございました。恐縮いた

しております。
夫にとりまして北辰

会は常に心の拠りどこ
ろ、支えであったよう
に思います。

皆様の暖かいお気持
とご配慮、夫に代わり
まして心より御礼申し
上げます。

有難うございました。

文集、夫を思い出させてくれます
紫陽花の美しい頃となりました。
この度は素晴らしい文集「北宸Ⅴ」～ほたる

に雪に～をお贈り頂きましてありがとうござい
ました。

その日は丁度、夫の命日で墓参を終えて帰り
ましたら文集が届いておりました。

夫の大変嬉しそうな顔が目に浮かび北辰会の
皆様との深いご縁を思いました。

早速、仏前に供えさせて頂きました。皆様方
のご努力で立派な記念の文集の出来た事を感謝
をし大切にしていきたいと存じます。

2018年6月02日

53年振りの23期同期会へ・英語と菊井先生
ご無沙汰致しておりま

す。既に卒業以来半世紀
以上になりましたが、55
年前、北野高校定時制で
菊井先生に英語を習った
三橋と申します。

昨年、同22期の姉から、
北野高校定時制の同窓会
の話を聞き、北辰会事務局に私の住所を連絡し
てくれた事から、コンタクトが始まりました。

昨年の11月20日に23期の同窓会に53年振りに
初参加して、こがんこ十三東店での二次会に出
席した折に、個々人の自己紹介がありました。
その自己紹介の中で、既に73歳になっても、忘
れられない、暗記している英語の教科書の一文
を披露しました。

Patrick Henry（1776 年）　※①“An appeal to 
arms”と言うタイトルが付いていますが、
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8月18日、キリマンジャロから帰国するや否や、
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この年になっての学生ビザですからネ！リスト
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で眠っていたのか・・・、ページを開けばボロボ
ロになりそうでしたが、下宿に先に帰って、PC
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演説内容が入った本を借りました。地下の倉庫
で眠っていたのか・・・、ページを開けばボロボ
ロになりそうでしたが、下宿に先に帰って、PC
に書き写しました。冒頭の文句は、暗記するほど、

刺激的な文章でした。
そんな素晴らしいSpeechを北野高校定時制課

程の英語の教科書で学んだ事が、私の人生の生
き方の原点であるように思えます。当時、私は、
成績の良くない生徒だったと思いますが、菊井
先生と言う素晴らしい先生に巡り合い、素敵な
授業をして下さり、いまもその感謝は忘れてい
ません。本当にありがとうございました。
定年退職後の人生

マーシャルから帰国後、2000年2月から福井の
織機メーカーに再就職し、10年間お世話になり
まして、65歳でリタイヤして、今日に至ってい
ます。

今は、私が住んでいる河内長野の南花台と言
う地域で、老人会の会長をしています。家族運
にも恵まれ、昨年、３女が亡くなりましたが、
５人の子宝にも恵まれ、元気に暮らしています。
北野高校定時制で学んだ事が無ければ、今日の
私は無いと言っても過言ではないと思います。

シェイクスピアの言葉を借りれば、「終わり良
ければ全て良し・・・」「途中の栄華は問題では
ない。最後まで目的を持って生きてこそ輝かし
い人生です」こんな人生が歩めれば、良いなぁ
～と思いながら、北野高校定時制で過ごした日々
を懐かしく思い、菊井先生に感謝の意を伝えた
くて連絡先を北辰会事務局に聞いた次第です。
春の足音が聞こえるものの、まだまだ寒い日が
続きます。くれぐれもご自愛下さい。ありがと
うございました。

※①　An appeal to arms
Mr.President, it is natural to man to indulge in 
the illusions of hope. We are apt to shut
Our eyes against a painful truth, and listen to the 
song of that Siren till she transforms
us into beasts.・・・・・・・・・・・・・・・・
Is life so dear, or peace so sweet, as to be 
purchased at price of chains and slavery?
Forbid it, Almighty God! I know not what course 
others may take; but as for me,
Give me liberty or give me death.

※②私の海外での登山歴

 • キリマンジャロ（5,895m）（タンザニア・1999
年/8）

 • キナパル（4,095m）（ボルネオ・2007年/11）
 • アコンカグア（6,962m）（アルゼンチン/2011

年/12・6000ｍでガイドストップ）
 • 玉山（3,950m）（台湾・2012年/11）

追記
私の人生哲学は“山は人生の学校”で、山で

人生を学んだ事が多いです。
今も、老人会の一徳防登山クラブで、月に２

回例会として、一徳防山に登っています。３時
間コースですが、Door to doorで登れるので、家
から気軽に登れます

菊井先生からの返信
あなたの素晴らしい人生に、敬意の拍手を送

りたいと思います。
本当に凄い人生ですね。私は教師冥利に尽き

る思いで、読ませて頂きました。
北野高校定時制の頃は、大学を出てすぐの新

卒の教師でした。
自分の知っていることを生徒諸君にひたすら

語り掛けようとしていたと思います。唯々一生
懸命でした。

事務局

先生は三橋さんへの返信にあるように北野高
校定時制が初めての赴任先でした。1960年（昭
和35年）４月から３年間の短い期間でした。時
は60年安保問題で世間も大学、高校も騒然とし
た状況でした。

先生は正義感が強く生一本の情熱的な性格で
した。授業も校外活動も目一杯走られたようで
す。

授業は三橋さんが書かれように向学心の強い
生徒には胸に強く響くものがあったようです。
別には、さっぱり分からなかったという声も届

菊井 忠雄先生について
～正義感と情熱が溢れ、ブレない先生～

いています。
青年教師でしたから矛盾を多く持った定時制

の生徒には暖かい態度で接しておられたようで
す。

夕食がない生徒を自宅や後のアパートへ誘わ
れたようです。また、生徒の中で政治的、文化
的資質の強い生徒が先生のアパートに集まり、
喧々諤々深夜まで討論を重ねたと聞いています。

先生のボーナスはほぼその様な時の飲食代に
消えていたようです。

先生は、三橋さんの文章にあるようにシェイ
クスピアには深い関心があったようです。それ
が当時、大阪府定時制高校自治会連合（大定連）
の主催する文化祭参加問題が24期生中心の生徒
自治会と学校で大きな問題になりました。「安保
闘争に関わった政治色ある大定連主催行事への
参加は許可できない」とする学校に対し、「演劇
で文化祭に参加することがなぜ認められないの
か納得できない」とする生徒自治会側との対立
でした。24期生の担任だった先生は自由に参加
したいと言う生徒のバックボーン的存在のお一
人に成っていたようです。

この問題の決着後、全日制普通科の高校へ転
校されました。転校されてからも、全日制の生
徒には定時制生徒のことを、定時制生徒には全
日制生徒のことを紹介され、両生徒間の交流が
生じました。

定年後も一貫して英語の勉強を、また社会的・
政治的問題にも積極的に関わりをされています。

80歳を越えた現在でも中之島の朝日カル
チャースクール中之島教室で「英語」の諸講座
を受講され、週間新聞に時事問題での意見投稿
を続けられるなど、粘り強く筋を通される先生
です。

私達は４年間、色々と学び、悩み、挫折成長し、
多くの人生において北野高校定時制を誇りに思
い、友情を育んでいます。先生も3年間の北野高
校定時制在職中に私達と同じ様な気持ちで過ご
されたのだと思います。

先生は、北辰会総会・懇親会や24期会にはほ
ぼ参加されています。

私達と同様に北野高校定時制と北辰会を愛す
る先生です。

いっとくぼうさん
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倉田　淳子（旧姓 青木）（23期）
じゅんこくらた

六十歳を過ぎ子供二人も
家庭を持ち、親として責任
が果たせ、これから先、老
後の人生を如何に過ごして
いこうかといろいろ考えて
いました。偶然、市の広報
誌に社交ダンスの無料レッ
スンの記事を見つけ、教室

が家から近く、身体を動かす事なので「ちょっ
と覗いてみようかなぁ」と、見学のつもりで出
かけました。

なんと、そこに何十年もお会いしてなかった
息子の小学校時代のお母さんが、助手としてご
指導されておられたのです。彼女のお勧めもあ
り、運動靴にジーンズでもＯＫとの事で軽い気
持ちで始めることにしました。

彼女は、助手をされるほどの腕前で先生とス
テキなステップを踏まれて…　うっとりです。

その後、彼女がご自分のダンス服を下さいま
した。「靴は自分サイズを買ってね」と言う事で
自分で用意し週1回、1時間。これが私のダンス
との出会いです。

毎週、休まず通っても、彼女とは程遠い自分
ですが、そんな中、レッスンの月曜日を心待ち
する様になって…。頭と体を使い、手と足をバ
ラバラに出して、足腰の運動やボケ防止になる
と自分に言い聞かせて休む事無く通いました。
欲も出てきてレッスンの回数も増やし、衣装も
増えそして、パーティにも参加できるようにな
り、今では、本当に私の生きがいとなってしま
いました。

教室は、もちろん男性が少なく、女性も六十・
七十代の方が多く、若い方でも五十代ですが、
皆さんレッスン日は普段よりお化粧も濃いめ、
派手なレッスン着、そして、姿勢よく、日頃、
足が痛い腰が痛いと言いながらも、見栄を張っ
てレッスンを受け少しでもかっこ良く見せるも、

私が関わっている地域コミュニティー「水橋橋
まつり」の報告書3弾です。

一、「第71回、北日本新聞文化賞」の表彰式とお
祝いの会が開催されました。

29の個人・団体の表彰で、その中の1つに私も
関わった「水橋橋まつり」も含まれています。
県知事・県議長、県内の全市町村長・議長など、
富山県の有力者200人が参加する式典とお祝いの
会でした。

私は「水橋橋まつり」の関係者10人の中の1人
として出席しました。私はこの様な規模と内容
の会は初めての経験で貴重な体験を致しました。

案内状は1か月ほど前に来ていて、お互いに「服
装は？」「靴は？」などと楽しそうにその当日が
来たかのような会話が有り、楽しみでもあり、
満足感と気分も高揚していました。

表彰式では、3名の方からの文化賞受賞者から
お礼の言葉が有り、続いて県知事・県議会議長、
富山市長から祝詞がありました。受賞者の一人
に県内出身の落語家・立川志の輔氏がおられ、
郷土のみなさんのお蔭で何とか今日までやって
いますと郷土での出来事を明るく笑わせ・持ち
上げてのスピーチはさすがだなと感心させられ

ダンスと私
～80歳まで踊ります～

岡田　美乃利（26期）
みのりおかだ

「第71回、北日本新聞文化賞」
表彰式・お祝いの会に出席して
～満足感と身が締まる思い～

レッスンを終え、足を引きずり戻ってくる姿に、
皆さんやさしく失笑です。

あと何年ダンスが出来るかわかりませんが、
私の目標は「八十歳まで踊れたらいいなぁ」と
思っています。そのためには日々健康に気を付
け、足腰を鍛えて残された人生を生きていこう
と思っています。

事務局より
2017年23期畑地さんと共に23期会、北辰会活動に参加して
頂いています。事務局では「北辰会声の便り」で先輩諸氏
に北辰会より声を届けていただきました。

ました。
一新聞社の行事に県知事、県議会議長、全市

町村長・議長が出席していることにも「県内一」
を誇る北日本新聞社の力だと思います。感心し
ました。
二、「お祝いの会」では10テーブルに分かれての
お祝い会です。

水橋から参加した10人と握りずし・そば・ス
テーキ、・果物、ウイスキー、焼酎・ワイン・ビー
ルと飲み放題、食べ放題でした。

志の輔師匠などがこちらのテーブルにまわっ
てこられた時、私は「師匠、私の姉のお婿さん
は中学時代に師匠を教えたそうですよ」と言っ
たら、すかさず「あっ、テニスの監督をしてい
ましたね」と返事が来たのにはビックリ。テニ
スの監督は知らなかったので。記憶力はさすが
と思いました。

県知事や県議会議長とグラスを交わしたのも
初めてのことで緊張しました。また、このよう
な機会を数多く作ってつながりを広めることは
大切だろうと思いました。
三、祝う会もお開きで、水橋10名全員で水橋へ
帰り、２次会です。

みなさん、やはりハラの中は私の所が一番の
受賞団体だな？「橋まつり、よう頑張ったね。
力を合わせ、事故もなく、怪我人も出さず。み
んなに喜んで貰えて何よりの150年祭だった」の
共通の喜びと誇りだったと思います。

私自身・実行委員をあと何年続けられるかわ
かりません。まだ、２～３年は地域と多くの人々
と喜びを分かち合い元気でいたいと思っていま
す。しかしこればかりは自分の思いだけではだ
めなので、多くの人の意見を聴き、みんなと力
を合わせて頑張られる、そして少しは頼りにさ

れる人で有りたいと思っています。
北野高校定時制で夜９時に授業が終わって、

それから色々な行事の準備をした事を昨日のよ
うに思い出しながらこの文章を書きました。
（私は富山市水橋地区の地域コミュニティー

「水橋橋まつり150年祭」の実行委員と「150年祭
記念誌」編集委員長の仕事を2018年は務めさせ
て頂きました）

北辰会の皆さん
高槻市西之川原１丁目31

の６に居住している23期（常
任幹事）畑地　豊です。

このたびの「大阪北部地
震」６月18日（月）発生か
ら本日24日（日）７日間が
経過。この間多くの方々からご心配のお見舞い
メール等を頂きました。

まだまだ楽観できない期間であることとは承
知していますが、この段階で一言ご挨拶申し上
げたいと存じます。
（昨夜も23時15分頃「かなり激しい余震が３秒

ほど続きました。）
北辰会事務局においても、会員皆様からの安

否情報を入手の都度、E-mailで連絡可能な幹事
の皆様に配信をして頂きました。

私ことご心配をお寄せ頂いていたにも拘らず、
バタバタと公私共に落ち着かない日常でしたの
でご返信が遅れていましたことをお詫び申し上
げますとともに、ご心配をお寄せ頂きましたこ
と、厚くお礼申しあげます。

私個人としましては住まいと人身はおかげ様
で息災におります。

茨木市内の勤務先はかなりの荒れ様で事務所
内の机、椅子、書棚、そして書棚の中の収納フ
アイル類はことごとく飛び出し、散乱して“足
の踏み場もない”状況でした。壊れたキャビネッ
ト、什器類、屋上のエアコン室外機、エレベー
タ電源、等々復旧、新規購入品等も含め小さな
事務所とは言え費用概算約300万円程の実質損害
の見込みです。

社員はあと片付けに３日間忙殺。購入品が届
くまで書類は一時保管庫にストックしています。
なんだかんだと後２週間ほどは掛るのではない
でしょうか。

地震発生の18日は高槻市内の自宅を自家用車
で７：４０に出発。茨木市の勤務先に向かいま
した。

７：５８　震度６弱の地震に遭遇。運転中な
ので最初は地震である事は咄嗟に判断出来ませ
んでした。後で配信されたニュースで動画を見
ると、車が激しく上下に揺れながら走行してい
ました。私は最初 『地震だから車が上下に揺れて
いる、これは大変だ。』 という判断、感覚を有す
ることは全く有りませんでした。

地震は突然発生すると分かっていても、経験
の無い私にはこれは地震だと咄嗟に判断できま
せんでした。しかし、走行中急ブレーキを踏ん
だ時の衝撃の感覚が脳に伝わり、それと同時に
再度前進するのですが、その時キュルン、キュ
ルンというような摩擦音が間接的に耳に入って
きました。一瞬動物が飛び込んできたのかなと
思いました。しかしその異音と慣性の感覚が規
則的に現れるので、これはおかしいと思って車
を停車させました。

時速45km程度の速度で走行中でしたから３～
４秒間の出来事だったろうと思います。車を降
りて一周りして車体を点検しながら、はっと「こ
れは地震だったのか」と、思いがそこにたどり
着きました。その瞬間やや緊張感とある種の怖
さが脳を過ぎりました。後で考えると電柱やら、
なんだかんだと倒れてこなくて幸いだったなー
と思ったものです

震源地は高槻市で震度６弱でしたから、私の
住まいも中心地に近いと理解しています。従来
から「有馬・高槻断層帯」ということは、つと
に説明されていて“耳にタコ”でしたから、危
険地帯の一つであることは常々承知をしていま
した。
「承知をしていて、危険な地域の真上付近に住

んで居るのはいかがなものか！」という説教的
ご意見もお有りかと思いますが、そうは申しま
しても“孟母三遷の教え”の例えのように、わ
れわれ庶民派はそうそう簡単に安住の地を求め
て引っ越しすることは容易では有りません。私
はここに引っ越しして来てから早や24年が経過
しょうとしています。好んでこの高槻市に引っ
越してきたわけでは有りませんでした。

サラリーマン生活でしたから転勤もあります
ので、好むと好まざるに係わらず移住を余儀な
くされることが有ります。尚且つ「家/住宅」は

高価な買い物ですから、軍資金と相談しながら
一生の決断を迫られる場合があります。理想の
土地や場所を選ぶ権利は有っても、おいそれと

「はいそうですか」式に選択出来る筈も有りえま
せん。

そうは申しましても地震国日本列島、どこに
住んでいても危険は同じではないかと思います。
常に危険の上で生活していると言っても過言で
はありません。
「この土地ならば安全ですよ！」と言われたこ

とを忠実に信じてそこに住んで居たとしても、
旅先で地震に遭遇するかも知れません。

現実に活火山の周辺で多くの都市、市町村が
あり、ここでも多くの方が日常生活を送ってお
られます。目に見えない、予知できない危険は
狭い日本、どこにでもはらんでいると言っても
過言では無いと思います。

畑地が何故危険な高槻市に住み続けているの
か、自己弁護的論調でくどくど並べ立てました。
自分でも冷汗が出て来ます。どうぞ笑ってやっ
てください。

北辰会を取り巻く関係者の皆様におかれまし
てはこれまでの情報によりますと、「大きな被害
は無かったとのこと」でございます。なにより
のことでした。

これから本格的な暑さに向かいます。どうぞ
ご自愛下さい。

そして北辰会のホームページにもしょっちゅ
うアクセスして情報を享受なさって、連携をよ
ろしくお願いいたします。

2018年6月24日　記
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水橋の仲間と右から2人目が岡田さん、その左が石井隆一県知事

私が関わっている地域コミュニティー「水橋橋
まつり」の報告書3弾です。

一、「第71回、北日本新聞文化賞」の表彰式とお
祝いの会が開催されました。

29の個人・団体の表彰で、その中の1つに私も
関わった「水橋橋まつり」も含まれています。
県知事・県議長、県内の全市町村長・議長など、
富山県の有力者200人が参加する式典とお祝いの
会でした。

私は「水橋橋まつり」の関係者10人の中の1人
として出席しました。私はこの様な規模と内容
の会は初めての経験で貴重な体験を致しました。

案内状は1か月ほど前に来ていて、お互いに「服
装は？」「靴は？」などと楽しそうにその当日が
来たかのような会話が有り、楽しみでもあり、
満足感と気分も高揚していました。

表彰式では、3名の方からの文化賞受賞者から
お礼の言葉が有り、続いて県知事・県議会議長、
富山市長から祝詞がありました。受賞者の一人
に県内出身の落語家・立川志の輔氏がおられ、
郷土のみなさんのお蔭で何とか今日までやって
いますと郷土での出来事を明るく笑わせ・持ち
上げてのスピーチはさすがだなと感心させられ

ました。
一新聞社の行事に県知事、県議会議長、全市

町村長・議長が出席していることにも「県内一」
を誇る北日本新聞社の力だと思います。感心し
ました。
二、「お祝いの会」では10テーブルに分かれての
お祝い会です。

水橋から参加した10人と握りずし・そば・ス
テーキ、・果物、ウイスキー、焼酎・ワイン・ビー
ルと飲み放題、食べ放題でした。

志の輔師匠などがこちらのテーブルにまわっ
てこられた時、私は「師匠、私の姉のお婿さん
は中学時代に師匠を教えたそうですよ」と言っ
たら、すかさず「あっ、テニスの監督をしてい
ましたね」と返事が来たのにはビックリ。テニ
スの監督は知らなかったので。記憶力はさすが
と思いました。

県知事や県議会議長とグラスを交わしたのも
初めてのことで緊張しました。また、このよう
な機会を数多く作ってつながりを広めることは
大切だろうと思いました。
三、祝う会もお開きで、水橋10名全員で水橋へ
帰り、２次会です。

みなさん、やはりハラの中は私の所が一番の
受賞団体だな？「橋まつり、よう頑張ったね。
力を合わせ、事故もなく、怪我人も出さず。み
んなに喜んで貰えて何よりの150年祭だった」の
共通の喜びと誇りだったと思います。

私自身・実行委員をあと何年続けられるかわ
かりません。まだ、２～３年は地域と多くの人々
と喜びを分かち合い元気でいたいと思っていま
す。しかしこればかりは自分の思いだけではだ
めなので、多くの人の意見を聴き、みんなと力
を合わせて頑張られる、そして少しは頼りにさ

れる人で有りたいと思っています。
北野高校定時制で夜９時に授業が終わって、

それから色々な行事の準備をした事を昨日のよ
うに思い出しながらこの文章を書きました。
（私は富山市水橋地区の地域コミュニティー

「水橋橋まつり150年祭」の実行委員と「150年祭
記念誌」編集委員長の仕事を2018年は務めさせ
て頂きました）

竹本 治男（大鶴）（29期）

2018年11月１日（木）～ 3日（土）東京六本
木の国立新美術館でのイベントや祝賀懇親会に
参加してきました。日展は明治40年第1回文展創
立から111年の歴史を持ち、日本画・洋画・彫刻・
工芸美術・書の５部門が渾身の新作を発表する
世界でも類をみない総合美術展です。

１日（木）は午後2時より国立新美術館での内
覧会（入選者や日展関係者・報道関係の方のみ）
とその後、各部門にわかれホテルでの祝賀懇親
会。

２日（金）は午前９時30分より開会式があり、
宮田文化庁長官・奥田小由女理事長・青木国立
新美術館館長のテープカット。大勢の入場者で
盛会に開催しました。

3階は書の作品、２階は洋画・彫刻そして１階
は日本画・工芸美術をゆっくり鑑賞することが
できました。

今回の私の作品は漢詩の文字に苦労しました。
２行目の山場に画数の少ない「人」・「一」が続
いたこと。流動美豊かに運筆するように心がけ
ましたが、
文字の形
にこだわ
りすぎて
しまい迫
力感に欠
けてしまっ
たと反省

日展（書）に８年連続入選して
～生きがいが幸せのカギ～

しています。
いろいろな漢詩を縦に書いたり横に書いたり

して800 ～ 900枚ぐらい書きました。
最終的にはこの詩の意味が好きでこの題材に

しました。
特別展の東山魁夷展や上野での斉白石特別展

（中国近代絵画の巨匠）も欲張って鑑賞し、より
感動や感激を沢山いただきました。次への創作
活動のエネルギーを得たように感じます。

帰りの新幹線の中で、いろいろと思いだしま
した。中学を卒業し、故郷（但馬）を離れ住友
電工（伊丹）の養成工として３年間、そして北
野高校定時制…十三公園近くの３畳間での生活。
そこで自分に誓った書道への道。日展には落選、
落選の数十年でしたが学友や恩師、いろいろな
人にお世話になったり励ましていただいたり…
人の出会いを大切にしながら自分に正直・素直
にこつこつ努力してきました。

夢に見た日展に８年連続入選させていただき、
本当にうれしくて、嬉しくてたまりません。青
春時代を走馬灯のように思い出していました。
古稀を過ぎてきますと「生きがいが幸せのカギ」
とよく耳にします。次への目標に向かってより
精進したいものだと心を新たにしました。

いま思うと「若い時代、貧しかったおかげ」「こ
の時に目標を決めて将来の姿を見たおかげ」だ
と痛感しています。

今回の日展は六本木の国立新美術館をスター
トし京都・名古屋・富山・大阪・岡山と巡回します。
大阪展は　2019年６月１日（土）～６月30日（日）
天王寺の大阪市立美術館で開催されます。愚作
ですが鑑賞していただければ幸いです。

2018年（平成30年）11月14日　記

北辰会の皆さん
高槻市西之川原１丁目31

の６に居住している23期（常
任幹事）畑地　豊です。

このたびの「大阪北部地
震」６月18日（月）発生か
ら本日24日（日）７日間が
経過。この間多くの方々からご心配のお見舞い
メール等を頂きました。

まだまだ楽観できない期間であることとは承
知していますが、この段階で一言ご挨拶申し上
げたいと存じます。
（昨夜も23時15分頃「かなり激しい余震が３秒

ほど続きました。）
北辰会事務局においても、会員皆様からの安

否情報を入手の都度、E-mailで連絡可能な幹事
の皆様に配信をして頂きました。

私ことご心配をお寄せ頂いていたにも拘らず、
バタバタと公私共に落ち着かない日常でしたの
でご返信が遅れていましたことをお詫び申し上
げますとともに、ご心配をお寄せ頂きましたこ
と、厚くお礼申しあげます。

私個人としましては住まいと人身はおかげ様
で息災におります。

茨木市内の勤務先はかなりの荒れ様で事務所
内の机、椅子、書棚、そして書棚の中の収納フ
アイル類はことごとく飛び出し、散乱して“足
の踏み場もない”状況でした。壊れたキャビネッ
ト、什器類、屋上のエアコン室外機、エレベー
タ電源、等々復旧、新規購入品等も含め小さな
事務所とは言え費用概算約300万円程の実質損害
の見込みです。

社員はあと片付けに３日間忙殺。購入品が届
くまで書類は一時保管庫にストックしています。
なんだかんだと後２週間ほどは掛るのではない
でしょうか。

地震発生の18日は高槻市内の自宅を自家用車
で７：４０に出発。茨木市の勤務先に向かいま
した。

７：５８　震度６弱の地震に遭遇。運転中な
ので最初は地震である事は咄嗟に判断出来ませ
んでした。後で配信されたニュースで動画を見
ると、車が激しく上下に揺れながら走行してい
ました。私は最初 『地震だから車が上下に揺れて
いる、これは大変だ。』 という判断、感覚を有す
ることは全く有りませんでした。

地震は突然発生すると分かっていても、経験
の無い私にはこれは地震だと咄嗟に判断できま
せんでした。しかし、走行中急ブレーキを踏ん
だ時の衝撃の感覚が脳に伝わり、それと同時に
再度前進するのですが、その時キュルン、キュ
ルンというような摩擦音が間接的に耳に入って
きました。一瞬動物が飛び込んできたのかなと
思いました。しかしその異音と慣性の感覚が規
則的に現れるので、これはおかしいと思って車
を停車させました。

時速45km程度の速度で走行中でしたから３～
４秒間の出来事だったろうと思います。車を降
りて一周りして車体を点検しながら、はっと「こ
れは地震だったのか」と、思いがそこにたどり
着きました。その瞬間やや緊張感とある種の怖
さが脳を過ぎりました。後で考えると電柱やら、
なんだかんだと倒れてこなくて幸いだったなー
と思ったものです

震源地は高槻市で震度６弱でしたから、私の
住まいも中心地に近いと理解しています。従来
から「有馬・高槻断層帯」ということは、つと
に説明されていて“耳にタコ”でしたから、危
険地帯の一つであることは常々承知をしていま
した。
「承知をしていて、危険な地域の真上付近に住

んで居るのはいかがなものか！」という説教的
ご意見もお有りかと思いますが、そうは申しま
しても“孟母三遷の教え”の例えのように、わ
れわれ庶民派はそうそう簡単に安住の地を求め
て引っ越しすることは容易では有りません。私
はここに引っ越しして来てから早や24年が経過
しょうとしています。好んでこの高槻市に引っ
越してきたわけでは有りませんでした。

サラリーマン生活でしたから転勤もあります
ので、好むと好まざるに係わらず移住を余儀な
くされることが有ります。尚且つ「家/住宅」は

高価な買い物ですから、軍資金と相談しながら
一生の決断を迫られる場合があります。理想の
土地や場所を選ぶ権利は有っても、おいそれと

「はいそうですか」式に選択出来る筈も有りえま
せん。

そうは申しましても地震国日本列島、どこに
住んでいても危険は同じではないかと思います。
常に危険の上で生活していると言っても過言で
はありません。
「この土地ならば安全ですよ！」と言われたこ

とを忠実に信じてそこに住んで居たとしても、
旅先で地震に遭遇するかも知れません。

現実に活火山の周辺で多くの都市、市町村が
あり、ここでも多くの方が日常生活を送ってお
られます。目に見えない、予知できない危険は
狭い日本、どこにでもはらんでいると言っても
過言では無いと思います。

畑地が何故危険な高槻市に住み続けているの
か、自己弁護的論調でくどくど並べ立てました。
自分でも冷汗が出て来ます。どうぞ笑ってやっ
てください。

北辰会を取り巻く関係者の皆様におかれまし
てはこれまでの情報によりますと、「大きな被害
は無かったとのこと」でございます。なにより
のことでした。

これから本格的な暑さに向かいます。どうぞ
ご自愛下さい。

そして北辰会のホームページにもしょっちゅ
うアクセスして情報を享受なさって、連携をよ
ろしくお願いいたします。

2018年6月24日　記

だいかくはるおたけもと

国立新美術館、入選作品の前
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今回の日展は六本木の国立新美術館をスター
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2018年（平成30年）11月14日　記

徳永　幸枝（旧姓 金）（18期）
とくなが ゆきえ

私は中学生の時に肺浸潤で進学を諦めていま
した。３歳下の妹が高校に行くとき、私も妹の
同級生と北野定時制に入りました。

高校に入ってからも健康診断で心電図に異常

太極拳と出合って

徳永さん2009年ねんりんピックにて右から3人目

があり、体育はよく見学していました。昭和63
年に倉敷に移り、秋の市民講座で太極拳を見つ
け通い始めたのが出会いでした。練習するうち
に健康効果があり、はまったという感じです。

太極拳套路、用語、用法、呼吸法等勉強して
指導員、審判員資格を取りました。技術向上の為、
中国にも行き夢中になりました。海南島の世界
大会に参加、国体が岡山であった時はデモンス
トレーション競技に出場（2019年国体から正式
競技）、北海道札幌ねんりんピックでは岡山代表
として参加しました。また、中国、四国の各県
の交流会に出かけ元気にしています。

今年は関西の地震、豪雨災害、台風、北海道
の地震と暗いニュースが続いていますが、前向
きに一歩一歩進んで行きたいと思っています。

今は倉敷スポーツ振興事業団の太極拳講師と
して、世代を越えて大勢の人達と触れ合い皆様
から力を貰っています。秋は総社市民総合スポー
ツ祭、岡山市の総合体育大会、岡山県の交流大
会の実行委員を務めさせて頂いています。

例年東京で開催されていた太極拳全国大会が
2020年東京オリンピックの為、会場使用出来な
いので2019年、2020年は岡山で開かれます。興
味のある方はNHKで放送されるので見て下さい。

北辰会の皆様も何か自分に合うスポーツを見
つけて下さい。楽しい人生を歩んで下さい。そ
して、出来たら太極拳にも挑戦して下さい。

事務局より
套路とは太極拳の動作名称です。24式太極拳は24の套路か
ら構成されています。簡化太極拳とも呼ばれます。（Google
より）
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震」６月18日（月）発生か
ら本日24日（日）７日間が
経過。この間多くの方々からご心配のお見舞い
メール等を頂きました。
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と、厚くお礼申しあげます。

私個人としましては住まいと人身はおかげ様
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事務所とは言え費用概算約300万円程の実質損害
の見込みです。

社員はあと片付けに３日間忙殺。購入品が届
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なんだかんだと後２週間ほどは掛るのではない
でしょうか。

地震発生の18日は高槻市内の自宅を自家用車
で７：４０に出発。茨木市の勤務先に向かいま
した。
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ました。私は最初 『地震だから車が上下に揺れて
いる、これは大変だ。』 という判断、感覚を有す
ることは全く有りませんでした。

地震は突然発生すると分かっていても、経験
の無い私にはこれは地震だと咄嗟に判断できま
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４秒間の出来事だったろうと思います。車を降
りて一周りして車体を点検しながら、はっと「こ
れは地震だったのか」と、思いがそこにたどり
着きました。その瞬間やや緊張感とある種の怖
さが脳を過ぎりました。後で考えると電柱やら、
なんだかんだと倒れてこなくて幸いだったなー
と思ったものです

震源地は高槻市で震度６弱でしたから、私の
住まいも中心地に近いと理解しています。従来
から「有馬・高槻断層帯」ということは、つと
に説明されていて“耳にタコ”でしたから、危
険地帯の一つであることは常々承知をしていま
した。
「承知をしていて、危険な地域の真上付近に住

んで居るのはいかがなものか！」という説教的
ご意見もお有りかと思いますが、そうは申しま
しても“孟母三遷の教え”の例えのように、わ
れわれ庶民派はそうそう簡単に安住の地を求め
て引っ越しすることは容易では有りません。私
はここに引っ越しして来てから早や24年が経過
しょうとしています。好んでこの高槻市に引っ
越してきたわけでは有りませんでした。

サラリーマン生活でしたから転勤もあります
ので、好むと好まざるに係わらず移住を余儀な
くされることが有ります。尚且つ「家/住宅」は

高価な買い物ですから、軍資金と相談しながら
一生の決断を迫られる場合があります。理想の
土地や場所を選ぶ権利は有っても、おいそれと

「はいそうですか」式に選択出来る筈も有りえま
せん。

そうは申しましても地震国日本列島、どこに
住んでいても危険は同じではないかと思います。
常に危険の上で生活していると言っても過言で
はありません。
「この土地ならば安全ですよ！」と言われたこ

とを忠実に信じてそこに住んで居たとしても、
旅先で地震に遭遇するかも知れません。

現実に活火山の周辺で多くの都市、市町村が
あり、ここでも多くの方が日常生活を送ってお
られます。目に見えない、予知できない危険は
狭い日本、どこにでもはらんでいると言っても
過言では無いと思います。

畑地が何故危険な高槻市に住み続けているの
か、自己弁護的論調でくどくど並べ立てました。
自分でも冷汗が出て来ます。どうぞ笑ってやっ
てください。

北辰会を取り巻く関係者の皆様におかれまし
てはこれまでの情報によりますと、「大きな被害
は無かったとのこと」でございます。なにより
のことでした。

これから本格的な暑さに向かいます。どうぞ
ご自愛下さい。

そして北辰会のホームページにもしょっちゅ
うアクセスして情報を享受なさって、連携をよ
ろしくお願いいたします。

2018年6月24日　記

とうろ
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後列右端から 棚窪幹事、中村先生、南野（釈）先生、安藤先生

棚窪　時雄（32期）
たなくぼ ときお

初めて投稿いたします。32期生の棚窪と申し
ます。

昭和44年に北野高校の門をくぐり早や半世紀
が過ぎ去りました。

殆どの方々が定年を迎えた今、ここで青春時
代の友達と会わなければと思い、北辰会より住
所録を頂き全員に同窓会開催を知らせた所、恩
師の釋先生、安藤先生、中村先生と同窓生27名
の30名が参加して楽しい時間を過ごしました。

学生時代の思い出に花が咲き青春時代に一時
帰ることが出来ました。 50年振りに再会したが、
時間が過ぎると昔の顔々が甦りました。

また、次回の開催を約束し１次会を終えまし
た。

私は、高校を卒業し大阪で夜間大学まで卒業
して、生まれ故郷の鹿児島県の離島（沖永良部島）
に帰り役所勤めを終え現在、牛飼いに精を出し
ております。現在、親牛・子牛で約100頭を飼育
しております。近い将来、繁殖牛100頭を目指し
頑張っております。

沖永良部島は鹿児島市から530km離れた「木の
葉」みたいな小さな島です。皆さんも１度は観
光等に来てください。

50年ぶり、初めての32期会
～多くの同期生に喜んで貰えました～

皆様からのたより皆様からのたより
畑地　豊（23期）
はたじ ゆたか

北辰会の皆さん
高槻市西之川原１丁目31

の６に居住している23期（常
任幹事）畑地　豊です。

このたびの「大阪北部地
震」６月18日（月）発生か
ら本日24日（日）７日間が
経過。この間多くの方々からご心配のお見舞い
メール等を頂きました。

まだまだ楽観できない期間であることとは承
知していますが、この段階で一言ご挨拶申し上
げたいと存じます。
（昨夜も23時15分頃「かなり激しい余震が３秒

ほど続きました。）
北辰会事務局においても、会員皆様からの安

否情報を入手の都度、E-mailで連絡可能な幹事
の皆様に配信をして頂きました。

私ことご心配をお寄せ頂いていたにも拘らず、
バタバタと公私共に落ち着かない日常でしたの
でご返信が遅れていましたことをお詫び申し上
げますとともに、ご心配をお寄せ頂きましたこ
と、厚くお礼申しあげます。

私個人としましては住まいと人身はおかげ様
で息災におります。

茨木市内の勤務先はかなりの荒れ様で事務所
内の机、椅子、書棚、そして書棚の中の収納フ
アイル類はことごとく飛び出し、散乱して“足
の踏み場もない”状況でした。壊れたキャビネッ
ト、什器類、屋上のエアコン室外機、エレベー
タ電源、等々復旧、新規購入品等も含め小さな
事務所とは言え費用概算約300万円程の実質損害
の見込みです。

社員はあと片付けに３日間忙殺。購入品が届
くまで書類は一時保管庫にストックしています。
なんだかんだと後２週間ほどは掛るのではない
でしょうか。

地震発生の18日は高槻市内の自宅を自家用車
で７：４０に出発。茨木市の勤務先に向かいま
した。

大阪北部地震に遭遇して

７：５８　震度６弱の地震に遭遇。運転中な
ので最初は地震である事は咄嗟に判断出来ませ
んでした。後で配信されたニュースで動画を見
ると、車が激しく上下に揺れながら走行してい
ました。私は最初 『地震だから車が上下に揺れて
いる、これは大変だ。』 という判断、感覚を有す
ることは全く有りませんでした。

地震は突然発生すると分かっていても、経験
の無い私にはこれは地震だと咄嗟に判断できま
せんでした。しかし、走行中急ブレーキを踏ん
だ時の衝撃の感覚が脳に伝わり、それと同時に
再度前進するのですが、その時キュルン、キュ
ルンというような摩擦音が間接的に耳に入って
きました。一瞬動物が飛び込んできたのかなと
思いました。しかしその異音と慣性の感覚が規
則的に現れるので、これはおかしいと思って車
を停車させました。

時速45km程度の速度で走行中でしたから３～
４秒間の出来事だったろうと思います。車を降
りて一周りして車体を点検しながら、はっと「こ
れは地震だったのか」と、思いがそこにたどり
着きました。その瞬間やや緊張感とある種の怖
さが脳を過ぎりました。後で考えると電柱やら、
なんだかんだと倒れてこなくて幸いだったなー
と思ったものです

震源地は高槻市で震度６弱でしたから、私の
住まいも中心地に近いと理解しています。従来
から「有馬・高槻断層帯」ということは、つと
に説明されていて“耳にタコ”でしたから、危
険地帯の一つであることは常々承知をしていま
した。
「承知をしていて、危険な地域の真上付近に住

んで居るのはいかがなものか！」という説教的
ご意見もお有りかと思いますが、そうは申しま
しても“孟母三遷の教え”の例えのように、わ
れわれ庶民派はそうそう簡単に安住の地を求め
て引っ越しすることは容易では有りません。私
はここに引っ越しして来てから早や24年が経過
しょうとしています。好んでこの高槻市に引っ
越してきたわけでは有りませんでした。

サラリーマン生活でしたから転勤もあります
ので、好むと好まざるに係わらず移住を余儀な
くされることが有ります。尚且つ「家/住宅」は

高価な買い物ですから、軍資金と相談しながら
一生の決断を迫られる場合があります。理想の
土地や場所を選ぶ権利は有っても、おいそれと

「はいそうですか」式に選択出来る筈も有りえま
せん。

そうは申しましても地震国日本列島、どこに
住んでいても危険は同じではないかと思います。
常に危険の上で生活していると言っても過言で
はありません。
「この土地ならば安全ですよ！」と言われたこ

とを忠実に信じてそこに住んで居たとしても、
旅先で地震に遭遇するかも知れません。

現実に活火山の周辺で多くの都市、市町村が
あり、ここでも多くの方が日常生活を送ってお
られます。目に見えない、予知できない危険は
狭い日本、どこにでもはらんでいると言っても
過言では無いと思います。

畑地が何故危険な高槻市に住み続けているの
か、自己弁護的論調でくどくど並べ立てました。
自分でも冷汗が出て来ます。どうぞ笑ってやっ
てください。

北辰会を取り巻く関係者の皆様におかれまし
てはこれまでの情報によりますと、「大きな被害
は無かったとのこと」でございます。なにより
のことでした。

これから本格的な暑さに向かいます。どうぞ
ご自愛下さい。

そして北辰会のホームページにもしょっちゅ
うアクセスして情報を享受なさって、連携をよ
ろしくお願いいたします。

2018年6月24日　記
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北辰会の皆さん
高槻市西之川原１丁目31

の６に居住している23期（常
任幹事）畑地　豊です。

このたびの「大阪北部地
震」６月18日（月）発生か
ら本日24日（日）７日間が
経過。この間多くの方々からご心配のお見舞い
メール等を頂きました。

まだまだ楽観できない期間であることとは承
知していますが、この段階で一言ご挨拶申し上
げたいと存じます。
（昨夜も23時15分頃「かなり激しい余震が３秒

ほど続きました。）
北辰会事務局においても、会員皆様からの安

否情報を入手の都度、E-mailで連絡可能な幹事
の皆様に配信をして頂きました。

私ことご心配をお寄せ頂いていたにも拘らず、
バタバタと公私共に落ち着かない日常でしたの
でご返信が遅れていましたことをお詫び申し上
げますとともに、ご心配をお寄せ頂きましたこ
と、厚くお礼申しあげます。

私個人としましては住まいと人身はおかげ様
で息災におります。

茨木市内の勤務先はかなりの荒れ様で事務所
内の机、椅子、書棚、そして書棚の中の収納フ
アイル類はことごとく飛び出し、散乱して“足
の踏み場もない”状況でした。壊れたキャビネッ
ト、什器類、屋上のエアコン室外機、エレベー
タ電源、等々復旧、新規購入品等も含め小さな
事務所とは言え費用概算約300万円程の実質損害
の見込みです。

社員はあと片付けに３日間忙殺。購入品が届
くまで書類は一時保管庫にストックしています。
なんだかんだと後２週間ほどは掛るのではない
でしょうか。

地震発生の18日は高槻市内の自宅を自家用車
で７：４０に出発。茨木市の勤務先に向かいま
した。

７：５８　震度６弱の地震に遭遇。運転中な
ので最初は地震である事は咄嗟に判断出来ませ
んでした。後で配信されたニュースで動画を見
ると、車が激しく上下に揺れながら走行してい
ました。私は最初 『地震だから車が上下に揺れて
いる、これは大変だ。』 という判断、感覚を有す
ることは全く有りませんでした。

地震は突然発生すると分かっていても、経験
の無い私にはこれは地震だと咄嗟に判断できま
せんでした。しかし、走行中急ブレーキを踏ん
だ時の衝撃の感覚が脳に伝わり、それと同時に
再度前進するのですが、その時キュルン、キュ
ルンというような摩擦音が間接的に耳に入って
きました。一瞬動物が飛び込んできたのかなと
思いました。しかしその異音と慣性の感覚が規
則的に現れるので、これはおかしいと思って車
を停車させました。

時速45km程度の速度で走行中でしたから３～
４秒間の出来事だったろうと思います。車を降
りて一周りして車体を点検しながら、はっと「こ
れは地震だったのか」と、思いがそこにたどり
着きました。その瞬間やや緊張感とある種の怖
さが脳を過ぎりました。後で考えると電柱やら、
なんだかんだと倒れてこなくて幸いだったなー
と思ったものです

震源地は高槻市で震度６弱でしたから、私の
住まいも中心地に近いと理解しています。従来
から「有馬・高槻断層帯」ということは、つと
に説明されていて“耳にタコ”でしたから、危
険地帯の一つであることは常々承知をしていま
した。
「承知をしていて、危険な地域の真上付近に住

んで居るのはいかがなものか！」という説教的
ご意見もお有りかと思いますが、そうは申しま
しても“孟母三遷の教え”の例えのように、わ
れわれ庶民派はそうそう簡単に安住の地を求め
て引っ越しすることは容易では有りません。私
はここに引っ越しして来てから早や24年が経過
しょうとしています。好んでこの高槻市に引っ
越してきたわけでは有りませんでした。

サラリーマン生活でしたから転勤もあります
ので、好むと好まざるに係わらず移住を余儀な
くされることが有ります。尚且つ「家/住宅」は

高価な買い物ですから、軍資金と相談しながら
一生の決断を迫られる場合があります。理想の
土地や場所を選ぶ権利は有っても、おいそれと

「はいそうですか」式に選択出来る筈も有りえま
せん。

そうは申しましても地震国日本列島、どこに
住んでいても危険は同じではないかと思います。
常に危険の上で生活していると言っても過言で
はありません。
「この土地ならば安全ですよ！」と言われたこ

とを忠実に信じてそこに住んで居たとしても、
旅先で地震に遭遇するかも知れません。

現実に活火山の周辺で多くの都市、市町村が
あり、ここでも多くの方が日常生活を送ってお
られます。目に見えない、予知できない危険は
狭い日本、どこにでもはらんでいると言っても
過言では無いと思います。

畑地が何故危険な高槻市に住み続けているの
か、自己弁護的論調でくどくど並べ立てました。
自分でも冷汗が出て来ます。どうぞ笑ってやっ
てください。

北辰会を取り巻く関係者の皆様におかれまし
てはこれまでの情報によりますと、「大きな被害
は無かったとのこと」でございます。なにより
のことでした。

これから本格的な暑さに向かいます。どうぞ
ご自愛下さい。

そして北辰会のホームページにもしょっちゅ
うアクセスして情報を享受なさって、連携をよ
ろしくお願いいたします。

2018年6月24日　記

千賀　茂世（62期）
せんが しげよ

その1　～筆書きの封書～
北辰会の総会・懇親会の後、数日して筆書き

達筆の封書が届きました。
私の知る方で、筆書きの書簡を送ってくださ

嬉しい話２題 !!
～もっと拡がれ！北辰の和～

る方はどなただろう？
あの高校の書道の先生？

それとも筝曲をしておられ
る先生？と考えながら差出
人を見ましたら…

29期の、あの素晴らしい
書家の竹本大鶴（治男）さ
んでした！

総会終了後、北野高校定
時制の記念室で、たまたま
29期の先輩方が、北海道か
ら参加されていた並河さんご夫妻と共に歓談し
ておられました。

私の北野高校定時制時代、秋季定時制通信制
文化祭に学校代表で弁論大会に参加した時に頂
いた、大阪府教育委員会賞受賞の表彰状が掛け
てあるのを指さし、今から思えばお恥ずかしい
のですが「これ、私が学生の時に頂いた賞状な
んです。」と、お話ししてしまいました。

その時、私を賞状の下に立たせ写真を撮って
くださいました。

お手紙には、「ほたるに雪に」の私の文章を読
み、頑張っている事を褒めてくださいました。
そしてあの時撮った、同期の皆さんの集合写真
と、少し上気した私の笑顔の写真を同封してく
ださり「青春の苦労を人生のバネにした貴女の
笑顔はとても素晴らしいです。」とも言ってくだ
さいました。

私は、感動してしまい涙が出ました。
こんなにも後輩のことを、人として丁寧に扱っ

てくださる先輩。
他の先輩方々も、尊敬すべき素晴らしい人た

ちです。
自分が北辰会の一員として、素敵な先輩方と

共にあることが、本当に幸せだと感じました。
来る7月4日の北辰会総会・懇親会の慰労会と

「北宸Ⅴ」～ほたるに雪に～刊行祝賀会で、また
先輩たちに会えることとても楽しみです。

その2　～輪島で頑張る先輩～
今朝、輪島の限界集落のドキュメンタリー番

組を見ていましたら、頑張って農業を拡大継続
している代表者の中に宇羅恒雄さんが登場しま

した。
番組の後半に入ってから、輪島の粟蔵地区で

斬新的に活動している人がいる、他の法人とも
力を合わせて行かねば成り立たないと向かった
先が、宇羅さんのところでした。未来に向けて
先行投資型の農業、多くの高齢化した地域の農
家の休耕田を、大きなトラクターを使って農作
業を効率化する農業法人粟蔵水稲。田植えの方
法も、種もみをそのまま水田に撒いていく直播
の最新機械（300万したって）を購入し、高齢化
していく農家に代わり田んぼを守り、米を高齢
者が食べる分と、売り現金化して収入とする手
助けをしている。

代表の宇羅さんの、穏やかな微笑と気さくな
人柄、そして理知的！ここで、あれ？先輩じゃ
ない？

宇羅さんという名前が珍しいのと、確か輪島
の方に住まわれているはず…と思い、名簿を調
べました。

おお！まさしく宇羅先輩！
先輩たち、それぞれの分野で活躍しておられ

ることを知ることで、自分も頑張ろう！と、勇
気やエネルギーが貰えました。

ああ、嬉しい！！
2018年6月22日　記

事務局
宇羅様へ問い合わせしたところ放映は下記の2本があるそう
です。最近再放送されたようです。
①石川テレビ制作「過疎の向こうへ」（2017年9月30日放送）

（FNSドキュメンタリー大賞を受賞）
・石川・輪島市、山間部は2人に1人が高齢者、いつからか
限界集落という呼び名もついた。そんな集落だからこそ人
間らしいくらしがある。若者たちを故郷にひきつけたい、
何百年も続く祭りを残していきたい。過疎の向こう側を探っ
た番組。
②TBS制作「ふるさとの夢」（2018年1月31日放送）
舞台は「石川県奥能登」
・奥能登にある7つの農家がひとつとなり会社を設立。会社
を設立した想いとは？
・2007年に起きた能登半島地震。余震を懸念して遠のいた
観光客を再び呼び戻すために行ったことは？

（番組宣伝より）
③石川県知事表彰を受けられました。

エピソ－ド
S様：高校１年の時の恩
師から今年も年賀状が届
いた。東京に来られた時
には電話が掛かって来て
何度も食事をご馳走に
なった。と聞きました。

S様は82歳だから恩師
は相当のお歳だと思うの
ですが長生きされている
事と、卒業してから63年も経っているのに教え
子に年賀状を送って下さる優しいお気持ちに感
動しました。
A様：毎日地域のサ－クルで卓球や、カラオケを
して楽しんでいます。二ヶ月に一度、兄と一緒
に食事をしています。

（お兄さまが私の自宅の近くに住んでいらっしゃ
るとの事で美味しいレストランを紹介していた
だきました。）
B様：まだ、現役で運送業を営んでいます。地域
や自治会の役を続けている。
C様：パソコンで「点字」に点訳するサ－クルに
入っている。でも「肺気腫」を煩っているので
無理は出来ない。
D様：末期高齢者ですが、変わりなく毎日楽しく
遊んで暮らしています。
E様：ご本人はお留守で息子さんから「元気すぎ
て困っています。スマホを持っているので『北
辰会のＨＰ』見るように話します」
F様：元気でよくゴルフをしています。また、日
本語学級で外国人に日本語を教えるサ－クルに
入って頑張っています。
G様：もう、年だから来年からは総会には参加で
きない。
H様：25分間ほどお話をされました。
 • 尼崎（塚口）の会社の寮に住んでいて、消灯
時間が10時だったので、いつも授業が終わった
ら９時10分の電車に間に合う様に小走りで十三
駅まで行ったこと。
 • 学校に入学する為に高１の担任だった樺島先
生 に保証人になって貰ったこと。

 • 高１から高４の担任の先生のお名前も全部覚
えておられて学生時代の事を色々話された。
 • 今でも恩師から年賀状が届く。同期の方のお
話をさせて頂くと同じクラスには成ら無かった
が良く知っていますと話された。
 • 他にも記念植樹のお話などされたので、今の
お話を「北辰会報」に載せたいので是非投稿し
てくださいとお願いしましたが、文章を書くの
が苦手なので「あなたが代わりに書いて下さい」
と言われました。「あなたにも会いたいし、また
必ず電話して下さい」とも。 お電話が繋がって直
ぐに次のようなメッセージが流れた方が２件有
りました。

「この電話は迷惑電話防止の為、内容を録音させ
て頂きますのでご了承下さい」
今、「オレオレ詐欺が多発しているのできちんと
対策されているのですね。」

素晴らしいです。
今回、先輩方にお電話させて頂いて、昔の北

野高校の定時制は難しくてなかなか入れなかっ
た等の話をお聞きすると、素晴らしい先輩が沢
山いらっしゃる事が理解出来ました。また、先
輩方の為にも、改めて北辰会を出来るだけ長く
守って行かなければとの思いでいっぱいに成り
ました。

素晴らしい経験をさせて頂けた事に心から感
謝致します。

有り難うございました。

事務局より
「北辰会声の便り」青春のメッセンジャー竹本久子さんから
エピソードの報告届きました。「北辰会声の便り」と北辰会
が果たしている役割が述べられていると思いました。

「北辰会声の便り」は北辰会会員皆様を結ぶ大きな絆の一つ
と思いました。
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北辰会の皆さん
高槻市西之川原１丁目31

の６に居住している23期（常
任幹事）畑地　豊です。

このたびの「大阪北部地
震」６月18日（月）発生か
ら本日24日（日）７日間が
経過。この間多くの方々からご心配のお見舞い
メール等を頂きました。

まだまだ楽観できない期間であることとは承
知していますが、この段階で一言ご挨拶申し上
げたいと存じます。
（昨夜も23時15分頃「かなり激しい余震が３秒

ほど続きました。）
北辰会事務局においても、会員皆様からの安

否情報を入手の都度、E-mailで連絡可能な幹事
の皆様に配信をして頂きました。

私ことご心配をお寄せ頂いていたにも拘らず、
バタバタと公私共に落ち着かない日常でしたの
でご返信が遅れていましたことをお詫び申し上
げますとともに、ご心配をお寄せ頂きましたこ
と、厚くお礼申しあげます。

私個人としましては住まいと人身はおかげ様
で息災におります。

茨木市内の勤務先はかなりの荒れ様で事務所
内の机、椅子、書棚、そして書棚の中の収納フ
アイル類はことごとく飛び出し、散乱して“足
の踏み場もない”状況でした。壊れたキャビネッ
ト、什器類、屋上のエアコン室外機、エレベー
タ電源、等々復旧、新規購入品等も含め小さな
事務所とは言え費用概算約300万円程の実質損害
の見込みです。

社員はあと片付けに３日間忙殺。購入品が届
くまで書類は一時保管庫にストックしています。
なんだかんだと後２週間ほどは掛るのではない
でしょうか。

地震発生の18日は高槻市内の自宅を自家用車
で７：４０に出発。茨木市の勤務先に向かいま
した。

７：５８　震度６弱の地震に遭遇。運転中な
ので最初は地震である事は咄嗟に判断出来ませ
んでした。後で配信されたニュースで動画を見
ると、車が激しく上下に揺れながら走行してい
ました。私は最初 『地震だから車が上下に揺れて
いる、これは大変だ。』 という判断、感覚を有す
ることは全く有りませんでした。

地震は突然発生すると分かっていても、経験
の無い私にはこれは地震だと咄嗟に判断できま
せんでした。しかし、走行中急ブレーキを踏ん
だ時の衝撃の感覚が脳に伝わり、それと同時に
再度前進するのですが、その時キュルン、キュ
ルンというような摩擦音が間接的に耳に入って
きました。一瞬動物が飛び込んできたのかなと
思いました。しかしその異音と慣性の感覚が規
則的に現れるので、これはおかしいと思って車
を停車させました。

時速45km程度の速度で走行中でしたから３～
４秒間の出来事だったろうと思います。車を降
りて一周りして車体を点検しながら、はっと「こ
れは地震だったのか」と、思いがそこにたどり
着きました。その瞬間やや緊張感とある種の怖
さが脳を過ぎりました。後で考えると電柱やら、
なんだかんだと倒れてこなくて幸いだったなー
と思ったものです

震源地は高槻市で震度６弱でしたから、私の
住まいも中心地に近いと理解しています。従来
から「有馬・高槻断層帯」ということは、つと
に説明されていて“耳にタコ”でしたから、危
険地帯の一つであることは常々承知をしていま
した。
「承知をしていて、危険な地域の真上付近に住

んで居るのはいかがなものか！」という説教的
ご意見もお有りかと思いますが、そうは申しま
しても“孟母三遷の教え”の例えのように、わ
れわれ庶民派はそうそう簡単に安住の地を求め
て引っ越しすることは容易では有りません。私
はここに引っ越しして来てから早や24年が経過
しょうとしています。好んでこの高槻市に引っ
越してきたわけでは有りませんでした。

サラリーマン生活でしたから転勤もあります
ので、好むと好まざるに係わらず移住を余儀な
くされることが有ります。尚且つ「家/住宅」は

高価な買い物ですから、軍資金と相談しながら
一生の決断を迫られる場合があります。理想の
土地や場所を選ぶ権利は有っても、おいそれと

「はいそうですか」式に選択出来る筈も有りえま
せん。

そうは申しましても地震国日本列島、どこに
住んでいても危険は同じではないかと思います。
常に危険の上で生活していると言っても過言で
はありません。
「この土地ならば安全ですよ！」と言われたこ

とを忠実に信じてそこに住んで居たとしても、
旅先で地震に遭遇するかも知れません。

現実に活火山の周辺で多くの都市、市町村が
あり、ここでも多くの方が日常生活を送ってお
られます。目に見えない、予知できない危険は
狭い日本、どこにでもはらんでいると言っても
過言では無いと思います。

畑地が何故危険な高槻市に住み続けているの
か、自己弁護的論調でくどくど並べ立てました。
自分でも冷汗が出て来ます。どうぞ笑ってやっ
てください。

北辰会を取り巻く関係者の皆様におかれまし
てはこれまでの情報によりますと、「大きな被害
は無かったとのこと」でございます。なにより
のことでした。

これから本格的な暑さに向かいます。どうぞ
ご自愛下さい。

そして北辰会のホームページにもしょっちゅ
うアクセスして情報を享受なさって、連携をよ
ろしくお願いいたします。

2018年6月24日　記

その1　～筆書きの封書～
北辰会の総会・懇親会の後、数日して筆書き

達筆の封書が届きました。
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した。
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先が、宇羅さんのところでした。未来に向けて
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法も、種もみをそのまま水田に撒いていく直播
の最新機械（300万したって）を購入し、高齢化
していく農家に代わり田んぼを守り、米を高齢
者が食べる分と、売り現金化して収入とする手
助けをしている。

代表の宇羅さんの、穏やかな微笑と気さくな
人柄、そして理知的！ここで、あれ？先輩じゃ
ない？

宇羅さんという名前が珍しいのと、確か輪島
の方に住まわれているはず…と思い、名簿を調
べました。

おお！まさしく宇羅先輩！
先輩たち、それぞれの分野で活躍しておられ

ることを知ることで、自分も頑張ろう！と、勇
気やエネルギーが貰えました。

ああ、嬉しい！！
2018年6月22日　記

事務局
宇羅様へ問い合わせしたところ放映は下記の2本があるそう
です。最近再放送されたようです。
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限界集落という呼び名もついた。そんな集落だからこそ人
間らしいくらしがある。若者たちを故郷にひきつけたい、
何百年も続く祭りを残していきたい。過疎の向こう側を探っ
た番組。
②TBS制作「ふるさとの夢」（2018年1月31日放送）
舞台は「石川県奥能登」
・奥能登にある7つの農家がひとつとなり会社を設立。会社
を設立した想いとは？
・2007年に起きた能登半島地震。余震を懸念して遠のいた
観光客を再び呼び戻すために行ったことは？

（番組宣伝より）
③石川県知事表彰を受けられました。

エピソ－ド
S様：高校１年の時の恩
師から今年も年賀状が届
いた。東京に来られた時
には電話が掛かって来て
何度も食事をご馳走に
なった。と聞きました。

S様は82歳だから恩師
は相当のお歳だと思うの
ですが長生きされている
事と、卒業してから63年も経っているのに教え
子に年賀状を送って下さる優しいお気持ちに感
動しました。
A様：毎日地域のサ－クルで卓球や、カラオケを
して楽しんでいます。二ヶ月に一度、兄と一緒
に食事をしています。

（お兄さまが私の自宅の近くに住んでいらっしゃ
るとの事で美味しいレストランを紹介していた
だきました。）
B様：まだ、現役で運送業を営んでいます。地域
や自治会の役を続けている。
C様：パソコンで「点字」に点訳するサ－クルに
入っている。でも「肺気腫」を煩っているので
無理は出来ない。
D様：末期高齢者ですが、変わりなく毎日楽しく
遊んで暮らしています。
E様：ご本人はお留守で息子さんから「元気すぎ
て困っています。スマホを持っているので『北
辰会のＨＰ』見るように話します」
F様：元気でよくゴルフをしています。また、日
本語学級で外国人に日本語を教えるサ－クルに
入って頑張っています。
G様：もう、年だから来年からは総会には参加で
きない。
H様：25分間ほどお話をされました。
 • 尼崎（塚口）の会社の寮に住んでいて、消灯
時間が10時だったので、いつも授業が終わった
ら９時10分の電車に間に合う様に小走りで十三
駅まで行ったこと。
 • 学校に入学する為に高１の担任だった樺島先
生 に保証人になって貰ったこと。

 • 高１から高４の担任の先生のお名前も全部覚
えておられて学生時代の事を色々話された。
 • 今でも恩師から年賀状が届く。同期の方のお
話をさせて頂くと同じクラスには成ら無かった
が良く知っていますと話された。
 • 他にも記念植樹のお話などされたので、今の
お話を「北辰会報」に載せたいので是非投稿し
てくださいとお願いしましたが、文章を書くの
が苦手なので「あなたが代わりに書いて下さい」
と言われました。「あなたにも会いたいし、また
必ず電話して下さい」とも。 お電話が繋がって直
ぐに次のようなメッセージが流れた方が２件有
りました。

「この電話は迷惑電話防止の為、内容を録音させ
て頂きますのでご了承下さい」
今、「オレオレ詐欺が多発しているのできちんと
対策されているのですね。」

素晴らしいです。
今回、先輩方にお電話させて頂いて、昔の北

野高校の定時制は難しくてなかなか入れなかっ
た等の話をお聞きすると、素晴らしい先輩が沢
山いらっしゃる事が理解出来ました。また、先
輩方の為にも、改めて北辰会を出来るだけ長く
守って行かなければとの思いでいっぱいに成り
ました。

素晴らしい経験をさせて頂けた事に心から感
謝致します。

有り難うございました。

事務局より
「北辰会声の便り」青春のメッセンジャー竹本久子さんから
エピソードの報告届きました。「北辰会声の便り」と北辰会
が果たしている役割が述べられていると思いました。

「北辰会声の便り」は北辰会会員皆様を結ぶ大きな絆の一つ
と思いました。
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きく学ぶべき点が多い。
唐側の勝利に終わった白村江の戦いは、中国

史上屈指の大国となった唐統一王朝が出現し東
アジアの勢力図が大きく塗り変わる過程で起き
た戦争であり、朝鮮半島をも支配した唐に敵対
するのは倭国のみとなっていた。白村江敗戦の
翌年、唐から戦後処理の使節が来日した。倭国
は戦々恐々であった。

時の政権は唐・新羅連合軍侵攻の脅威に備え
て外交、国防、政治体制など統治システムを根
本的に変革する必要性に迫られた。それは防人

（律令制度下の軍事制度）や情報伝達システムの
烽（とぶひ）の配備であり、水城（みずき）や

大野城、基肄（きいの）城の築城であり、律令
制度の確立となって現れ、倭国は「日本」へと
国号を変えた。また、670年頃には唐が倭国を討
伐するとの風聞が広まり、唐の国内情勢を探る
ために遣唐使を送った。我々が歴史の教科書で
学んだ遣唐使の初期の目的は、国防のための情
勢探索と友好関係の樹立でもあった。

このように、白村江での敗戦は倭国内部の危
機感を醸成し、日本という新しい国家体制の建
設をもたらした重要な出来事であった。

私は神社仏閣や城郭など日本古来の建築物を
探ねるのが好きである。数年前に織田信長が築
いた安土城址を訪ねた。その時、石垣に守られ
た天守を備える日本の城の最初が安土城と知っ
た。その後、石垣を備えた日本の城の起源を調
べると、白村江の戦いで唐からの侵略に備えた
山城がそのルーツであろうとの説を知った。何
と安土城築城より900年も前の事である。白村江
の戦いで唐・新羅連合軍に敗れた百済の武将は
倭国に逃れ、隋から得た知識と経験で日本に築

北辰会の皆さん
高槻市西之川原１丁目31

の６に居住している23期（常
任幹事）畑地　豊です。

このたびの「大阪北部地
震」６月18日（月）発生か
ら本日24日（日）７日間が
経過。この間多くの方々からご心配のお見舞い
メール等を頂きました。

まだまだ楽観できない期間であることとは承
知していますが、この段階で一言ご挨拶申し上
げたいと存じます。
（昨夜も23時15分頃「かなり激しい余震が３秒

ほど続きました。）
北辰会事務局においても、会員皆様からの安

否情報を入手の都度、E-mailで連絡可能な幹事
の皆様に配信をして頂きました。

私ことご心配をお寄せ頂いていたにも拘らず、
バタバタと公私共に落ち着かない日常でしたの
でご返信が遅れていましたことをお詫び申し上
げますとともに、ご心配をお寄せ頂きましたこ
と、厚くお礼申しあげます。

私個人としましては住まいと人身はおかげ様
で息災におります。

茨木市内の勤務先はかなりの荒れ様で事務所
内の机、椅子、書棚、そして書棚の中の収納フ
アイル類はことごとく飛び出し、散乱して“足
の踏み場もない”状況でした。壊れたキャビネッ
ト、什器類、屋上のエアコン室外機、エレベー
タ電源、等々復旧、新規購入品等も含め小さな
事務所とは言え費用概算約300万円程の実質損害
の見込みです。

社員はあと片付けに３日間忙殺。購入品が届
くまで書類は一時保管庫にストックしています。
なんだかんだと後２週間ほどは掛るのではない
でしょうか。

地震発生の18日は高槻市内の自宅を自家用車
で７：４０に出発。茨木市の勤務先に向かいま
した。

７：５８　震度６弱の地震に遭遇。運転中な
ので最初は地震である事は咄嗟に判断出来ませ
んでした。後で配信されたニュースで動画を見
ると、車が激しく上下に揺れながら走行してい
ました。私は最初 『地震だから車が上下に揺れて
いる、これは大変だ。』 という判断、感覚を有す
ることは全く有りませんでした。

地震は突然発生すると分かっていても、経験
の無い私にはこれは地震だと咄嗟に判断できま
せんでした。しかし、走行中急ブレーキを踏ん
だ時の衝撃の感覚が脳に伝わり、それと同時に
再度前進するのですが、その時キュルン、キュ
ルンというような摩擦音が間接的に耳に入って
きました。一瞬動物が飛び込んできたのかなと
思いました。しかしその異音と慣性の感覚が規
則的に現れるので、これはおかしいと思って車
を停車させました。

時速45km程度の速度で走行中でしたから３～
４秒間の出来事だったろうと思います。車を降
りて一周りして車体を点検しながら、はっと「こ
れは地震だったのか」と、思いがそこにたどり
着きました。その瞬間やや緊張感とある種の怖
さが脳を過ぎりました。後で考えると電柱やら、
なんだかんだと倒れてこなくて幸いだったなー
と思ったものです

震源地は高槻市で震度６弱でしたから、私の
住まいも中心地に近いと理解しています。従来
から「有馬・高槻断層帯」ということは、つと
に説明されていて“耳にタコ”でしたから、危
険地帯の一つであることは常々承知をしていま
した。
「承知をしていて、危険な地域の真上付近に住

んで居るのはいかがなものか！」という説教的
ご意見もお有りかと思いますが、そうは申しま
しても“孟母三遷の教え”の例えのように、わ
れわれ庶民派はそうそう簡単に安住の地を求め
て引っ越しすることは容易では有りません。私
はここに引っ越しして来てから早や24年が経過
しょうとしています。好んでこの高槻市に引っ
越してきたわけでは有りませんでした。

サラリーマン生活でしたから転勤もあります
ので、好むと好まざるに係わらず移住を余儀な
くされることが有ります。尚且つ「家/住宅」は

高価な買い物ですから、軍資金と相談しながら
一生の決断を迫られる場合があります。理想の
土地や場所を選ぶ権利は有っても、おいそれと

「はいそうですか」式に選択出来る筈も有りえま
せん。

そうは申しましても地震国日本列島、どこに
住んでいても危険は同じではないかと思います。
常に危険の上で生活していると言っても過言で
はありません。
「この土地ならば安全ですよ！」と言われたこ

とを忠実に信じてそこに住んで居たとしても、
旅先で地震に遭遇するかも知れません。

現実に活火山の周辺で多くの都市、市町村が
あり、ここでも多くの方が日常生活を送ってお
られます。目に見えない、予知できない危険は
狭い日本、どこにでもはらんでいると言っても
過言では無いと思います。

畑地が何故危険な高槻市に住み続けているの
か、自己弁護的論調でくどくど並べ立てました。
自分でも冷汗が出て来ます。どうぞ笑ってやっ
てください。

北辰会を取り巻く関係者の皆様におかれまし
てはこれまでの情報によりますと、「大きな被害
は無かったとのこと」でございます。なにより
のことでした。

これから本格的な暑さに向かいます。どうぞ
ご自愛下さい。

そして北辰会のホームページにもしょっちゅ
うアクセスして情報を享受なさって、連携をよ
ろしくお願いいたします。

2018年6月24日　記

その1　～筆書きの封書～
北辰会の総会・懇親会の後、数日して筆書き

達筆の封書が届きました。
私の知る方で、筆書きの書簡を送ってくださ

る方はどなただろう？
あの高校の書道の先生？

それとも筝曲をしておられ
る先生？と考えながら差出
人を見ましたら…

29期の、あの素晴らしい
書家の竹本大鶴（治男）さ
んでした！

総会終了後、北野高校定
時制の記念室で、たまたま
29期の先輩方が、北海道か
ら参加されていた並河さんご夫妻と共に歓談し
ておられました。

私の北野高校定時制時代、秋季定時制通信制
文化祭に学校代表で弁論大会に参加した時に頂
いた、大阪府教育委員会賞受賞の表彰状が掛け
てあるのを指さし、今から思えばお恥ずかしい
のですが「これ、私が学生の時に頂いた賞状な
んです。」と、お話ししてしまいました。

その時、私を賞状の下に立たせ写真を撮って
くださいました。

お手紙には、「ほたるに雪に」の私の文章を読
み、頑張っている事を褒めてくださいました。
そしてあの時撮った、同期の皆さんの集合写真
と、少し上気した私の笑顔の写真を同封してく
ださり「青春の苦労を人生のバネにした貴女の
笑顔はとても素晴らしいです。」とも言ってくだ
さいました。

私は、感動してしまい涙が出ました。
こんなにも後輩のことを、人として丁寧に扱っ

てくださる先輩。
他の先輩方々も、尊敬すべき素晴らしい人た

ちです。
自分が北辰会の一員として、素敵な先輩方と

共にあることが、本当に幸せだと感じました。
来る7月4日の北辰会総会・懇親会の慰労会と

「北宸Ⅴ」～ほたるに雪に～刊行祝賀会で、また
先輩たちに会えることとても楽しみです。

その2　～輪島で頑張る先輩～
今朝、輪島の限界集落のドキュメンタリー番

組を見ていましたら、頑張って農業を拡大継続
している代表者の中に宇羅恒雄さんが登場しま

した。
番組の後半に入ってから、輪島の粟蔵地区で

斬新的に活動している人がいる、他の法人とも
力を合わせて行かねば成り立たないと向かった
先が、宇羅さんのところでした。未来に向けて
先行投資型の農業、多くの高齢化した地域の農
家の休耕田を、大きなトラクターを使って農作
業を効率化する農業法人粟蔵水稲。田植えの方
法も、種もみをそのまま水田に撒いていく直播
の最新機械（300万したって）を購入し、高齢化
していく農家に代わり田んぼを守り、米を高齢
者が食べる分と、売り現金化して収入とする手
助けをしている。

代表の宇羅さんの、穏やかな微笑と気さくな
人柄、そして理知的！ここで、あれ？先輩じゃ
ない？

宇羅さんという名前が珍しいのと、確か輪島
の方に住まわれているはず…と思い、名簿を調
べました。

おお！まさしく宇羅先輩！
先輩たち、それぞれの分野で活躍しておられ

ることを知ることで、自分も頑張ろう！と、勇
気やエネルギーが貰えました。

ああ、嬉しい！！
2018年6月22日　記

事務局
宇羅様へ問い合わせしたところ放映は下記の2本があるそう
です。最近再放送されたようです。
①石川テレビ制作「過疎の向こうへ」（2017年9月30日放送）

（FNSドキュメンタリー大賞を受賞）
・石川・輪島市、山間部は2人に1人が高齢者、いつからか
限界集落という呼び名もついた。そんな集落だからこそ人
間らしいくらしがある。若者たちを故郷にひきつけたい、
何百年も続く祭りを残していきたい。過疎の向こう側を探っ
た番組。
②TBS制作「ふるさとの夢」（2018年1月31日放送）
舞台は「石川県奥能登」
・奥能登にある7つの農家がひとつとなり会社を設立。会社
を設立した想いとは？
・2007年に起きた能登半島地震。余震を懸念して遠のいた
観光客を再び呼び戻すために行ったことは？

（番組宣伝より）
③石川県知事表彰を受けられました。

兼田　吉治（26期）
かんだ よしはる

日本は歴史上、海外勢力の占領下に入る危険
性が非常に高まった時期が３度ある。１つは第
二次世界大戦での敗戦、２つ目は蒙古襲来と言
われる元寇、そして３つ目が「白村江の戦い」
での敗北である。

いずれの戦いも日本の外交、国防、内政、文
化に大きな影響を与えた。

白村江の戦いとは、天智2年8月（663年10月）
に朝鮮半島の白村江（現在の錦江河口付近）で
行われた、倭国（日本）・百済連合軍と唐・新羅
連合軍との戦争のことである。当時の朝鮮半島
は高句麗、百済、新羅の三国が鼎立していたが、
唐が朝鮮半島北部へ侵攻して高句麗を滅ぼし、
新羅の要請に乗じて百済を滅ぼし、唐・新羅連
合による朝鮮半島支配が確立される過程にあっ
た。唐・新羅連合軍に滅ばされた百済は、遺臣
たちが百済復興の兵を上げ倭国に滞在していた
百済王を擁立しようと倭国に救援を要請した。
中大兄皇子（天智天皇）はこれを承諾し百済難
民を受け入れるとともに唐・新羅との対立を深
め た。661年 か ら ３ 次 に 渡 り 倭 船1,000隻 で
47,000人を派兵して戦ったが大敗し、多くの捕
虜を残して亡命を望む百済将兵と共に逃げ帰っ
た。この敗戦が日本に及ぼした影響は非常に大

歴史に学ぶ「白村江の戦い」
～いつも政治的センサーを磨こう～

城と防御の技術を伝えた。
大和朝廷は大宰府を守るため多くの防御施設

を築いた。水城は、博多湾側から筑紫に通じる
平野を閉塞する目的で峰から峰へ全長1.2km × 
高さ9m × 基底部幅80mで２段式土塁の「遮断城」
である。大野城は、四王寺山の尾根をめぐって
総延長8kmの城壁（土塁）を築き、城壁と接する
谷には石垣を築いた山城で、城内には倉庫など
を建て万一のときには大宰府庁が逃れて政務を
とる機能も備えていた。

いつの時代にも、時の政権は歴史から学んで
統治に組み込むのを好む。近くは「現憲法は占
領下で米国及び連合国に押し付けられたもので
あるから憲法の自主的改正を」と叫ぶ改憲勢力

エピソ－ド
S様：高校１年の時の恩
師から今年も年賀状が届
いた。東京に来られた時
には電話が掛かって来て
何度も食事をご馳走に
なった。と聞きました。

S様は82歳だから恩師
は相当のお歳だと思うの
ですが長生きされている
事と、卒業してから63年も経っているのに教え
子に年賀状を送って下さる優しいお気持ちに感
動しました。
A様：毎日地域のサ－クルで卓球や、カラオケを
して楽しんでいます。二ヶ月に一度、兄と一緒
に食事をしています。

（お兄さまが私の自宅の近くに住んでいらっしゃ
るとの事で美味しいレストランを紹介していた
だきました。）
B様：まだ、現役で運送業を営んでいます。地域
や自治会の役を続けている。
C様：パソコンで「点字」に点訳するサ－クルに
入っている。でも「肺気腫」を煩っているので
無理は出来ない。
D様：末期高齢者ですが、変わりなく毎日楽しく
遊んで暮らしています。
E様：ご本人はお留守で息子さんから「元気すぎ
て困っています。スマホを持っているので『北
辰会のＨＰ』見るように話します」
F様：元気でよくゴルフをしています。また、日
本語学級で外国人に日本語を教えるサ－クルに
入って頑張っています。
G様：もう、年だから来年からは総会には参加で
きない。
H様：25分間ほどお話をされました。
 • 尼崎（塚口）の会社の寮に住んでいて、消灯
時間が10時だったので、いつも授業が終わった
ら９時10分の電車に間に合う様に小走りで十三
駅まで行ったこと。
 • 学校に入学する為に高１の担任だった樺島先
生 に保証人になって貰ったこと。

 • 高１から高４の担任の先生のお名前も全部覚
えておられて学生時代の事を色々話された。
 • 今でも恩師から年賀状が届く。同期の方のお
話をさせて頂くと同じクラスには成ら無かった
が良く知っていますと話された。
 • 他にも記念植樹のお話などされたので、今の
お話を「北辰会報」に載せたいので是非投稿し
てくださいとお願いしましたが、文章を書くの
が苦手なので「あなたが代わりに書いて下さい」
と言われました。「あなたにも会いたいし、また
必ず電話して下さい」とも。 お電話が繋がって直
ぐに次のようなメッセージが流れた方が２件有
りました。

「この電話は迷惑電話防止の為、内容を録音させ
て頂きますのでご了承下さい」
今、「オレオレ詐欺が多発しているのできちんと
対策されているのですね。」

の口実であったり、遠くは神国日本には神風が
吹くと教育しカミカゼ特攻までつき進んだ神風
神話であったりする。そして週刊新潮2017年6月
号コラム「白村江の戦い、歴史が示す日本の気概」
には、「中国が再び、（略）中華大帝国の再来を
目指し、周辺国への圧力を強めるいま、日本は
歴史を振りかえり、独立国として、先人たちが
どのような誇りと勇気を持ち続けたかを思い出
さなければならない。」とのきな臭い論調も見ら
れる。

私たちは歴史から何を学ぶか？　しっかりし
た考えを持ち、センサーが鈍らないように心掛
けたいと思う。

参考文献：Wikipedia

素晴らしいです。
今回、先輩方にお電話させて頂いて、昔の北

野高校の定時制は難しくてなかなか入れなかっ
た等の話をお聞きすると、素晴らしい先輩が沢
山いらっしゃる事が理解出来ました。また、先
輩方の為にも、改めて北辰会を出来るだけ長く
守って行かなければとの思いでいっぱいに成り
ました。

素晴らしい経験をさせて頂けた事に心から感
謝致します。

有り難うございました。

事務局より
「北辰会声の便り」青春のメッセンジャー竹本久子さんから
エピソードの報告届きました。「北辰会声の便り」と北辰会
が果たしている役割が述べられていると思いました。

「北辰会声の便り」は北辰会会員皆様を結ぶ大きな絆の一つ
と思いました。

福岡県太宰府市にて
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きく学ぶべき点が多い。
唐側の勝利に終わった白村江の戦いは、中国

史上屈指の大国となった唐統一王朝が出現し東
アジアの勢力図が大きく塗り変わる過程で起き
た戦争であり、朝鮮半島をも支配した唐に敵対
するのは倭国のみとなっていた。白村江敗戦の
翌年、唐から戦後処理の使節が来日した。倭国
は戦々恐々であった。

時の政権は唐・新羅連合軍侵攻の脅威に備え
て外交、国防、政治体制など統治システムを根
本的に変革する必要性に迫られた。それは防人

（律令制度下の軍事制度）や情報伝達システムの
烽（とぶひ）の配備であり、水城（みずき）や

大野城、基肄（きいの）城の築城であり、律令
制度の確立となって現れ、倭国は「日本」へと
国号を変えた。また、670年頃には唐が倭国を討
伐するとの風聞が広まり、唐の国内情勢を探る
ために遣唐使を送った。我々が歴史の教科書で
学んだ遣唐使の初期の目的は、国防のための情
勢探索と友好関係の樹立でもあった。

このように、白村江での敗戦は倭国内部の危
機感を醸成し、日本という新しい国家体制の建
設をもたらした重要な出来事であった。

私は神社仏閣や城郭など日本古来の建築物を
探ねるのが好きである。数年前に織田信長が築
いた安土城址を訪ねた。その時、石垣に守られ
た天守を備える日本の城の最初が安土城と知っ
た。その後、石垣を備えた日本の城の起源を調
べると、白村江の戦いで唐からの侵略に備えた
山城がそのルーツであろうとの説を知った。何
と安土城築城より900年も前の事である。白村江
の戦いで唐・新羅連合軍に敗れた百済の武将は
倭国に逃れ、隋から得た知識と経験で日本に築

北辰会の皆さん
高槻市西之川原１丁目31

の６に居住している23期（常
任幹事）畑地　豊です。

このたびの「大阪北部地
震」６月18日（月）発生か
ら本日24日（日）７日間が
経過。この間多くの方々からご心配のお見舞い
メール等を頂きました。

まだまだ楽観できない期間であることとは承
知していますが、この段階で一言ご挨拶申し上
げたいと存じます。
（昨夜も23時15分頃「かなり激しい余震が３秒

ほど続きました。）
北辰会事務局においても、会員皆様からの安

否情報を入手の都度、E-mailで連絡可能な幹事
の皆様に配信をして頂きました。

私ことご心配をお寄せ頂いていたにも拘らず、
バタバタと公私共に落ち着かない日常でしたの
でご返信が遅れていましたことをお詫び申し上
げますとともに、ご心配をお寄せ頂きましたこ
と、厚くお礼申しあげます。

私個人としましては住まいと人身はおかげ様
で息災におります。

茨木市内の勤務先はかなりの荒れ様で事務所
内の机、椅子、書棚、そして書棚の中の収納フ
アイル類はことごとく飛び出し、散乱して“足
の踏み場もない”状況でした。壊れたキャビネッ
ト、什器類、屋上のエアコン室外機、エレベー
タ電源、等々復旧、新規購入品等も含め小さな
事務所とは言え費用概算約300万円程の実質損害
の見込みです。

社員はあと片付けに３日間忙殺。購入品が届
くまで書類は一時保管庫にストックしています。
なんだかんだと後２週間ほどは掛るのではない
でしょうか。

地震発生の18日は高槻市内の自宅を自家用車
で７：４０に出発。茨木市の勤務先に向かいま
した。

７：５８　震度６弱の地震に遭遇。運転中な
ので最初は地震である事は咄嗟に判断出来ませ
んでした。後で配信されたニュースで動画を見
ると、車が激しく上下に揺れながら走行してい
ました。私は最初 『地震だから車が上下に揺れて
いる、これは大変だ。』 という判断、感覚を有す
ることは全く有りませんでした。

地震は突然発生すると分かっていても、経験
の無い私にはこれは地震だと咄嗟に判断できま
せんでした。しかし、走行中急ブレーキを踏ん
だ時の衝撃の感覚が脳に伝わり、それと同時に
再度前進するのですが、その時キュルン、キュ
ルンというような摩擦音が間接的に耳に入って
きました。一瞬動物が飛び込んできたのかなと
思いました。しかしその異音と慣性の感覚が規
則的に現れるので、これはおかしいと思って車
を停車させました。

時速45km程度の速度で走行中でしたから３～
４秒間の出来事だったろうと思います。車を降
りて一周りして車体を点検しながら、はっと「こ
れは地震だったのか」と、思いがそこにたどり
着きました。その瞬間やや緊張感とある種の怖
さが脳を過ぎりました。後で考えると電柱やら、
なんだかんだと倒れてこなくて幸いだったなー
と思ったものです

震源地は高槻市で震度６弱でしたから、私の
住まいも中心地に近いと理解しています。従来
から「有馬・高槻断層帯」ということは、つと
に説明されていて“耳にタコ”でしたから、危
険地帯の一つであることは常々承知をしていま
した。
「承知をしていて、危険な地域の真上付近に住

んで居るのはいかがなものか！」という説教的
ご意見もお有りかと思いますが、そうは申しま
しても“孟母三遷の教え”の例えのように、わ
れわれ庶民派はそうそう簡単に安住の地を求め
て引っ越しすることは容易では有りません。私
はここに引っ越しして来てから早や24年が経過
しょうとしています。好んでこの高槻市に引っ
越してきたわけでは有りませんでした。

サラリーマン生活でしたから転勤もあります
ので、好むと好まざるに係わらず移住を余儀な
くされることが有ります。尚且つ「家/住宅」は

高価な買い物ですから、軍資金と相談しながら
一生の決断を迫られる場合があります。理想の
土地や場所を選ぶ権利は有っても、おいそれと

「はいそうですか」式に選択出来る筈も有りえま
せん。

そうは申しましても地震国日本列島、どこに
住んでいても危険は同じではないかと思います。
常に危険の上で生活していると言っても過言で
はありません。
「この土地ならば安全ですよ！」と言われたこ

とを忠実に信じてそこに住んで居たとしても、
旅先で地震に遭遇するかも知れません。

現実に活火山の周辺で多くの都市、市町村が
あり、ここでも多くの方が日常生活を送ってお
られます。目に見えない、予知できない危険は
狭い日本、どこにでもはらんでいると言っても
過言では無いと思います。

畑地が何故危険な高槻市に住み続けているの
か、自己弁護的論調でくどくど並べ立てました。
自分でも冷汗が出て来ます。どうぞ笑ってやっ
てください。

北辰会を取り巻く関係者の皆様におかれまし
てはこれまでの情報によりますと、「大きな被害
は無かったとのこと」でございます。なにより
のことでした。

これから本格的な暑さに向かいます。どうぞ
ご自愛下さい。

そして北辰会のホームページにもしょっちゅ
うアクセスして情報を享受なさって、連携をよ
ろしくお願いいたします。

2018年6月24日　記

日本は歴史上、海外勢力の占領下に入る危険
性が非常に高まった時期が３度ある。１つは第
二次世界大戦での敗戦、２つ目は蒙古襲来と言
われる元寇、そして３つ目が「白村江の戦い」
での敗北である。

いずれの戦いも日本の外交、国防、内政、文
化に大きな影響を与えた。

白村江の戦いとは、天智2年8月（663年10月）
に朝鮮半島の白村江（現在の錦江河口付近）で
行われた、倭国（日本）・百済連合軍と唐・新羅
連合軍との戦争のことである。当時の朝鮮半島
は高句麗、百済、新羅の三国が鼎立していたが、
唐が朝鮮半島北部へ侵攻して高句麗を滅ぼし、
新羅の要請に乗じて百済を滅ぼし、唐・新羅連
合による朝鮮半島支配が確立される過程にあっ
た。唐・新羅連合軍に滅ばされた百済は、遺臣
たちが百済復興の兵を上げ倭国に滞在していた
百済王を擁立しようと倭国に救援を要請した。
中大兄皇子（天智天皇）はこれを承諾し百済難
民を受け入れるとともに唐・新羅との対立を深
め た。661年 か ら ３ 次 に 渡 り 倭 船1,000隻 で
47,000人を派兵して戦ったが大敗し、多くの捕
虜を残して亡命を望む百済将兵と共に逃げ帰っ
た。この敗戦が日本に及ぼした影響は非常に大

城と防御の技術を伝えた。
大和朝廷は大宰府を守るため多くの防御施設

を築いた。水城は、博多湾側から筑紫に通じる
平野を閉塞する目的で峰から峰へ全長1.2km × 
高さ9m × 基底部幅80mで２段式土塁の「遮断城」
である。大野城は、四王寺山の尾根をめぐって
総延長8kmの城壁（土塁）を築き、城壁と接する
谷には石垣を築いた山城で、城内には倉庫など
を建て万一のときには大宰府庁が逃れて政務を
とる機能も備えていた。

いつの時代にも、時の政権は歴史から学んで
統治に組み込むのを好む。近くは「現憲法は占
領下で米国及び連合国に押し付けられたもので
あるから憲法の自主的改正を」と叫ぶ改憲勢力

「北辰会声の便り」より「北辰会声の便り」より

エピソ－ド
S様：高校１年の時の恩
師から今年も年賀状が届
いた。東京に来られた時
には電話が掛かって来て
何度も食事をご馳走に
なった。と聞きました。

S様は82歳だから恩師
は相当のお歳だと思うの
ですが長生きされている
事と、卒業してから63年も経っているのに教え
子に年賀状を送って下さる優しいお気持ちに感
動しました。
A様：毎日地域のサ－クルで卓球や、カラオケを
して楽しんでいます。二ヶ月に一度、兄と一緒
に食事をしています。

「北辰会」青春のメッセンジャー
～北辰会は長く元気で～

（お兄さまが私の自宅の近くに住んでいらっしゃ
るとの事で美味しいレストランを紹介していた
だきました。）
B様：まだ、現役で運送業を営んでいます。地域
や自治会の役を続けている。
C様：パソコンで「点字」に点訳するサ－クルに
入っている。でも「肺気腫」を煩っているので
無理は出来ない。
D様：末期高齢者ですが、変わりなく毎日楽しく
遊んで暮らしています。
E様：ご本人はお留守で息子さんから「元気すぎ
て困っています。スマホを持っているので『北
辰会のＨＰ』見るように話します」
F様：元気でよくゴルフをしています。また、日
本語学級で外国人に日本語を教えるサ－クルに
入って頑張っています。
G様：もう、年だから来年からは総会には参加で
きない。
H様：25分間ほどお話をされました。
 • 尼崎（塚口）の会社の寮に住んでいて、消灯
時間が10時だったので、いつも授業が終わった
ら９時10分の電車に間に合う様に小走りで十三
駅まで行ったこと。
 • 学校に入学する為に高１の担任だった樺島先
生 に保証人になって貰ったこと。

青春のメッセンジャー
28期 竹本久子事務局員

 • 高１から高４の担任の先生のお名前も全部覚
えておられて学生時代の事を色々話された。
 • 今でも恩師から年賀状が届く。同期の方のお
話をさせて頂くと同じクラスには成ら無かった
が良く知っていますと話された。
 • 他にも記念植樹のお話などされたので、今の
お話を「北辰会報」に載せたいので是非投稿し
てくださいとお願いしましたが、文章を書くの
が苦手なので「あなたが代わりに書いて下さい」
と言われました。「あなたにも会いたいし、また
必ず電話して下さい」とも。 お電話が繋がって直
ぐに次のようなメッセージが流れた方が２件有
りました。

「この電話は迷惑電話防止の為、内容を録音させ
て頂きますのでご了承下さい」
今、「オレオレ詐欺が多発しているのできちんと
対策されているのですね。」

の口実であったり、遠くは神国日本には神風が
吹くと教育しカミカゼ特攻までつき進んだ神風
神話であったりする。そして週刊新潮2017年6月
号コラム「白村江の戦い、歴史が示す日本の気概」
には、「中国が再び、（略）中華大帝国の再来を
目指し、周辺国への圧力を強めるいま、日本は
歴史を振りかえり、独立国として、先人たちが
どのような誇りと勇気を持ち続けたかを思い出
さなければならない。」とのきな臭い論調も見ら
れる。

私たちは歴史から何を学ぶか？　しっかりし
た考えを持ち、センサーが鈍らないように心掛
けたいと思う。

参考文献：Wikipedia

素晴らしいです。
今回、先輩方にお電話させて頂いて、昔の北

野高校の定時制は難しくてなかなか入れなかっ
た等の話をお聞きすると、素晴らしい先輩が沢
山いらっしゃる事が理解出来ました。また、先
輩方の為にも、改めて北辰会を出来るだけ長く
守って行かなければとの思いでいっぱいに成り
ました。

素晴らしい経験をさせて頂けた事に心から感
謝致します。

有り難うございました。

事務局より
「北辰会声の便り」青春のメッセンジャー竹本久子さんから
エピソードの報告届きました。「北辰会声の便り」と北辰会
が果たしている役割が述べられていると思いました。

「北辰会声の便り」は北辰会会員皆様を結ぶ大きな絆の一つ
と思いました。

竹本　久子（28期）
たけもと ひさこ
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エピソ－ド
S様：高校１年の時の恩
師から今年も年賀状が届
いた。東京に来られた時
には電話が掛かって来て
何度も食事をご馳走に
なった。と聞きました。

S様は82歳だから恩師
は相当のお歳だと思うの
ですが長生きされている
事と、卒業してから63年も経っているのに教え
子に年賀状を送って下さる優しいお気持ちに感
動しました。
A様：毎日地域のサ－クルで卓球や、カラオケを
して楽しんでいます。二ヶ月に一度、兄と一緒
に食事をしています。

（お兄さまが私の自宅の近くに住んでいらっしゃ
るとの事で美味しいレストランを紹介していた
だきました。）
B様：まだ、現役で運送業を営んでいます。地域
や自治会の役を続けている。
C様：パソコンで「点字」に点訳するサ－クルに
入っている。でも「肺気腫」を煩っているので
無理は出来ない。
D様：末期高齢者ですが、変わりなく毎日楽しく
遊んで暮らしています。
E様：ご本人はお留守で息子さんから「元気すぎ
て困っています。スマホを持っているので『北
辰会のＨＰ』見るように話します」
F様：元気でよくゴルフをしています。また、日
本語学級で外国人に日本語を教えるサ－クルに
入って頑張っています。
G様：もう、年だから来年からは総会には参加で
きない。
H様：25分間ほどお話をされました。
 • 尼崎（塚口）の会社の寮に住んでいて、消灯
時間が10時だったので、いつも授業が終わった
ら９時10分の電車に間に合う様に小走りで十三
駅まで行ったこと。
 • 学校に入学する為に高１の担任だった樺島先
生 に保証人になって貰ったこと。

 • 高１から高４の担任の先生のお名前も全部覚
えておられて学生時代の事を色々話された。
 • 今でも恩師から年賀状が届く。同期の方のお
話をさせて頂くと同じクラスには成ら無かった
が良く知っていますと話された。
 • 他にも記念植樹のお話などされたので、今の
お話を「北辰会報」に載せたいので是非投稿し
てくださいとお願いしましたが、文章を書くの
が苦手なので「あなたが代わりに書いて下さい」
と言われました。「あなたにも会いたいし、また
必ず電話して下さい」とも。 お電話が繋がって直
ぐに次のようなメッセージが流れた方が２件有
りました。

「この電話は迷惑電話防止の為、内容を録音させ
て頂きますのでご了承下さい」
今、「オレオレ詐欺が多発しているのできちんと
対策されているのですね。」

素晴らしいです。
今回、先輩方にお電話させて頂いて、昔の北

野高校の定時制は難しくてなかなか入れなかっ
た等の話をお聞きすると、素晴らしい先輩が沢
山いらっしゃる事が理解出来ました。また、先
輩方の為にも、改めて北辰会を出来るだけ長く
守って行かなければとの思いでいっぱいに成り
ました。

素晴らしい経験をさせて頂けた事に心から感
謝致します。

有り難うございました。

事務局より
「北辰会声の便り」青春のメッセンジャー竹本久子さんから
エピソードの報告届きました。「北辰会声の便り」と北辰会
が果たしている役割が述べられていると思いました。

「北辰会声の便り」は北辰会会員皆様を結ぶ大きな絆の一つ
と思いました。

同期会・同好会だより同期会・同好会だより
北野13期「歩こう会」例会

世話人　谷村　隆一、 畝狭　恒雄
たにむら たかいち うねさ つねお

談山神社
前列左から向井義尚、坂野誠子、岡田和子、畝狭恒雄　　
後列中央　谷本隆一（敬称略）

12月の打ち合わせ会の様子
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遠出のできる同窓会としてお褒めを頂く我々
17期同期会、10月17日有馬温泉にて一泊二日で
楽しく終えました。出席者は男性９名女性６名
の15名でした。

志同じくして入学した面々も御年80歳（傘寿）
を迎え、学舎を後にしてほぼ60年すごいですね。
人に譬えれば還暦です。自分に鞭打って、自己
管理、気分、そして人生の荒波を踏破した、小
さな集団です。自分に褒めたい気持ち一杯です。
長く続くことを願っています。

阪急三番街発と、有馬温泉直行組が有馬温泉

観光案内所に無事合流できたのが午後３時でし
た。

懐かしいお顔に久しぶりの吉村さん以外1年ぶ
りの対面でした。一泊二日の旅のスタートです。

今回の宿舎は同期のダイハツOBの吉村さんの
ご配慮、お世話になりました。有難うございま
した。

坂道はキツイ
有馬温泉は坂道が多く、散策の気持ちで歩い

ていますが、太閤さんも利用したであろう極楽
寺太閤の湯、炭酸泉源、金の湯、銀の湯、そし
て寧々像、秀吉像、マイナスイオンを全身で受
けることのできる鼓ヶ滝、名所旧跡ばかりです。
我々、全て散策したい気持ちで歩いていますが
何分加齢もあり足もままならず、緩やかな坂道

エピソ－ド
S様：高校１年の時の恩
師から今年も年賀状が届
いた。東京に来られた時
には電話が掛かって来て
何度も食事をご馳走に
なった。と聞きました。

S様は82歳だから恩師
は相当のお歳だと思うの
ですが長生きされている
事と、卒業してから63年も経っているのに教え
子に年賀状を送って下さる優しいお気持ちに感
動しました。
A様：毎日地域のサ－クルで卓球や、カラオケを
して楽しんでいます。二ヶ月に一度、兄と一緒
に食事をしています。

（お兄さまが私の自宅の近くに住んでいらっしゃ
るとの事で美味しいレストランを紹介していた
だきました。）
B様：まだ、現役で運送業を営んでいます。地域
や自治会の役を続けている。
C様：パソコンで「点字」に点訳するサ－クルに
入っている。でも「肺気腫」を煩っているので
無理は出来ない。
D様：末期高齢者ですが、変わりなく毎日楽しく
遊んで暮らしています。
E様：ご本人はお留守で息子さんから「元気すぎ
て困っています。スマホを持っているので『北
辰会のＨＰ』見るように話します」
F様：元気でよくゴルフをしています。また、日
本語学級で外国人に日本語を教えるサ－クルに
入って頑張っています。
G様：もう、年だから来年からは総会には参加で
きない。
H様：25分間ほどお話をされました。
 • 尼崎（塚口）の会社の寮に住んでいて、消灯
時間が10時だったので、いつも授業が終わった
ら９時10分の電車に間に合う様に小走りで十三
駅まで行ったこと。
 • 学校に入学する為に高１の担任だった樺島先
生 に保証人になって貰ったこと。

 • 高１から高４の担任の先生のお名前も全部覚
えておられて学生時代の事を色々話された。
 • 今でも恩師から年賀状が届く。同期の方のお
話をさせて頂くと同じクラスには成ら無かった
が良く知っていますと話された。
 • 他にも記念植樹のお話などされたので、今の
お話を「北辰会報」に載せたいので是非投稿し
てくださいとお願いしましたが、文章を書くの
が苦手なので「あなたが代わりに書いて下さい」
と言われました。「あなたにも会いたいし、また
必ず電話して下さい」とも。 お電話が繋がって直
ぐに次のようなメッセージが流れた方が２件有
りました。

「この電話は迷惑電話防止の為、内容を録音させ
て頂きますのでご了承下さい」
今、「オレオレ詐欺が多発しているのできちんと
対策されているのですね。」

素晴らしいです。
今回、先輩方にお電話させて頂いて、昔の北

野高校の定時制は難しくてなかなか入れなかっ
た等の話をお聞きすると、素晴らしい先輩が沢
山いらっしゃる事が理解出来ました。また、先
輩方の為にも、改めて北辰会を出来るだけ長く
守って行かなければとの思いでいっぱいに成り
ました。

素晴らしい経験をさせて頂けた事に心から感
謝致します。

有り難うございました。

事務局より
「北辰会声の便り」青春のメッセンジャー竹本久子さんから
エピソードの報告届きました。「北辰会声の便り」と北辰会
が果たしている役割が述べられていると思いました。

「北辰会声の便り」は北辰会会員皆様を結ぶ大きな絆の一つ
と思いました。

上垣内　義幸（17期）

～傘寿（さんじゅ）を
迎える17期同期会～

前列左より足立達男、東和子、上垣内義幸、仲義宏、宮川禎夫、浅見郁蔵
後列左より東雅雄、角美代子、堀田継一、三宅安子、阪村美治、友貞征子、
入口ユキ子、吉村幸雄、井上浩良（敬称略）

も時にはギヤを入れ替え、入れ直し、やっとの
思いで宿泊地、ラコンテ有馬（ダイハツ工業保
養所）に到着致しました。よく頑張りました。

宴会、カラオケ、マージャン
宴会に先立ち、広瀬修一さんをしのび黙とう、

北辰会会長様のご丁寧なメッセージのご披露が
有りました。

各自近況報告後、思い出話に花を咲かせ青春
時代の面影を浮かべ談笑し、御馳走、お酒と時
を忘れました。

後、それぞれカラオケ室、マージャン室に日
ごろ鍛えた喉、腕を発揮され楽しんだようです。

（但し、麻雀は健康麻雀で、飲まない、吸わない、
賭けない）の三原則厳守で遊びました。

オルゴールミュージアム館から帰路へ
明朝は、止む無く帰宅組と、六甲山頂近くの

見学組に分かれ、山頂へはロープウエイ、バス
で移動、館内は珍しいものばかり、円筒につけ
た突起がかき鳴らすものや、円盤型のもの、紙
テープのピンホールを利用した回転から奏でら
れる優しい音色に、耳を傾け楽器の演奏を楽し
みました。また、ランプの輻射熱で動く、かわ
いい人形の姿に虜になったようです。

帰路、バス、ケーブルカーを乗り継ぎ、六甲
山のさわやかな初秋を感じながら、2019年も10
月16日（水）に健康で再会できることを約束し
別れを惜しみました。本当にお互い元気を分け
合う同期会でした。最後に両日とも天候に恵ま
れ安全にスケジュールを達成できたことは幸い
でした。

三木　次郎（18期）
みき じろう

寒さが緩んで春はすぐそこ、そんな好天に恵
まれた２月11日、例年とはちょっと趣向の違っ
た「18期同期会」が開かれ、元気印の同期生25

北辰会　第１８期同期会　２０１８年
～手作り会場で楽しいひととき～

人（女性４人）が集いました。
計測器会社（流量計・温度計等製作販売）を

経営する同期生、古城具祐君（前北辰会会長）
の50年来の夢「新社屋の建設」が実現、お祝い
とお披露目の意味もあって、大阪市北区中津に
完成したピカピカ社屋二階の手作り会場での祝
宴となりました。

18期同期会はここ数年、母校ゆかりの十三で
開くのが通例でした。昨年末の世話人打ち合わ
せで、「同期会の前に、希望者だけにでも新社屋
を見てもらえないか」という古城君の声に「そ
れならいっそ、新社屋でお祝いの同期会を」と
いうことになった次第です。

会費は従来の通りで記念品も贈る。とはいっ
ても、現況では同期が一堂に集まるような空き
スペースや、調度品は十分な数は確保出来ませ
ん。レンタルは無駄と云うことで、俄か仕立て
の芝居小屋ではないけれど、仕事場を宴会会場
に衣替えする事になりました。

古城家主の指示のもとに、岡田多聞、北村暢夫、
佐藤寅夫君ら世話人諸兄が前日から仕事場にあ
る仕掛品やキャビネット等を移動させてスペー
スを確保して、3ｍもある長机や短い机を組み合
わせて、高さや幅の不揃いは手細工で調節した
り、他で調達した椅子を補充するなど見えない
苦労が随所に。

当日は、インフルエンザで欠席や遅刻の者も
いましたが、手作り同期会は順調に展開しまし
た。最初に北辰会会長でもある岡田君が開会の
挨拶。続いて乾杯すると、あとは出前の弁当、
飲み放題の酒で楽しいひととき。時間制限のな
い会場だけに、いつも以上に盛り上がり、校歌「ゆ
うべの星」で締めくくって、来年の再会を誓っ
て散会しました。

うえがいと よしゆき
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エピソ－ド
S様：高校１年の時の恩
師から今年も年賀状が届
いた。東京に来られた時
には電話が掛かって来て
何度も食事をご馳走に
なった。と聞きました。

S様は82歳だから恩師
は相当のお歳だと思うの
ですが長生きされている
事と、卒業してから63年も経っているのに教え
子に年賀状を送って下さる優しいお気持ちに感
動しました。
A様：毎日地域のサ－クルで卓球や、カラオケを
して楽しんでいます。二ヶ月に一度、兄と一緒
に食事をしています。

（お兄さまが私の自宅の近くに住んでいらっしゃ
るとの事で美味しいレストランを紹介していた
だきました。）
B様：まだ、現役で運送業を営んでいます。地域
や自治会の役を続けている。
C様：パソコンで「点字」に点訳するサ－クルに
入っている。でも「肺気腫」を煩っているので
無理は出来ない。
D様：末期高齢者ですが、変わりなく毎日楽しく
遊んで暮らしています。
E様：ご本人はお留守で息子さんから「元気すぎ
て困っています。スマホを持っているので『北
辰会のＨＰ』見るように話します」
F様：元気でよくゴルフをしています。また、日
本語学級で外国人に日本語を教えるサ－クルに
入って頑張っています。
G様：もう、年だから来年からは総会には参加で
きない。
H様：25分間ほどお話をされました。
 • 尼崎（塚口）の会社の寮に住んでいて、消灯
時間が10時だったので、いつも授業が終わった
ら９時10分の電車に間に合う様に小走りで十三
駅まで行ったこと。
 • 学校に入学する為に高１の担任だった樺島先
生 に保証人になって貰ったこと。

 • 高１から高４の担任の先生のお名前も全部覚
えておられて学生時代の事を色々話された。
 • 今でも恩師から年賀状が届く。同期の方のお
話をさせて頂くと同じクラスには成ら無かった
が良く知っていますと話された。
 • 他にも記念植樹のお話などされたので、今の
お話を「北辰会報」に載せたいので是非投稿し
てくださいとお願いしましたが、文章を書くの
が苦手なので「あなたが代わりに書いて下さい」
と言われました。「あなたにも会いたいし、また
必ず電話して下さい」とも。 お電話が繋がって直
ぐに次のようなメッセージが流れた方が２件有
りました。

「この電話は迷惑電話防止の為、内容を録音させ
て頂きますのでご了承下さい」
今、「オレオレ詐欺が多発しているのできちんと
対策されているのですね。」

素晴らしいです。
今回、先輩方にお電話させて頂いて、昔の北

野高校の定時制は難しくてなかなか入れなかっ
た等の話をお聞きすると、素晴らしい先輩が沢
山いらっしゃる事が理解出来ました。また、先
輩方の為にも、改めて北辰会を出来るだけ長く
守って行かなければとの思いでいっぱいに成り
ました。

素晴らしい経験をさせて頂けた事に心から感
謝致します。

有り難うございました。

事務局より
「北辰会声の便り」青春のメッセンジャー竹本久子さんから
エピソードの報告届きました。「北辰会声の便り」と北辰会
が果たしている役割が述べられていると思いました。

「北辰会声の便り」は北辰会会員皆様を結ぶ大きな絆の一つ
と思いました。

寒さが緩んで春はすぐそこ、そんな好天に恵
まれた２月11日、例年とはちょっと趣向の違っ
た「18期同期会」が開かれ、元気印の同期生25

人（女性４人）が集いました。
計測器会社（流量計・温度計等製作販売）を

経営する同期生、古城具祐君（前北辰会会長）
の50年来の夢「新社屋の建設」が実現、お祝い
とお披露目の意味もあって、大阪市北区中津に
完成したピカピカ社屋二階の手作り会場での祝
宴となりました。

18期同期会はここ数年、母校ゆかりの十三で
開くのが通例でした。昨年末の世話人打ち合わ
せで、「同期会の前に、希望者だけにでも新社屋
を見てもらえないか」という古城君の声に「そ
れならいっそ、新社屋でお祝いの同期会を」と
いうことになった次第です。

会費は従来の通りで記念品も贈る。とはいっ
ても、現況では同期が一堂に集まるような空き
スペースや、調度品は十分な数は確保出来ませ
ん。レンタルは無駄と云うことで、俄か仕立て
の芝居小屋ではないけれど、仕事場を宴会会場
に衣替えする事になりました。

古城家主の指示のもとに、岡田多聞、北村暢夫、
佐藤寅夫君ら世話人諸兄が前日から仕事場にあ
る仕掛品やキャビネット等を移動させてスペー
スを確保して、3ｍもある長机や短い机を組み合
わせて、高さや幅の不揃いは手細工で調節した
り、他で調達した椅子を補充するなど見えない
苦労が随所に。

当日は、インフルエンザで欠席や遅刻の者も
いましたが、手作り同期会は順調に展開しまし
た。最初に北辰会会長でもある岡田君が開会の
挨拶。続いて乾杯すると、あとは出前の弁当、
飲み放題の酒で楽しいひととき。時間制限のな
い会場だけに、いつも以上に盛り上がり、校歌「ゆ
うべの星」で締めくくって、来年の再会を誓っ
て散会しました。

右奥挨拶する古城前会長、左端立っている人岡田会長

梶原　清（19期）
きよしかじはら

2018年10月27日（土）大阪駅前第三ビル32階
エスカイヤークラブ駅前第三ビル店で

午後一時より12名参加のもと行いました。
南部先生は入院中でありましたが、参加意欲

満々でした。しかしお嬢様の許可が下りません

でしたので諦められたようです。来年は生徒た
ちが押しかけて介護タクシーに押し込み、車い
すに乗せて拉致してこようと衆議一決の次第で
す。お嬢様お覚悟のほど宜しくお願い致します。

ありあまる料理を前に、皆さんの近況報告や
懐かしい写真集を種に歓談のうち午後四時半す
ぎに閉会しました。

毎年開催していますが、年々黃泉の国へ旅立
ちされた方や、体調不良で泣く泣く不参加の方
も出てきて減少しているのが残念です。しかし、
今日ここに集うこと出来ることは元気な証拠で
す。来年は先生も交えて、一人でも多く集える
様に皆で誓い合った次第です。

二次会も元気に行きましたよ!!　曽根崎新地の
「花すみれ」で童謡から叙情歌、演歌まで多士済々
のおじいちゃん、おばあちゃんがソロやら合唱
で大いに盛り上がり英気を養いました。又来年
の参加を約束して散会いたしました。

「19期南部学級同窓会」
開催報告

前列左より梶原、西本、佐藤、坊野、中井、木村
後列左より中子、守屋、森田、黄山、畑下、山本　（敬称略）



20 2019年４月25日発行北 辰 会 報

エピソ－ド
S様：高校１年の時の恩
師から今年も年賀状が届
いた。東京に来られた時
には電話が掛かって来て
何度も食事をご馳走に
なった。と聞きました。

S様は82歳だから恩師
は相当のお歳だと思うの
ですが長生きされている
事と、卒業してから63年も経っているのに教え
子に年賀状を送って下さる優しいお気持ちに感
動しました。
A様：毎日地域のサ－クルで卓球や、カラオケを
して楽しんでいます。二ヶ月に一度、兄と一緒
に食事をしています。

（お兄さまが私の自宅の近くに住んでいらっしゃ
るとの事で美味しいレストランを紹介していた
だきました。）
B様：まだ、現役で運送業を営んでいます。地域
や自治会の役を続けている。
C様：パソコンで「点字」に点訳するサ－クルに
入っている。でも「肺気腫」を煩っているので
無理は出来ない。
D様：末期高齢者ですが、変わりなく毎日楽しく
遊んで暮らしています。
E様：ご本人はお留守で息子さんから「元気すぎ
て困っています。スマホを持っているので『北
辰会のＨＰ』見るように話します」
F様：元気でよくゴルフをしています。また、日
本語学級で外国人に日本語を教えるサ－クルに
入って頑張っています。
G様：もう、年だから来年からは総会には参加で
きない。
H様：25分間ほどお話をされました。
 • 尼崎（塚口）の会社の寮に住んでいて、消灯
時間が10時だったので、いつも授業が終わった
ら９時10分の電車に間に合う様に小走りで十三
駅まで行ったこと。
 • 学校に入学する為に高１の担任だった樺島先
生 に保証人になって貰ったこと。

 • 高１から高４の担任の先生のお名前も全部覚
えておられて学生時代の事を色々話された。
 • 今でも恩師から年賀状が届く。同期の方のお
話をさせて頂くと同じクラスには成ら無かった
が良く知っていますと話された。
 • 他にも記念植樹のお話などされたので、今の
お話を「北辰会報」に載せたいので是非投稿し
てくださいとお願いしましたが、文章を書くの
が苦手なので「あなたが代わりに書いて下さい」
と言われました。「あなたにも会いたいし、また
必ず電話して下さい」とも。 お電話が繋がって直
ぐに次のようなメッセージが流れた方が２件有
りました。

「この電話は迷惑電話防止の為、内容を録音させ
て頂きますのでご了承下さい」
今、「オレオレ詐欺が多発しているのできちんと
対策されているのですね。」

素晴らしいです。
今回、先輩方にお電話させて頂いて、昔の北

野高校の定時制は難しくてなかなか入れなかっ
た等の話をお聞きすると、素晴らしい先輩が沢
山いらっしゃる事が理解出来ました。また、先
輩方の為にも、改めて北辰会を出来るだけ長く
守って行かなければとの思いでいっぱいに成り
ました。

素晴らしい経験をさせて頂けた事に心から感
謝致します。

有り難うございました。

事務局より
「北辰会声の便り」青春のメッセンジャー竹本久子さんから
エピソードの報告届きました。「北辰会声の便り」と北辰会
が果たしている役割が述べられていると思いました。

「北辰会声の便り」は北辰会会員皆様を結ぶ大きな絆の一つ
と思いました。

山本　悦郎（23期）
えつろうやまもと

拝啓　行く秋をしみじみとかみしめている今
日この頃です。大変遅くなりましたが、11月11
日（日）、12日（月）に23期ポンコツ会を開催し
ました。

記
11日に兵庫県篠山市にある、パナソニックグ

ループの休暇村、「ユニトピアささやま」に行っ
てきました。

同所は松下電器産業労働組合がユニオンの理
想郷（ユートピア）として創意と資力を結集し
て作り上げた総合レジャー施設で、場所が篠山
市の町の奥の方にあり、山のふもとでとても静
かなところ、ちょうど紅葉がまっさかりでとて
もきれいで、時期的には一番いい時ではと思え
るほどでした。

JR篠山口で降りてから、タクシーで分乗しよ
うと思っていたところ丁度「ユニトピアささや
ま」のバスが駅前に来たので、聞いてみると会
場まで帰るところで乗せてもらえることとなり、
ラッキーでした。

夕食は、当然のことながら篠山に来たので「ボ
タン鍋」で盛り上がり、会食のあとも部屋に帰っ
て、12時近くまで一杯やりながらの近況報告な

2018年23期会（ポンコツ会）
～丹波篠山で「牡丹鍋」で宿泊同期会楽しみました～

２３期（ポンコツ会）　２０１８．１１．１１
兵庫県篠山市　　ホテル・ユニトピアささやま
前列左より福島次郎、堂本敦子、原田咲子、倉田淳子、中家詩郎
後列左より山本悦郎、畑地豊、綿谷修、金城奉周、川戸暉正、牧野賀子、
川野卓志、吉田雅江、大山晴通（敬称略）

どで盛り上がり楽しい一夜となりました。
当日の参加者は、2年前に比べて7人も少ない

14人となり、欠席者の中には今年の夏は暑かっ
たため足の調子が悪くて参加されなかった中野
先生をはじめ、他にも4名の方が体調不良で欠席
され、少し寂しい同窓会となったことはとても
残念です。

これからは、あまり遠出をしないで、近場で
少しくらい体調不良でも参加できるように考え
なければならないのでしょうか？

これから回数を重ねるごとに、参加者も減り、
いつまで続けられるのか解りませんが、何とか
一人でも多くの人が参加できるように願ってい
るところです。

坂本　成男（24期）
さかもと しげお

北野２４期だより
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左より中西遊、松田百子、川内太先生、山上俊夫先生、
大音英子先生、千賀茂世、渕ノ上歩（倉原）（敬称略）

千賀　茂世（62期）
しげよせんが

たかおこだま

10月21日夕方から、十三がんこ総本店で４年
２組のクラス会を行いました。

卒業して15年、初めてのクラス会です。
写真左から中西遊、松田百子、担任:川内太先生、

現社:山上俊夫先生、養護:大音英子先生、千賀茂
世、渕ノ上歩（旧姓:倉原）の7名参加で和気藹々
と行いました。

松田さん、渕ノ上（倉原）さんとは、15年ぶ
りの再会ですが、相変わらず可愛くて全然変わっ
ていないのが感動でした。

懐かしい生徒の頃の話、自分自身は忘れてい
ても、先生方が子どもだった生徒の頃の話をし
てくださると、ああ～と思い出し「いやぁ、マジ、
子どもだったなぁ」と笑い話になりました。また、
級友の消息を探し出し「他の子たちも、集めた
いね」「１組の人たちにも声を掛けて62期として
の集まりにしよう。」などなど話がつきませんで
した。

先生方から「みんなよく頑張っているね。しっ
かりと歩み成長した姿を見ることが出来、嬉し
いです。」とのお言葉も頂き、また会う約束をし
て閉会にしました。

北辰会62期2組 卒業後初の
クラス会を開催しました

児玉　隆夫（20期）

日時：平成30年10月28日　12：00から15：00まで
場所：がんこ十三総本店

昨年、卒業以来初めて開いた山岳同好会の集
まりをできれば毎年行いたいと思い、今年第2回
目となる懇親会を開催しました。出席者は佐野

哲郎先生、卒業生からは14期岡本（志水）文子、
19期梶原清、中井（志水）幸子・義和夫妻、20
期磯田（岩本）久子、上田豊、大賀隆、大久保（白川）
淨子、上辻（宮島）昇子、児玉隆夫、徳山巌、
三輪元二郎、22期前田進、大谷（市川）加代子、
23期西阪一裕、24期掛本洋之の17名でした。こ
のうち19期の梶原清さん、20期の徳山巌さん、
22期の大谷加代子さんは今回が初参加でした。

佐野先生の乾杯で宴が始まり、持参された高
校時代の写真などをもとに、思い出話の中に和
やかな時間を過ごしました。

また、懇親会の２週間前にあたる10月14、15、
16日の３日間、昨年の約束に従って西阪、掛本、
児玉の３人は長野県下伊那郡大鹿村にある前田
さんの葡萄畑にワイン造りの手伝いに行ってき
ました。前田さんはここの葡萄で20年近くもワ
インづくりを続けています。３人にとっては初
めての経験でしたが楽しい３日間を過ごしまし
た。

事務局より
2018年北辰会・懇親会で使用した乾杯用ワインは22期  前
田進さんより提供された自家製です。

「山岳同好会」懇親会報告

得本嘉三先輩は昭和18年奄美大島の湾国民学
校高等2年を卒業され、大阪の鉄工所へ就職され
ました。勤務先の社長さんの配慮で北野高校定
時制に入学され昭和21年春に卒業されました。
当時は戦時中、終戦直後の混乱期でした。

社会の落ち着きと同時に勤務先の倒産会社か
ら裁判所へ採用され、関西大学夜間部卒業後、
弁護士になられました。『北辰魂』の昼間の生徒
に「負けるものかが合言葉」だったそうです。
これらは先生のお書きになった文章から紹介さ
せて頂きました。

私は北辰会で得本先輩と直接お話したことは
余りありません。当時の北辰会指導部の個人的
懇親会で共に食事しながら、数回懇親させて頂
きました。先輩は余り自分からお話される事は
少なく柔和なお顔で聞き役でした。

先輩は体調を崩され北辰会会計監査役を2012
年に退かれました。強烈に印象に残っているこ
とは2014年には奥様に伴われ、幹事会へ出席さ
れ最後の想いのご挨拶をされました。最後に体
調が悪化して緊急事態になりました。正に命を

かけた私達へのご挨拶でした。
最近では体調が良い時には校歌夕べの星を口

ずさんでいると奥様からお聞きしていました。
嬉しく思います。私達と心が繋がっていると思
いました。

また、弁護士活動がお忙しい中、母校創立30
周年時代から北辰会の中枢としてご活躍されま
した。50周年の時は募金運動、名簿作成の先頭
に立っておられ、その後の川野元会長生みの親
のお一人でした。今日の北辰会隆盛の土台を築
かれた先輩です。

また、50周年祝賀会役員会の中で「祝賀会案
内状は住所の分かっている人全員に出してあげ
てや！」これには北辰会会員に対する深い愛情
を感じました。格好さえ付ければ良いと思って
いた自分の魂を変える事になった。と後輩は私
に話してくれました。

また、奥様の淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～
燦然と輝く希望の星～の題字を書いて頂きまし
た。

北辰ファミリーではハイキング、旅行と共に
楽しんでいただきました。感謝申し上げます。

得本先輩の思いは確実に現在の北辰会指導部
に引き継がれています。今年の5月20日には北辰
会総会、懇親会が開催されます。「北辰会文集Ⅴ
～蛍に雪に～」が発行されます。それを先輩に
お渡しする事が出来ず誠に残念です。

今後とも先輩の精神を引き継ぎ、『北辰会を会
員のオアシス』として存続させて行くことをお
約束いたします。本当にありがとうございまし
た。安らかに、そして、天国から私達と北辰会
を見守っていて下さい。

事務局より
7期　前北辰会会計監査　得本嘉三様がご逝去されました。
2018年3月23日　享年91歳でした。
北辰会は岡田多聞会長からご遺族に弔辞を、28期井上啓子
常任幹事さんが窓口になってお渡しして頂きました。
得本さんは最近特に体調を崩され入院されていました。
得本さんは戦後北辰会が立ち上がって初期の段階から中心
として纏めて頂いていました。
北辰会を知る数少ないお一人でした。
奥様淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～燦然と輝く星～その題
字を書いて頂きました。
本当にお世話になりました。安らかにおやすみ下さい。
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快晴に恵まれた2018年7月26日午前7時30分。
大阪駅桜橋口に集合した10名は元気よく出発。
バス旅行は今回も「ジェイ・オー四條畷」大亀
さん（26期）のお世話になりました。阪神高速
～名神～を経由してJR米原駅で京都組4人（仁張
さんご夫妻、梅原さん、高橋さん）および遠路
輪島から駆けつけて頂いた宇羅さんと合流。世
話人兼田の連絡メールのミスにより1時間のロス
発生（“.!.”）。11時出発。参加者は下記写真に写っ
ている16名。全員が揃ったところで各位の近況
報告が始まり2日間の夏山第22回例会がスタート
しました。以下参加して頂いた猪之良さんの感
想文により例会を報告します。

「乗鞍岳：お花畑散策と3000ｍ
からのご来光を望む旅」報告

2018年 途上人KITANO夏山第22回例会

世話人　兼田　吉治、小河原京子、梅谷　武（26期）
うめたに たけしおがわら きょうこかねだ よしはる

後列左から斎藤さん、仁張さん（ご主人）、後藤さん、小河原さん、
丸野さん、中西さん、梅谷さん
前列左から高橋さん、仁張さん、宇羅さん、兼田、梅原さん、桑名さん、
小池さん、大亀さん、猪之良さん

猪之良　登（26期）
のぼるいのら

いよいよ待ちに待った乗鞍岳登山がやってき
た。この猛暑。「山の上も猛暑か」と気にしつつ、
7月26日朝、大阪駅西口広場へ。今回1期下の後
藤和代さんが初参加。総勢16名だ。暑さは覚悟。
台風12号が関東に近づいているが、山の天気は

くっきり好天の乗鞍登山
～感動のご来光で元気満杯～

まず心配ないようで、バ
スに乗り込んだ。

名神高速で米原駅へ。
仁張・宇羅グループと合
流して全員そろい踏み。
もうバスの中は小宴会の
様相だ。宇羅さん差入れ
のミニトマトやきゅうり
をほほばり、近況報告、参加出来ない人の様子
など情報交換だ。アウトドア男の桑名さんも腰
痛を押しての参加。どうも不調とか？歩き過ぎ
かも知れないねぇ。

交通事情で昼食が遅れ、おなじみの赤飯でそ
の分をカバー。（（注） 猪之良さんは毎例会に早朝
4時起きで赤飯を作って持参して下さいます。今
回もご馳走になりました。（世話人付記））

飛騨白鳥での昼食は即席ラーメン製造の店。
生ビールとしゃぶしゃぶ肉料理で満腹になった
が、車外の暑さにはさすがに参るねえ。バス内
からアルプスの山並みを楽しみ、そうこうして
いるうちに宿舎の白雲荘へ到着だ。道中雲一つ
なく、くっきり晴天なので気分もよい。

山小屋の宿舎のため、夕食も質素だ。缶ビー
ルと野菜中心のメニューだが、栄養バランスが
よく出来ている。寝室は天井の低い二段式。こ
こでアクシデントが。持参した懐中電灯がしば
らく点灯後、消える。あれ、電池切れか？困っ
たぞ。（これ、後で調べたら、器具そのものが故
障なのだ。）とにかく、あす朝の出発に備え、身
支度して就寝だ。

27日、午前3時に起床。気温11度。4時、乗鞍・
富士見岳（2817m）めざして出発だ。お天気は上々。
明けの金星も輝いている。山道は中くらいの岩
が多い。暗いため、ヘッドランプ着装の中西さ
んに「寄り添い」、とにかく「下を向いて歩こう」
の一念で、登る。登る。今回、クマよけの鈴も携行。

「幸せの鈴」と念じて、疲れを和らげてくれる効
果もあり、一歩、一歩ご来光地点へめざした。

眼下に広々とした雲海。雲の上に乗っている
気分で疲れも感じられない。東方向ぱっと明る
い。4時48分。感動のご来光だ。梅谷さんの般若経。

「うわ～見事。最高だぁ～」の歓声。全員で記念
撮影。

しばらく感動の気分に浸った後、宇羅さんは
午後に重要会議があるのとことで皆と別れて下
山開始。梅谷、小池、丸野、梅原さんの健脚4人
組は最高峰剣ヶ峰（3026m）に登ることになり山
頂で見送る。残る10人は感動に浸りながらゆっ
くりと下山開始。少し下った富士見岳分岐コル

（2770m）で朝食。周辺の岩場にはコマクサやコ
ウメバチソウが美しく咲いている。なだらかな
下り道を散策しながら下山。ライチョウの親子
連れやら、「お～。あそこに熊や！」と見ると、
不消ヶ池の対岸の山肌に熊の姿を確認。ゆっく
りと歩いている。眼前の不消ヶ池には残雪が残
り氷山を思わせる青白い影を水中に落としてい
た。見るもの全てが美しい。

鶴ヶ池の展望台まで降り、お花畑を散策。木
道伝いにクロユリを探すも時期が少し過ぎてい

て残念。チングルマも花期が過ぎて一面の薄桃
色の綿毛になっていた。朝露に濡れたチングル
マの綿毛も美しい。

一旦白雲荘へ戻り、剣ヶ峰登山組と合流して、
バスで“ひらゆの森”温泉へ。12種の露天風呂
に浸かった後、飛騨牛ステーキと生ビールの昼
食だ。さっぱり気分と登頂達成感満喫で「元気
もらった」。帰りのバス内では自慢のカラオケ競
演だ。

兼田リーダーの好采配もあったが、今回は梅
谷さんの“ほら貝”伴奏が聞けず、ちょっぴり
残念なり。私自身も、かかとから踏み出す歩行
訓練を重ねたので、落ちこぼれずに済んだ。多
少の渋滞を経て、無事帰阪。次への元気をもらっ
て、帰路につきました。

得本嘉三先輩は昭和18年奄美大島の湾国民学
校高等2年を卒業され、大阪の鉄工所へ就職され
ました。勤務先の社長さんの配慮で北野高校定
時制に入学され昭和21年春に卒業されました。
当時は戦時中、終戦直後の混乱期でした。

社会の落ち着きと同時に勤務先の倒産会社か
ら裁判所へ採用され、関西大学夜間部卒業後、
弁護士になられました。『北辰魂』の昼間の生徒
に「負けるものかが合言葉」だったそうです。
これらは先生のお書きになった文章から紹介さ
せて頂きました。

私は北辰会で得本先輩と直接お話したことは
余りありません。当時の北辰会指導部の個人的
懇親会で共に食事しながら、数回懇親させて頂
きました。先輩は余り自分からお話される事は
少なく柔和なお顔で聞き役でした。

先輩は体調を崩され北辰会会計監査役を2012
年に退かれました。強烈に印象に残っているこ
とは2014年には奥様に伴われ、幹事会へ出席さ
れ最後の想いのご挨拶をされました。最後に体
調が悪化して緊急事態になりました。正に命を

かけた私達へのご挨拶でした。
最近では体調が良い時には校歌夕べの星を口

ずさんでいると奥様からお聞きしていました。
嬉しく思います。私達と心が繋がっていると思
いました。

また、弁護士活動がお忙しい中、母校創立30
周年時代から北辰会の中枢としてご活躍されま
した。50周年の時は募金運動、名簿作成の先頭
に立っておられ、その後の川野元会長生みの親
のお一人でした。今日の北辰会隆盛の土台を築
かれた先輩です。

また、50周年祝賀会役員会の中で「祝賀会案
内状は住所の分かっている人全員に出してあげ
てや！」これには北辰会会員に対する深い愛情
を感じました。格好さえ付ければ良いと思って
いた自分の魂を変える事になった。と後輩は私
に話してくれました。

また、奥様の淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～
燦然と輝く希望の星～の題字を書いて頂きまし
た。

北辰ファミリーではハイキング、旅行と共に
楽しんでいただきました。感謝申し上げます。

得本先輩の思いは確実に現在の北辰会指導部
に引き継がれています。今年の5月20日には北辰
会総会、懇親会が開催されます。「北辰会文集Ⅴ
～蛍に雪に～」が発行されます。それを先輩に
お渡しする事が出来ず誠に残念です。

今後とも先輩の精神を引き継ぎ、『北辰会を会
員のオアシス』として存続させて行くことをお
約束いたします。本当にありがとうございまし
た。安らかに、そして、天国から私達と北辰会
を見守っていて下さい。

事務局より
7期　前北辰会会計監査　得本嘉三様がご逝去されました。
2018年3月23日　享年91歳でした。
北辰会は岡田多聞会長からご遺族に弔辞を、28期井上啓子
常任幹事さんが窓口になってお渡しして頂きました。
得本さんは最近特に体調を崩され入院されていました。
得本さんは戦後北辰会が立ち上がって初期の段階から中心
として纏めて頂いていました。
北辰会を知る数少ないお一人でした。
奥様淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～燦然と輝く星～その題
字を書いて頂きました。
本当にお世話になりました。安らかにおやすみ下さい。
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いよいよ待ちに待った乗鞍岳登山がやってき
た。この猛暑。「山の上も猛暑か」と気にしつつ、
7月26日朝、大阪駅西口広場へ。今回1期下の後
藤和代さんが初参加。総勢16名だ。暑さは覚悟。
台風12号が関東に近づいているが、山の天気は

まず心配ないようで、バ
スに乗り込んだ。

名神高速で米原駅へ。
仁張・宇羅グループと合
流して全員そろい踏み。
もうバスの中は小宴会の
様相だ。宇羅さん差入れ
のミニトマトやきゅうり
をほほばり、近況報告、参加出来ない人の様子
など情報交換だ。アウトドア男の桑名さんも腰
痛を押しての参加。どうも不調とか？歩き過ぎ
かも知れないねぇ。

交通事情で昼食が遅れ、おなじみの赤飯でそ
の分をカバー。（（注） 猪之良さんは毎例会に早朝
4時起きで赤飯を作って持参して下さいます。今
回もご馳走になりました。（世話人付記））

飛騨白鳥での昼食は即席ラーメン製造の店。
生ビールとしゃぶしゃぶ肉料理で満腹になった
が、車外の暑さにはさすがに参るねえ。バス内
からアルプスの山並みを楽しみ、そうこうして
いるうちに宿舎の白雲荘へ到着だ。道中雲一つ
なく、くっきり晴天なので気分もよい。

山小屋の宿舎のため、夕食も質素だ。缶ビー
ルと野菜中心のメニューだが、栄養バランスが
よく出来ている。寝室は天井の低い二段式。こ
こでアクシデントが。持参した懐中電灯がしば
らく点灯後、消える。あれ、電池切れか？困っ
たぞ。（これ、後で調べたら、器具そのものが故
障なのだ。）とにかく、あす朝の出発に備え、身
支度して就寝だ。

27日、午前3時に起床。気温11度。4時、乗鞍・
富士見岳（2817m）めざして出発だ。お天気は上々。
明けの金星も輝いている。山道は中くらいの岩
が多い。暗いため、ヘッドランプ着装の中西さ
んに「寄り添い」、とにかく「下を向いて歩こう」
の一念で、登る。登る。今回、クマよけの鈴も携行。

「幸せの鈴」と念じて、疲れを和らげてくれる効
果もあり、一歩、一歩ご来光地点へめざした。

眼下に広々とした雲海。雲の上に乗っている
気分で疲れも感じられない。東方向ぱっと明る
い。4時48分。感動のご来光だ。梅谷さんの般若経。

「うわ～見事。最高だぁ～」の歓声。全員で記念
撮影。

しばらく感動の気分に浸った後、宇羅さんは
午後に重要会議があるのとことで皆と別れて下
山開始。梅谷、小池、丸野、梅原さんの健脚4人
組は最高峰剣ヶ峰（3026m）に登ることになり山
頂で見送る。残る10人は感動に浸りながらゆっ
くりと下山開始。少し下った富士見岳分岐コル

（2770m）で朝食。周辺の岩場にはコマクサやコ
ウメバチソウが美しく咲いている。なだらかな
下り道を散策しながら下山。ライチョウの親子
連れやら、「お～。あそこに熊や！」と見ると、
不消ヶ池の対岸の山肌に熊の姿を確認。ゆっく
りと歩いている。眼前の不消ヶ池には残雪が残
り氷山を思わせる青白い影を水中に落としてい
た。見るもの全てが美しい。

鶴ヶ池の展望台まで降り、お花畑を散策。木
道伝いにクロユリを探すも時期が少し過ぎてい

て残念。チングルマも花期が過ぎて一面の薄桃
色の綿毛になっていた。朝露に濡れたチングル
マの綿毛も美しい。

一旦白雲荘へ戻り、剣ヶ峰登山組と合流して、
バスで“ひらゆの森”温泉へ。12種の露天風呂
に浸かった後、飛騨牛ステーキと生ビールの昼
食だ。さっぱり気分と登頂達成感満喫で「元気
もらった」。帰りのバス内では自慢のカラオケ競
演だ。

兼田リーダーの好采配もあったが、今回は梅
谷さんの“ほら貝”伴奏が聞けず、ちょっぴり
残念なり。私自身も、かかとから踏み出す歩行
訓練を重ねたので、落ちこぼれずに済んだ。多
少の渋滞を経て、無事帰阪。次への元気をもらっ
て、帰路につきました。

北辰会事務局

故川野眞次郎元会長は、平成29年度秋の叙勲
にて「瑞寶雙光章」を受章されました。

これは川野元会長の長年にわたる教育行政な

故 川野眞次郎元会長叙勲の
お知らせ

この人を想うこの人を想う
どの公務に従事された功績が認められ、内閣府
より叙勲の栄に浴されたものです。川野元会長
の北辰会での活動もその一環と思っています。

北辰会も、ご家族皆様と一緒に栄えある叙勲
を祝し、喜びたいと思います。

2017年11月吉日

＊瑞寶雙光章　（瑞宝双光章 ずいほうそうこうしょう）　[イ
ンターネット検索より]
日本の勲章の一つで、瑞宝章6つのなかで5番目に位置する。
2002年（平成14）8月の閣議決定「栄典制度の改革について」
により、それまでの勲五等瑞宝章から名称が変更された。
翌2003年5月の閣議決定「勲章の授与基準」によれば、公共
的な職務の複雑度、困難度、責任の程度などを評価し、職
務をはたし成績をあげた人に対して、6番目の瑞宝単光章以
上を授与するとなっている。

得本嘉三先輩は昭和18年奄美大島の湾国民学
校高等2年を卒業され、大阪の鉄工所へ就職され
ました。勤務先の社長さんの配慮で北野高校定
時制に入学され昭和21年春に卒業されました。
当時は戦時中、終戦直後の混乱期でした。

社会の落ち着きと同時に勤務先の倒産会社か
ら裁判所へ採用され、関西大学夜間部卒業後、
弁護士になられました。『北辰魂』の昼間の生徒
に「負けるものかが合言葉」だったそうです。
これらは先生のお書きになった文章から紹介さ
せて頂きました。

私は北辰会で得本先輩と直接お話したことは
余りありません。当時の北辰会指導部の個人的
懇親会で共に食事しながら、数回懇親させて頂
きました。先輩は余り自分からお話される事は
少なく柔和なお顔で聞き役でした。

先輩は体調を崩され北辰会会計監査役を2012
年に退かれました。強烈に印象に残っているこ
とは2014年には奥様に伴われ、幹事会へ出席さ
れ最後の想いのご挨拶をされました。最後に体
調が悪化して緊急事態になりました。正に命を

かけた私達へのご挨拶でした。
最近では体調が良い時には校歌夕べの星を口

ずさんでいると奥様からお聞きしていました。
嬉しく思います。私達と心が繋がっていると思
いました。

また、弁護士活動がお忙しい中、母校創立30
周年時代から北辰会の中枢としてご活躍されま
した。50周年の時は募金運動、名簿作成の先頭
に立っておられ、その後の川野元会長生みの親
のお一人でした。今日の北辰会隆盛の土台を築
かれた先輩です。

また、50周年祝賀会役員会の中で「祝賀会案
内状は住所の分かっている人全員に出してあげ
てや！」これには北辰会会員に対する深い愛情
を感じました。格好さえ付ければ良いと思って
いた自分の魂を変える事になった。と後輩は私
に話してくれました。

また、奥様の淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～
燦然と輝く希望の星～の題字を書いて頂きまし
た。

北辰ファミリーではハイキング、旅行と共に
楽しんでいただきました。感謝申し上げます。

得本先輩の思いは確実に現在の北辰会指導部
に引き継がれています。今年の5月20日には北辰
会総会、懇親会が開催されます。「北辰会文集Ⅴ
～蛍に雪に～」が発行されます。それを先輩に
お渡しする事が出来ず誠に残念です。

今後とも先輩の精神を引き継ぎ、『北辰会を会
員のオアシス』として存続させて行くことをお
約束いたします。本当にありがとうございまし
た。安らかに、そして、天国から私達と北辰会
を見守っていて下さい。

事務局より
7期　前北辰会会計監査　得本嘉三様がご逝去されました。
2018年3月23日　享年91歳でした。
北辰会は岡田多聞会長からご遺族に弔辞を、28期井上啓子
常任幹事さんが窓口になってお渡しして頂きました。
得本さんは最近特に体調を崩され入院されていました。
得本さんは戦後北辰会が立ち上がって初期の段階から中心
として纏めて頂いていました。
北辰会を知る数少ないお一人でした。
奥様淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～燦然と輝く星～その題
字を書いて頂きました。
本当にお世話になりました。安らかにおやすみ下さい。
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松尾前副会長は去る9月27日84歳でお亡くなり
になられました。ご子息様より連絡がありまし
た。

最後のお姿は2014年北辰会総会での記念講演
でした。「北辰会は私の原点」を熱く語って頂き
ました。ソフト帽を被り、粋な姿で東京からほ
ぼ毎年北辰会幹事会へご参加して頂いたお姿が
目に残っています。ご冥福をお祈り申し上げま
す。
──────────────────────

松尾栄子様
松尾前副会長はかねがね体調を崩され心配を

していました。
北辰会の後輩は落胆しています。奥様はなお

さらの事と存じます。
今後一層寂しさが募ることと思いますが御家

族皆様と力を合わせて乗り越えてください。
北辰会も先輩の志を受け継ぐ所存です。
ささやかでございますが北辰会よりの御供物

料ですので、ご霊前にお供えくださいますよう
お願いいたします。返礼のお気遣いはなさらな
いで下さい。

寒くなります。くれぐれもご自愛下さい。
草々

追伸
松尾前会長を北辰会文集北宸Ⅳ「はるけき流

れ」で会員皆様に紹介した文をご霊前に捧げま
す。
──────────────────────

松尾善孝前北辰会副会長
ご逝去のお知らせ

北辰会会長　岡田　多聞（18期）
おかだ たもん

北辰会会長　岡田　多聞（18期）
おかだ たもん

事務局
在学中より自治会活動など取り組み、東京で

起業されてライオンズクラブ会員、商工会議所
会員などでご活躍されています。東京北辰会再
結成では指導的役割を果たされ現在は会長の重
責を担っていただいています。北辰会としても

松尾　善孝 副会長（14期）の気概

東京北辰会を援助することからも副会長の任に
当たっていただいています。

東京北辰会の総会会場は麻布の森ビルやホテ
ルオークラなどで開催されています。幹事会、
卒業式などにも自費で出席して頂いています。
非常にきっぷの良い方です。

得本嘉三先輩は昭和18年奄美大島の湾国民学
校高等2年を卒業され、大阪の鉄工所へ就職され
ました。勤務先の社長さんの配慮で北野高校定
時制に入学され昭和21年春に卒業されました。
当時は戦時中、終戦直後の混乱期でした。

社会の落ち着きと同時に勤務先の倒産会社か
ら裁判所へ採用され、関西大学夜間部卒業後、
弁護士になられました。『北辰魂』の昼間の生徒
に「負けるものかが合言葉」だったそうです。
これらは先生のお書きになった文章から紹介さ
せて頂きました。

私は北辰会で得本先輩と直接お話したことは
余りありません。当時の北辰会指導部の個人的
懇親会で共に食事しながら、数回懇親させて頂
きました。先輩は余り自分からお話される事は
少なく柔和なお顔で聞き役でした。

先輩は体調を崩され北辰会会計監査役を2012
年に退かれました。強烈に印象に残っているこ
とは2014年には奥様に伴われ、幹事会へ出席さ
れ最後の想いのご挨拶をされました。最後に体
調が悪化して緊急事態になりました。正に命を

得本嘉三様を送る言葉

かけた私達へのご挨拶でした。
最近では体調が良い時には校歌夕べの星を口

ずさんでいると奥様からお聞きしていました。
嬉しく思います。私達と心が繋がっていると思
いました。

また、弁護士活動がお忙しい中、母校創立30
周年時代から北辰会の中枢としてご活躍されま
した。50周年の時は募金運動、名簿作成の先頭
に立っておられ、その後の川野元会長生みの親
のお一人でした。今日の北辰会隆盛の土台を築
かれた先輩です。

また、50周年祝賀会役員会の中で「祝賀会案
内状は住所の分かっている人全員に出してあげ
てや！」これには北辰会会員に対する深い愛情
を感じました。格好さえ付ければ良いと思って
いた自分の魂を変える事になった。と後輩は私
に話してくれました。

また、奥様の淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～
燦然と輝く希望の星～の題字を書いて頂きまし
た。

北辰ファミリーではハイキング、旅行と共に
楽しんでいただきました。感謝申し上げます。

得本先輩の思いは確実に現在の北辰会指導部
に引き継がれています。今年の5月20日には北辰
会総会、懇親会が開催されます。「北辰会文集Ⅴ
～蛍に雪に～」が発行されます。それを先輩に
お渡しする事が出来ず誠に残念です。

今後とも先輩の精神を引き継ぎ、『北辰会を会
員のオアシス』として存続させて行くことをお
約束いたします。本当にありがとうございまし
た。安らかに、そして、天国から私達と北辰会
を見守っていて下さい。

事務局より
7期　前北辰会会計監査　得本嘉三様がご逝去されました。
2018年3月23日　享年91歳でした。
北辰会は岡田多聞会長からご遺族に弔辞を、28期井上啓子
常任幹事さんが窓口になってお渡しして頂きました。
得本さんは最近特に体調を崩され入院されていました。
得本さんは戦後北辰会が立ち上がって初期の段階から中心
として纏めて頂いていました。
北辰会を知る数少ないお一人でした。
奥様淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～燦然と輝く星～その題
字を書いて頂きました。
本当にお世話になりました。安らかにおやすみ下さい。

2007年東京北辰会善れる左より4人目
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得本嘉三先輩は昭和18年奄美大島の湾国民学
校高等2年を卒業され、大阪の鉄工所へ就職され
ました。勤務先の社長さんの配慮で北野高校定
時制に入学され昭和21年春に卒業されました。
当時は戦時中、終戦直後の混乱期でした。

社会の落ち着きと同時に勤務先の倒産会社か
ら裁判所へ採用され、関西大学夜間部卒業後、
弁護士になられました。『北辰魂』の昼間の生徒
に「負けるものかが合言葉」だったそうです。
これらは先生のお書きになった文章から紹介さ
せて頂きました。

私は北辰会で得本先輩と直接お話したことは
余りありません。当時の北辰会指導部の個人的
懇親会で共に食事しながら、数回懇親させて頂
きました。先輩は余り自分からお話される事は
少なく柔和なお顔で聞き役でした。

先輩は体調を崩され北辰会会計監査役を2012
年に退かれました。強烈に印象に残っているこ
とは2014年には奥様に伴われ、幹事会へ出席さ
れ最後の想いのご挨拶をされました。最後に体
調が悪化して緊急事態になりました。正に命を

かけた私達へのご挨拶でした。
最近では体調が良い時には校歌夕べの星を口

ずさんでいると奥様からお聞きしていました。
嬉しく思います。私達と心が繋がっていると思
いました。

また、弁護士活動がお忙しい中、母校創立30
周年時代から北辰会の中枢としてご活躍されま
した。50周年の時は募金運動、名簿作成の先頭
に立っておられ、その後の川野元会長生みの親
のお一人でした。今日の北辰会隆盛の土台を築
かれた先輩です。

また、50周年祝賀会役員会の中で「祝賀会案
内状は住所の分かっている人全員に出してあげ
てや！」これには北辰会会員に対する深い愛情
を感じました。格好さえ付ければ良いと思って
いた自分の魂を変える事になった。と後輩は私
に話してくれました。

また、奥様の淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～
燦然と輝く希望の星～の題字を書いて頂きまし
た。

北辰ファミリーではハイキング、旅行と共に
楽しんでいただきました。感謝申し上げます。

得本先輩の思いは確実に現在の北辰会指導部
に引き継がれています。今年の5月20日には北辰
会総会、懇親会が開催されます。「北辰会文集Ⅴ
～蛍に雪に～」が発行されます。それを先輩に
お渡しする事が出来ず誠に残念です。

今後とも先輩の精神を引き継ぎ、『北辰会を会
員のオアシス』として存続させて行くことをお
約束いたします。本当にありがとうございまし
た。安らかに、そして、天国から私達と北辰会
を見守っていて下さい。

事務局より
7期　前北辰会会計監査　得本嘉三様がご逝去されました。
2018年3月23日　享年91歳でした。
北辰会は岡田多聞会長からご遺族に弔辞を、28期井上啓子
常任幹事さんが窓口になってお渡しして頂きました。
得本さんは最近特に体調を崩され入院されていました。
得本さんは戦後北辰会が立ち上がって初期の段階から中心
として纏めて頂いていました。
北辰会を知る数少ないお一人でした。
奥様淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～燦然と輝く星～その題
字を書いて頂きました。
本当にお世話になりました。安らかにおやすみ下さい。

北辰会事務局

最近、体調が悪く気にかけていました。幹事
会議案書準備のため自宅に電話いたしましたが、
その日にお亡くなりになっていました。

同じように心配していた21期幹事、田井美佐
子さんより訃報の連絡が有りました。

池川さんは元気溌剌、北辰会、21期会はもと
より地域に於いても、2013年3月　財団法人・日
本公衆衛生協会より公衆衛生事業功労者表彰を
受賞されました。永年に亘り（社）大阪府鍼灸マッ
サージ師会監事・堺市師会長を務め会務と事業
の健全運営に貢献した。特に、地域住民の健康
増進と公衆衛生の向上に尽力された功績による
ものです。

幹事会では執行部を励まして頂きました。
在校時の修学旅行でのハンチング帽姿が印象

に残っています。
安らかにお眠り下さい。有難うございました。

21期幹事池川修治さんへの
追悼の言葉

1982年　定時制創立50周年式典にて

2013年　公衆衛生事業功労者表彰式にて
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得本嘉三先輩は昭和18年奄美大島の湾国民学
校高等2年を卒業され、大阪の鉄工所へ就職され
ました。勤務先の社長さんの配慮で北野高校定
時制に入学され昭和21年春に卒業されました。
当時は戦時中、終戦直後の混乱期でした。

社会の落ち着きと同時に勤務先の倒産会社か
ら裁判所へ採用され、関西大学夜間部卒業後、
弁護士になられました。『北辰魂』の昼間の生徒
に「負けるものかが合言葉」だったそうです。
これらは先生のお書きになった文章から紹介さ
せて頂きました。

私は北辰会で得本先輩と直接お話したことは
余りありません。当時の北辰会指導部の個人的
懇親会で共に食事しながら、数回懇親させて頂
きました。先輩は余り自分からお話される事は
少なく柔和なお顔で聞き役でした。

先輩は体調を崩され北辰会会計監査役を2012
年に退かれました。強烈に印象に残っているこ
とは2014年には奥様に伴われ、幹事会へ出席さ
れ最後の想いのご挨拶をされました。最後に体
調が悪化して緊急事態になりました。正に命を

かけた私達へのご挨拶でした。
最近では体調が良い時には校歌夕べの星を口

ずさんでいると奥様からお聞きしていました。
嬉しく思います。私達と心が繋がっていると思
いました。

また、弁護士活動がお忙しい中、母校創立30
周年時代から北辰会の中枢としてご活躍されま
した。50周年の時は募金運動、名簿作成の先頭
に立っておられ、その後の川野元会長生みの親
のお一人でした。今日の北辰会隆盛の土台を築
かれた先輩です。

また、50周年祝賀会役員会の中で「祝賀会案
内状は住所の分かっている人全員に出してあげ
てや！」これには北辰会会員に対する深い愛情
を感じました。格好さえ付ければ良いと思って
いた自分の魂を変える事になった。と後輩は私
に話してくれました。

また、奥様の淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～
燦然と輝く希望の星～の題字を書いて頂きまし
た。

北辰ファミリーではハイキング、旅行と共に
楽しんでいただきました。感謝申し上げます。

得本先輩の思いは確実に現在の北辰会指導部
に引き継がれています。今年の5月20日には北辰
会総会、懇親会が開催されます。「北辰会文集Ⅴ
～蛍に雪に～」が発行されます。それを先輩に
お渡しする事が出来ず誠に残念です。

今後とも先輩の精神を引き継ぎ、『北辰会を会
員のオアシス』として存続させて行くことをお
約束いたします。本当にありがとうございまし
た。安らかに、そして、天国から私達と北辰会
を見守っていて下さい。

事務局より
7期　前北辰会会計監査　得本嘉三様がご逝去されました。
2018年3月23日　享年91歳でした。
北辰会は岡田多聞会長からご遺族に弔辞を、28期井上啓子
常任幹事さんが窓口になってお渡しして頂きました。
得本さんは最近特に体調を崩され入院されていました。
得本さんは戦後北辰会が立ち上がって初期の段階から中心
として纏めて頂いていました。
北辰会を知る数少ないお一人でした。
奥様淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～燦然と輝く星～その題
字を書いて頂きました。
本当にお世話になりました。安らかにおやすみ下さい。

2019年の幹事会は、3月17日　十三東「こがん
こ」にて会長以下12期幹事さんから62期幹事さ
んまで46名の参加で始まりました。小河原副会
長の司会で黙禱、岡田会長挨拶の後、堀田常任
幹事の議長の下、会議は議案書に基づき会計報
告、事務局報告、各期、同好会の活動発表が有
りました。会議終了後14期増野喬さん、29期竹
本治男（大鶴）さんへの感謝状贈呈式を行いま
した。畑地常任幹事の閉会の挨拶で実りある幹
事会は終了しました。

会議終了後は懇親会を開きました。懇親会は
和気藹々と談笑、食事が進みました。飛び入りで、
小河原副会長の「故郷」と17期東さんの民謡「山
形大黒舞」23期三橋さんの「マイウエイ」の歌
も飛び出しました。恒例の校歌を井上常任幹事
指揮、梅谷事務局員のハーモニカ演奏で斉唱し
ました。

最後は兼田常任幹事の閉会の挨拶で、2019年
の懇親会はお開きとなりました。

幹事会決定・報告事項は次の通りです。
一．人事（敬称略）
１．役員の異動　　　　
　　無し
２．幹事の異動　　　　
　　20期　新任　上辻曻子
　　　　　退任　宇野京子　　　　　　
　　21期　退任　池川修治（死去）
　　32期　新任　棚窪時雄
　　33期　新任　久保真澄、中田由美
　　　　　退任　紀川真知子、滝野保、
　　　　　　　　滝野ひとみ
　　62期　新任　中西遊
３．事務局員　　　　　 
　　新任　26期　梅谷武、62期　千賀茂世
４．北野高校の異動
　　恩知忠司 校長→退職

2019年北辰会幹事会より

事務局からの報告
　　・北辰会発行の文集は北辰会ＤＶＤを含め

一応完結致しました。
　　・会員皆様の思いを記録に留め後世に伝え

ることが出来ました。
　ニ、ランニングコストの概算見積額　　
　　・総会、文集発行で予算に余裕がありません。年

間120万円の通常の予算見積もりです。
　　・繰越金額198万円では２年分はありません。
　　・2020年通常の賛助金運動で皆様から賛助

金をお願いいたします。経費節約に努め
ます。

三．「北辰会声の便り」と名簿点検結果について
別項「北辰会声の便り」からをお読み下さい。
１．１期～15期の310名記載者を８名で調査し、

削除50名、変更18名を確認しました。
　　会報24号戻り調査は36名あり６名の方に再

発送、削除は30名致しました。
　　先輩諸氏は施設へ入居される方が増加する

傾向にあり連絡が付き難くなっています。
２．2019年は16期まで広げ390名の方には11名の

女性事務局員が「北辰会声の便り」を届け
ています。

四．「北辰会ＨＰ」の報告　　　　
１．2018年３月幹事会での報告以降も順調に更

新が出来ています。
２．2017年～2018年の各月の閲覧状況

　　　2018年は、前半は毎月2000～2500人の
方々が、後半は2500人～3000人の方々から
アクセスがあり、特に11月には4194人から
のアクセスがありました。このように閲覧
者数は徐々に多くなっています。これは北
辰会会員の方々からの記事掲載数が増え、
内容が豊富になって来ている事の表れと分
析しています。

　　　この閲覧状況を今後も継続できるよう
に、会員皆様のご協力を宜しくお願いしま

　　後任　府立芦間高校　萩原英治 校長
　　森田里江子 教頭→留任
　　山内義雄 事務長→府立港高校へ
　　後任　府立東淀川高校　富本佳成 事務長

二．会計報告
別項　会計収支報告書をお読み下さい。　　　
１．2018年繰越金は198万円です。
　　260万円を目標としていましたが文集発行費

が2冊となった為、予算見積もり93万円が80
万円増加しました。その分だけ繰越金額が
減少致しました。

２．支出合計額は255.7万円です。主な支出は総
会関連、文集発行費、会報2４号発行。幹事
会開催費用。事務所維持費。印刷機のト
ナー。ＰＣ購入補助などでした。

３．2018年の主な活動費と2019年活動費につい
て

　イ、2018年総会経費
　　・総会経費は158.5万円かかりました。参加

者はキャンセル含め200名、収入は182.7
万円で24.2万円の黒字でした。今回は絵
画、ワインなどのお礼、感謝状贈呈者様
への謝礼金として21.8万増えています。こ
れらを含めて黒字になったのは参加者が
200名あったことが大きな原因と思いま
す。良く踏ん張ったと思います。

　　・2014年総会参加者は208名です。経費は138
万円でした。

　ロ、2018年賛助金運動（別項賛助者ご芳名な
ど参考にお読み下さい）

　　・2018年賛助金運動では456名の方から実質
205万円頂きました。（197名の北宸Ⅴ予約
者含む）200万円の目標達成致しました。

　　・前回、前々回と比べ当然目減りしていま
すが現在の北辰会は懸命に踏ん張ってい
ると思います。

　　・2016年賛助金運動は422名の方々から227
万円頂きました。

　　・2014年総会時は502名240万円でした。
　ハ、「北宸Ⅴ」～ほたるに雪に～発行
　　・上下巻2冊の1100冊になりました。172.5

万円となり見積を80万円超えました。

す。
３．「北辰会ＨＰ」への掲載状況
　①2018年1月以降、会員皆様からの投稿記事、

写真など62本（2017年は年間41本）を掲載
させて頂きました。

　②同期会の状況も情報が届き次第掲載してい
ます。2018年は掲載順に、18期、24期、13
期、17期、62期、32期、19期、23期の開催
案内や開催報告を掲載しました。

　　更に、5月の総会・懇親会で撮影した各期の
写真を掲載しました。

　③同好会では下記を掲載しました。
⑴13期歩こう会：2018年度計画書、13期歩

こう会広報誌“フォト・プレス”129、130、
132、133、134回例会報告。

⑵途上人KITANO：金剛山雪中登山（2月）、
夏山例会：乗鞍岳3000ｍからのご来光を
尋ねる旅（7月）、高槻ポンポン山（9月）、
2018年忘年会（12月）の開催報告。

⑶山岳同好会：20期児玉さんの努力により
昨年に続き第2回山岳同好会懇親会の報
告。

　④事務局からも北辰会活動報告を多数掲載さ
せて頂きました。

五．同期会・同好会についての予定
決まり次第案内は「北辰会HP」に掲載致します。
13期　「歩こう会」は6回、通算134回を数え継

続しています。
17期会　15名で10月18日、有馬温泉で宿泊と食

事を楽しみました。今年は10月16日（水）に
予定しています。

18期会　毎年、2月か3月開催しています。いつ
も20名は参加します。

19期会　南部会として毎年10月第3土曜日を予定
しています。今年は10月19日（土）です。

20期会　５月に予定しています。
21期会　同期会とは別に幹事さん中心に小グ

ループの懇親会が開催されています。
23期会　同期会かポンコツ会が開催されます。
24期会　近年は十三東ジャンボカラオケで、食

料持込みで盛り上がっています。今年は5月
13日（月）開催します。案内状北辰会ＨＰ見て

下さい。
25期会　６月開催予定です。
26期会　今年の秋か来年開催予定です。
27期会　今年の５月19日（日）　がんこ宝塚苑に

て開催します。ＨＰ見て下さい。
62期会　適宜少人数ですが開催致します。
山岳同好会懇親会　期を越えた集まりの3回目秋

に開催を考えています。
途上人ＫＩＴＡＮＯ　2019年度は下記の4行事を

計画しています。
5月中旬：金剛山植物観察会
11月：「2019年例会：列車とフェリーで楽しむ

秋の小豆島散策」
12月初旬：2019年忘年会
2020年1月：金剛山雪中登山

六．今後の活動　　　　　
１．同期会・同好会が出来るだけ長く開催され

るように援助致します。 
２．北辰会報を発行します。　　　
３．「北辰会 声の便り」を強めます。

　　幹事さん不在、同期会開催出来ない先輩期
の方々に伝えます。 

４．「北辰会ＨＰ」の活用を広げます。多くの
会員皆様に勧めて下さい。

　　幹事さんで「北辰会ＨＰ」を見る事ができ
る方は月２回閲覧して下さい。

５．名簿点検作業　　　
　　例年通り会報戻り調査を進め、住所録を整

備致します。

七． 感謝状を贈呈いたしました
　事務局長の不手際で14期 増野喬さん、30期 竹
本大鶴さん、両氏の2018年総会での表彰が漏れ
ていました。本当に失礼いたしました。今回の
幹事会で感謝状贈呈致しました。
　
八． 訃報
別項「この人を想う」をお読み下さい。
前 副 会 長（14期）松尾善孝さん　2018.9.27
前会計監査（７期）得本嘉三さん　2018.3.23
幹　　　事（21期）池川修治さん　2019.1.20

はぎはら えいじ

とみもと よしなり
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得本嘉三先輩は昭和18年奄美大島の湾国民学
校高等2年を卒業され、大阪の鉄工所へ就職され
ました。勤務先の社長さんの配慮で北野高校定
時制に入学され昭和21年春に卒業されました。
当時は戦時中、終戦直後の混乱期でした。

社会の落ち着きと同時に勤務先の倒産会社か
ら裁判所へ採用され、関西大学夜間部卒業後、
弁護士になられました。『北辰魂』の昼間の生徒
に「負けるものかが合言葉」だったそうです。
これらは先生のお書きになった文章から紹介さ
せて頂きました。

私は北辰会で得本先輩と直接お話したことは
余りありません。当時の北辰会指導部の個人的
懇親会で共に食事しながら、数回懇親させて頂
きました。先輩は余り自分からお話される事は
少なく柔和なお顔で聞き役でした。

先輩は体調を崩され北辰会会計監査役を2012
年に退かれました。強烈に印象に残っているこ
とは2014年には奥様に伴われ、幹事会へ出席さ
れ最後の想いのご挨拶をされました。最後に体
調が悪化して緊急事態になりました。正に命を

かけた私達へのご挨拶でした。
最近では体調が良い時には校歌夕べの星を口

ずさんでいると奥様からお聞きしていました。
嬉しく思います。私達と心が繋がっていると思
いました。

また、弁護士活動がお忙しい中、母校創立30
周年時代から北辰会の中枢としてご活躍されま
した。50周年の時は募金運動、名簿作成の先頭
に立っておられ、その後の川野元会長生みの親
のお一人でした。今日の北辰会隆盛の土台を築
かれた先輩です。

また、50周年祝賀会役員会の中で「祝賀会案
内状は住所の分かっている人全員に出してあげ
てや！」これには北辰会会員に対する深い愛情
を感じました。格好さえ付ければ良いと思って
いた自分の魂を変える事になった。と後輩は私
に話してくれました。

また、奥様の淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～
燦然と輝く希望の星～の題字を書いて頂きまし
た。

北辰ファミリーではハイキング、旅行と共に
楽しんでいただきました。感謝申し上げます。

得本先輩の思いは確実に現在の北辰会指導部
に引き継がれています。今年の5月20日には北辰
会総会、懇親会が開催されます。「北辰会文集Ⅴ
～蛍に雪に～」が発行されます。それを先輩に
お渡しする事が出来ず誠に残念です。

今後とも先輩の精神を引き継ぎ、『北辰会を会
員のオアシス』として存続させて行くことをお
約束いたします。本当にありがとうございまし
た。安らかに、そして、天国から私達と北辰会
を見守っていて下さい。

事務局より
7期　前北辰会会計監査　得本嘉三様がご逝去されました。
2018年3月23日　享年91歳でした。
北辰会は岡田多聞会長からご遺族に弔辞を、28期井上啓子
常任幹事さんが窓口になってお渡しして頂きました。
得本さんは最近特に体調を崩され入院されていました。
得本さんは戦後北辰会が立ち上がって初期の段階から中心
として纏めて頂いていました。
北辰会を知る数少ないお一人でした。
奥様淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～燦然と輝く星～その題
字を書いて頂きました。
本当にお世話になりました。安らかにおやすみ下さい。

2019年の幹事会は、3月17日　十三東「こがん
こ」にて会長以下12期幹事さんから62期幹事さ
んまで46名の参加で始まりました。小河原副会
長の司会で黙禱、岡田会長挨拶の後、堀田常任
幹事の議長の下、会議は議案書に基づき会計報
告、事務局報告、各期、同好会の活動発表が有
りました。会議終了後14期増野喬さん、29期竹
本治男（大鶴）さんへの感謝状贈呈式を行いま
した。畑地常任幹事の閉会の挨拶で実りある幹
事会は終了しました。

会議終了後は懇親会を開きました。懇親会は
和気藹々と談笑、食事が進みました。飛び入りで、
小河原副会長の「故郷」と17期東さんの民謡「山
形大黒舞」23期三橋さんの「マイウエイ」の歌
も飛び出しました。恒例の校歌を井上常任幹事
指揮、梅谷事務局員のハーモニカ演奏で斉唱し
ました。

最後は兼田常任幹事の閉会の挨拶で、2019年
の懇親会はお開きとなりました。

幹事会決定・報告事項は次の通りです。
一．人事（敬称略）
１．役員の異動　　　　
　　無し
２．幹事の異動　　　　
　　20期　新任　上辻曻子
　　　　　退任　宇野京子　　　　　　
　　21期　退任　池川修治（死去）
　　32期　新任　棚窪時雄
　　33期　新任　久保真澄、中田由美
　　　　　退任　紀川真知子、滝野保、
　　　　　　　　滝野ひとみ
　　62期　新任　中西遊
３．事務局員　　　　　 
　　新任　26期　梅谷武、62期　千賀茂世
４．北野高校の異動
　　恩知忠司 校長→退職

　　・北辰会発行の文集は北辰会ＤＶＤを含め
一応完結致しました。

　　・会員皆様の思いを記録に留め後世に伝え
ることが出来ました。

　ニ、ランニングコストの概算見積額　　
　　・総会、文集発行で予算に余裕がありません。年

間120万円の通常の予算見積もりです。
　　・繰越金額198万円では２年分はありません。
　　・2020年通常の賛助金運動で皆様から賛助

金をお願いいたします。経費節約に努め
ます。

三．「北辰会声の便り」と名簿点検結果について
別項「北辰会声の便り」からをお読み下さい。
１．１期～15期の310名記載者を８名で調査し、

削除50名、変更18名を確認しました。
　　会報24号戻り調査は36名あり６名の方に再

発送、削除は30名致しました。
　　先輩諸氏は施設へ入居される方が増加する

傾向にあり連絡が付き難くなっています。
２．2019年は16期まで広げ390名の方には11名の

女性事務局員が「北辰会声の便り」を届け
ています。

四．「北辰会ＨＰ」の報告　　　　
１．2018年３月幹事会での報告以降も順調に更

新が出来ています。
２．2017年～2018年の各月の閲覧状況

　　　2018年は、前半は毎月2000～2500人の
方々が、後半は2500人～3000人の方々から
アクセスがあり、特に11月には4194人から
のアクセスがありました。このように閲覧
者数は徐々に多くなっています。これは北
辰会会員の方々からの記事掲載数が増え、
内容が豊富になって来ている事の表れと分
析しています。

　　　この閲覧状況を今後も継続できるよう
に、会員皆様のご協力を宜しくお願いしま

　　後任　府立芦間高校　萩原英治 校長
　　森田里江子 教頭→留任
　　山内義雄 事務長→府立港高校へ
　　後任　府立東淀川高校　富本佳成 事務長

二．会計報告
別項　会計収支報告書をお読み下さい。　　　
１．2018年繰越金は198万円です。
　　260万円を目標としていましたが文集発行費

が2冊となった為、予算見積もり93万円が80
万円増加しました。その分だけ繰越金額が
減少致しました。

２．支出合計額は255.7万円です。主な支出は総
会関連、文集発行費、会報2４号発行。幹事
会開催費用。事務所維持費。印刷機のト
ナー。ＰＣ購入補助などでした。

３．2018年の主な活動費と2019年活動費につい
て

　イ、2018年総会経費
　　・総会経費は158.5万円かかりました。参加

者はキャンセル含め200名、収入は182.7
万円で24.2万円の黒字でした。今回は絵
画、ワインなどのお礼、感謝状贈呈者様
への謝礼金として21.8万増えています。こ
れらを含めて黒字になったのは参加者が
200名あったことが大きな原因と思いま
す。良く踏ん張ったと思います。

　　・2014年総会参加者は208名です。経費は138
万円でした。

　ロ、2018年賛助金運動（別項賛助者ご芳名な
ど参考にお読み下さい）

　　・2018年賛助金運動では456名の方から実質
205万円頂きました。（197名の北宸Ⅴ予約
者含む）200万円の目標達成致しました。

　　・前回、前々回と比べ当然目減りしていま
すが現在の北辰会は懸命に踏ん張ってい
ると思います。

　　・2016年賛助金運動は422名の方々から227
万円頂きました。

　　・2014年総会時は502名240万円でした。
　ハ、「北宸Ⅴ」～ほたるに雪に～発行
　　・上下巻2冊の1100冊になりました。172.5

万円となり見積を80万円超えました。
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す。
３．「北辰会ＨＰ」への掲載状況
　①2018年1月以降、会員皆様からの投稿記事、

写真など62本（2017年は年間41本）を掲載
させて頂きました。

　②同期会の状況も情報が届き次第掲載してい
ます。2018年は掲載順に、18期、24期、13
期、17期、62期、32期、19期、23期の開催
案内や開催報告を掲載しました。

　　更に、5月の総会・懇親会で撮影した各期の
写真を掲載しました。

　③同好会では下記を掲載しました。
⑴13期歩こう会：2018年度計画書、13期歩

こう会広報誌“フォト・プレス”129、130、
132、133、134回例会報告。

⑵途上人KITANO：金剛山雪中登山（2月）、
夏山例会：乗鞍岳3000ｍからのご来光を
尋ねる旅（7月）、高槻ポンポン山（9月）、
2018年忘年会（12月）の開催報告。

⑶山岳同好会：20期児玉さんの努力により
昨年に続き第2回山岳同好会懇親会の報
告。

　④事務局からも北辰会活動報告を多数掲載さ
せて頂きました。

五．同期会・同好会についての予定
決まり次第案内は「北辰会HP」に掲載致します。
13期　「歩こう会」は6回、通算134回を数え継

続しています。
17期会　15名で10月18日、有馬温泉で宿泊と食

事を楽しみました。今年は10月16日（水）に
予定しています。

18期会　毎年、2月か3月開催しています。いつ
も20名は参加します。

19期会　南部会として毎年10月第3土曜日を予定
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23期会　同期会かポンコツ会が開催されます。
24期会　近年は十三東ジャンボカラオケで、食

料持込みで盛り上がっています。今年は5月
13日（月）開催します。案内状北辰会ＨＰ見て

下さい。
25期会　６月開催予定です。
26期会　今年の秋か来年開催予定です。
27期会　今年の５月19日（日）　がんこ宝塚苑に

て開催します。ＨＰ見て下さい。
62期会　適宜少人数ですが開催致します。
山岳同好会懇親会　期を越えた集まりの3回目秋

に開催を考えています。
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5月中旬：金剛山植物観察会
11月：「2019年例会：列車とフェリーで楽しむ

秋の小豆島散策」
12月初旬：2019年忘年会
2020年1月：金剛山雪中登山

六．今後の活動　　　　　
１．同期会・同好会が出来るだけ長く開催され

るように援助致します。 
２．北辰会報を発行します。　　　
３．「北辰会 声の便り」を強めます。

　　幹事さん不在、同期会開催出来ない先輩期
の方々に伝えます。 

４．「北辰会ＨＰ」の活用を広げます。多くの
会員皆様に勧めて下さい。

　　幹事さんで「北辰会ＨＰ」を見る事ができ
る方は月２回閲覧して下さい。

５．名簿点検作業　　　
　　例年通り会報戻り調査を進め、住所録を整

備致します。

七． 感謝状を贈呈いたしました
　事務局長の不手際で14期 増野喬さん、30期 竹
本大鶴さん、両氏の2018年総会での表彰が漏れ
ていました。本当に失礼いたしました。今回の
幹事会で感謝状贈呈致しました。
　
八． 訃報
別項「この人を想う」をお読み下さい。
前 副 会 長（14期）松尾善孝さん　2018.9.27
前会計監査（７期）得本嘉三さん　2018.3.23
幹　　　事（21期）池川修治さん　2019.1.20
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得本嘉三先輩は昭和18年奄美大島の湾国民学
校高等2年を卒業され、大阪の鉄工所へ就職され
ました。勤務先の社長さんの配慮で北野高校定
時制に入学され昭和21年春に卒業されました。
当時は戦時中、終戦直後の混乱期でした。

社会の落ち着きと同時に勤務先の倒産会社か
ら裁判所へ採用され、関西大学夜間部卒業後、
弁護士になられました。『北辰魂』の昼間の生徒
に「負けるものかが合言葉」だったそうです。
これらは先生のお書きになった文章から紹介さ
せて頂きました。

私は北辰会で得本先輩と直接お話したことは
余りありません。当時の北辰会指導部の個人的
懇親会で共に食事しながら、数回懇親させて頂
きました。先輩は余り自分からお話される事は
少なく柔和なお顔で聞き役でした。

先輩は体調を崩され北辰会会計監査役を2012
年に退かれました。強烈に印象に残っているこ
とは2014年には奥様に伴われ、幹事会へ出席さ
れ最後の想いのご挨拶をされました。最後に体
調が悪化して緊急事態になりました。正に命を

かけた私達へのご挨拶でした。
最近では体調が良い時には校歌夕べの星を口

ずさんでいると奥様からお聞きしていました。
嬉しく思います。私達と心が繋がっていると思
いました。

また、弁護士活動がお忙しい中、母校創立30
周年時代から北辰会の中枢としてご活躍されま
した。50周年の時は募金運動、名簿作成の先頭
に立っておられ、その後の川野元会長生みの親
のお一人でした。今日の北辰会隆盛の土台を築
かれた先輩です。

また、50周年祝賀会役員会の中で「祝賀会案
内状は住所の分かっている人全員に出してあげ
てや！」これには北辰会会員に対する深い愛情
を感じました。格好さえ付ければ良いと思って
いた自分の魂を変える事になった。と後輩は私
に話してくれました。

また、奥様の淑子様には「北辰会ＤＶＤ」～
燦然と輝く希望の星～の題字を書いて頂きまし
た。

北辰ファミリーではハイキング、旅行と共に
楽しんでいただきました。感謝申し上げます。

得本先輩の思いは確実に現在の北辰会指導部
に引き継がれています。今年の5月20日には北辰
会総会、懇親会が開催されます。「北辰会文集Ⅴ
～蛍に雪に～」が発行されます。それを先輩に
お渡しする事が出来ず誠に残念です。

今後とも先輩の精神を引き継ぎ、『北辰会を会
員のオアシス』として存続させて行くことをお
約束いたします。本当にありがとうございまし
た。安らかに、そして、天国から私達と北辰会
を見守っていて下さい。

事務局より
7期　前北辰会会計監査　得本嘉三様がご逝去されました。
2018年3月23日　享年91歳でした。
北辰会は岡田多聞会長からご遺族に弔辞を、28期井上啓子
常任幹事さんが窓口になってお渡しして頂きました。
得本さんは最近特に体調を崩され入院されていました。
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昨年に続き第2回山岳同好会懇親会の報
告。

　④事務局からも北辰会活動報告を多数掲載さ
せて頂きました。

五．同期会・同好会についての予定
決まり次第案内は「北辰会HP」に掲載致します。
13期　「歩こう会」は6回、通算134回を数え継

続しています。
17期会　15名で10月18日、有馬温泉で宿泊と食

事を楽しみました。今年は10月16日（水）に
予定しています。

18期会　毎年、2月か3月開催しています。いつ
も20名は参加します。

19期会　南部会として毎年10月第3土曜日を予定
しています。今年は10月19日（土）です。

20期会　５月に予定しています。
21期会　同期会とは別に幹事さん中心に小グ

ループの懇親会が開催されています。
23期会　同期会かポンコツ会が開催されます。
24期会　近年は十三東ジャンボカラオケで、食

料持込みで盛り上がっています。今年は5月
13日（月）開催します。案内状北辰会ＨＰ見て

下さい。
25期会　６月開催予定です。
26期会　今年の秋か来年開催予定です。
27期会　今年の５月19日（日）　がんこ宝塚苑に

て開催します。ＨＰ見て下さい。
62期会　適宜少人数ですが開催致します。
山岳同好会懇親会　期を越えた集まりの3回目秋

に開催を考えています。
途上人ＫＩＴＡＮＯ　2019年度は下記の4行事を

計画しています。
5月中旬：金剛山植物観察会
11月：「2019年例会：列車とフェリーで楽しむ

秋の小豆島散策」
12月初旬：2019年忘年会
2020年1月：金剛山雪中登山

六．今後の活動　　　　　
１．同期会・同好会が出来るだけ長く開催され

るように援助致します。 
２．北辰会報を発行します。　　　
３．「北辰会 声の便り」を強めます。

　　幹事さん不在、同期会開催出来ない先輩期
の方々に伝えます。 

４．「北辰会ＨＰ」の活用を広げます。多くの
会員皆様に勧めて下さい。

　　幹事さんで「北辰会ＨＰ」を見る事ができ
る方は月２回閲覧して下さい。

５．名簿点検作業　　　
　　例年通り会報戻り調査を進め、住所録を整

備致します。

七． 感謝状を贈呈いたしました
　事務局長の不手際で14期 増野喬さん、30期 竹
本大鶴さん、両氏の2018年総会での表彰が漏れ
ていました。本当に失礼いたしました。今回の
幹事会で感謝状贈呈致しました。
　
八． 訃報
別項「この人を想う」をお読み下さい。
前 副 会 長（14期）松尾善孝さん　2018.9.27
前会計監査（７期）得本嘉三さん　2018.3.23
幹　　　事（21期）池川修治さん　2019.1.20
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　今回は北辰会総会・懇親会特集を組みま
した。「北辰会HP」の掲載記事が多く有り
ます。現在の北辰会の情報発信は先ずは
「北辰会HP」です。しかしながら、北辰会
の会員皆様の中に「北辰会HP」の閲覧が出
来ない方が多数居られると思います。その
意味では同じ記事でもそれぞれの価値があ
ると思います。２回読めばもっと記事の値

編
集
後
記

打ちは上がると思っています。
　北辰会総会・懇親会・賛助金運動はそれ
ぞれ目標達成しています。北辰会の力量、
エネルギーは健在だと強く思いました。新
しい元号『令和』を北辰会も元気よく迎え
たいと思います。

事務局一同

皆様におかれましてご健勝の事と存じます。

皆様には日頃から北辰会総会、賛助金運動のご支援、会報発行、同期会や同好

会などの開催、北辰会HP運営など数々の北辰会活動にご支援を頂いています。厚く

お礼申し上げます。

お陰さまで先般の2018年総会参加者申込者は200名を越え、賛助金運動におい

て456名の方から実質205万円ご支援を賜りました。（197名の北宸Ⅴ予約者含む）

200万円の目標達成致しました。心から感謝とお礼を申し上げます。楽しく和気藹々の

総会・懇親会を開くことが出来ました。

又、当面２年間の北辰会運営の資金的目処が付きました。嬉しく思っています。　

北辰会は会員の青春の場所、元気の源としてまだまだ存在感があります。

新しい元号にふさわしく、今後も、楽しく元気の出る北辰会にするため、力を注いで

参ります。

皆様も健康で、それぞれの立場で楽しく、元気良く北辰会活動に携わっていただき

ますようお願いいたします。

皆様と元気なお姿でお会い出来ることを楽しみにしています。

ご支援していただいた皆様のご芳名を記して、感謝の気持ちをお伝え致します。

2018年北辰会総会・懇親会・賛助金運動について
　総会参加人数は申込数で　200人、キャンセル11名の189名の参加者。　　
　これは2014年時の202名の参加者です。2014年に比べ総会参加数94％です。
　賛助金運動において456名の方から実質205万円頂きました。（197名の北宸Ⅴ予約者含む）200万
円の目標達成致しました。
　2014年は506名で240万円でした。それの85％に当たります。
　これはお願いした方、1823名の25％になります。任意団体の同窓会に於いては非常に高い率だと思
います。自信と誇りを持って報告させて頂きます。有難うございました。

北 辰 会 会 長　 岡田　多聞
北辰会事務局長　 前田　直人

2019年４月吉日

北辰会総会・懇親会、賛助金運動のお礼
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期 旧姓氏名 期 旧姓氏名

前川

（酒井芳政）
岡本

（重雄）

山田
亀沢
三原

奥
北浦
木村
倉田

森井

渡口
安藤

眞次郎

柴田

島袋
志水

滝川

谷口
冨島

西川
浜名

東

菊名

越村

中西

中島

三次

長尾

石田

大島
工藤

福井

宮田

青木

江沢

久保

佐竹

戸田

登田

前田

樅野

志水

永沢
播岡

平田
黄

今西
岩本

桜井

田島
寺本

難波

宮島
和田

石田

上谷
小林
杉山
瀬川

名子幸枝

林

矢野

牛島

期 旧姓氏名

青木
飯田
池田

小林
柴田

橘
谷垣内
玉置

永井
西川

前島

松岡

安田
山下
山本

与那嶺
米田

明石

上田

大塚
沖津

国方

坂本
坂本

柴田

竹内

中

東山
平井

又川

足立
池本
井上

新川

馬場
前島

正清
五十嵐

加藤

松岡
青谷

岡山

川崎
河野
岸田
酒井
竹中

浜屋
林

三池

盛岡

喜井

池田
馬野

沢村

伊達

堀北

松原

日下

津島
西川
唐田

宮島
山田
大和田

松永
坂本

（康男）

2018年北辰会支援者のご芳名（敬称略） 1月1日～12月31日
榎本

大場
栢

高島

仲本

青木

伊藤
今中
柿本

熊白

竹内
武信
寺地

曳原
弘田
又川

村瀬
森岡

石田
泉

貝戸

熊白

笹野

勝

則包

三宅

田阪　洋子
美馬　綾子
板野　貞雄
岩崎　憲次
岡山伊久雄
金森郁三・春子
川野　英子
近藤　敏雄
坂井　　稔
井村　照子
島川　正巳
丈達　房子
岡本　文子
篠木　精治
小林　妙子
谷口　勝巳
渡辺佳代子
田辺　章子
永井　正昭
木村　育子
五熊　久子
増野　　喬
小林　民子
池田　定夫
伊豆野行美
川竹　博子
瀧川　京子
木村　光昭
三上　則子
清水　　昭
高山　吉張
田中　　寛
谷口　真澄
戸崎　健一
岡崎美惠子
中澤　佐代
三坪　玲子
西村　通弘
服部　哲夫
峰松　茂樹
長滝　才子
村上　宏規
村中　元子
伊勢田善弘
稲見　精久
太田　友久
菊地　博司
四方　寛規
曽我　乙彦
花岡　正一
馬場　昭雄
松井　永介
松田　義明
浅見　郁蔵
東　　雅雄

足立　達男
角　美代子
稲継　秀夫
上垣内義幸
阪村　美治
井上　浩良
久保　在久
佐竹　節寛
田中　克房
田中　希夫
仲義　　宏
中野　勝也
能勢　昌行
馬場　弘士
福井　　栄
東　　和子
水口　健三
入口ユキ子
吉村　幸雄
米良　雅子
足立　公夫
足立　武司
荒木　一禎
岩崎　洋治
杉並　正恵
岡田　多聞
奥里　将春
綛田　健蔵
北村　暢夫
木村　哲郎
森本　礼子
小柳　一義
古城　具祐
佐藤　寅夫
小西佐恵子
矢谷　弘子
篠木　武子
杉並　孝二
出口　久三
西田三千子
中島芙美子
西野　　有
堀　　幸子
服部　之男
入澤　玲子
三木　次郎
伊藤　倶子
森井久美子
森本　　均
安福　利夫
山口　克巳
山下　勝美
吉形　安生
横田　隆司
吉村　　務

宇良　　浩
香川　和夫
井上　啓子
中村　良人
李　　利江
江端　和子
天野　　彰
植村　勝男
大塚　良博
窪田みどり
甲斐　和市
山下　恵子
林田　定子
山片美和子
竹本　治男
平沼　富子
並河賢一郎
松田　静代
岡野　泰子
林田富士夫
福田　幸次
松田　秀樹
松比良通義
並河えつ子
村上　博章
石賀　栄子
森山　　博
山田　道雄
平田　友憲
赤松小百合
板橋　敬三
伊東　信之
藤田　陽子
水澤由美子
赤松　芳夫
早川冨美子
新賀　　保
高村日出子
尾崎　寿子

鍵山伊三雄
梶原　　清
中井幸子・義和
鳥生　静夫
大石美津子
佐藤　万幸
般若　寿文
平子　浩一
森田美和子
黄山　平一
松井　孝次
山本　美徳
井口　忠勇
小板　信行
磯田　久子
宇野　京子
大泉　末夫
大賀　　隆 
勝部　　進
勝本　忠義
金倉　郁雄
北山　紀一
児玉　隆夫
三輪元二郎
平良　一郎
伊藤　淳子
真鍋　笑子
中本　忠彦
森川　勝治
難波　忠清
日下山隆利
松原　芳三
上辻　曻子
堀川　昭子
赤松　　隆
荒木不二夫
池川　修治
荒木　茂子
市井　吉栄
今仲　　巌
久保　富子
前田　信子
田井美佐子
竹中　浩子
谷口　喬司
寺内　　孝
名子　妙幸
中村　公俊
寺西　久栄
溝畑　太二
大串　静子
山上恵三・愛子
山本　宏二
山本　英郎
萬　　典彦
上野　郁夫
房本　光代

田中忠八郎
谷垣　雅春
田野希代志
友宗　豊治
塗家　栄子
山口　富子
堀田　征和
村山タツエ
村田　真一
吉原　敏男
広瀬　　栄
宝門　里司
沖　　秀惠
棚窪　時雄
松川留利子
藤村　由喜
紀川真知子
久保　真澄
中田　由美
北原　郁子
小嶋　　薫
兼平　清志
上村　典子
高橋　久子
森本　俊彦
小村　秋代
西村　　稔
木梨　高行
窪田　行徳
寺本　健一
河内　昭治
南　　　智
豆谷喜代治
伊藤　正三
千賀　茂世
中西　　遊
瓦林　康彦

菅　智枝子
大槻　征功
大野木勝昭
和　　文博
菊本　祥子
菊本　　隆
桑島　明子
山本優美子
中村　文子
江口　矩子
前田　　進
倉田　淳子
伊藤　実基
谷　　允ノ
谷口　勝子
堂本　敦子
金城　奉周
川野　卓志
綿谷　幸栄
小出　優和
山下　直子
志水　保子
合田美代子
中家　詩郎
中長　俊一
西阪　一裕
畑　　徳昭
畑地　　豊
白石　幸子
牧野　賀子
吉田　雅江
三橋　永一
田中　悦子
川戸　暉正
森島　妙子
山本　悦郎
綿谷　　修
岩崎　靖子
胡子　佳江
今本　　潔
松本ケイ子
掛本　洋之
亀谷　典康
前田　泰子
児島　成江
坂本　成男
八田　恵子
四良丸弘志
新谷　照光
田辺　聖晴
徳永　義彦
中西　三男
中村千代美
又川　邦義
松尾　　晋
遠藤　圭子
山下　文誉

山西　清芳
吉澤　靖昌
藤本　恒子
清水　初美
堀江　紀子
板脇百合男
井上　　進
宇治靖之・みどり
小澤　政夫
片田　　明
河崎　正清
冨川久美子
斎藤　陽子
高田　　保
岡崎　和子
前田　和子
西村喜美江
辻井　　治
八木　章子
内田　豊子
西田　隆助
西谷　和美
原田　善造
福原　直治
中村ひろみ
前田　直人
前田　正雄
加藤　静子
松下ふみ代
宮脇　茂之
森　　泰造
有本七智子
安川勢津子
矢島　優子
横谷　良勝
横山　恭博
吉岡　伸二
上地 利恵子
野田　豊子
渡部　克彦
中村恵美子
井口　勝治
猪之良　登
宇羅　恒雄
梅谷　　武
上村はるら
大内　　清
太田　　茂
岡田美乃利
高畑　涼子
西田　成子
兼田　吉治
栗本　俊彦
桑名　耕治
松永　智子
小池　貞男
小谷　健蔵

呉山　　翠
小河原京子
斎藤　祐亮
赤岩　正子
勢井　正一
田中　三男
高畑　勝治
仁張　啓子
辻井　説三
中村　謙一
直嶋　正行
三木千代子
根岸　良吉
半田自朗・フサ子
馬場　健一
藤原　政枝
井口　伴子
古本　永男
福原　　毅
松本　重徳
佐々木恵美子
三代　信子
吉永　満輝
安達　清治
後藤　和代
上村　廣子
小竹　絹代
岡本　和幸
川端　康巴
木村　克彦
城内　豊和
岩井美智代
高地　国雄
中村　　勇
羽柿美代子
三木　洋治
渡部　孝彦
才村　光世
竹本　久子

志水　　孝
菊井　忠雄
山本　彰良
桑原　由美
大音　英子
森田里江子
恩知　忠司
渡辺佐知子
池知　　央
河地　　淑
杉山　敏雄
池原　平和
須田幸二郎
田中　　稔
山下喜久枝
河野　　正
中島　豊児
増野　博司
三木田　徹
盛野　胤弘
北野　洋三
中西　祐和
林　　茂秀
浅野　　勲
安東　功雄
今井孝太郎
金行　陽三
竹中　和郎
達富　　脩
楢林　基成
牧野　雄次
濱田　光三
竹内　明子
亀山　敏子
紫竹　史郎
新保　誠敏
津田　粂次
西田　千恵
前　喜代志
丸山　利信
吉村　泰男
赤嶺　　茂
畝狭　恒雄
浅田　義晴
坂野　誠子
岡田　和子
佐藤　知子
坂野　光俊
汐月　二郎
鷹取　偉仁
谷口　源一
谷村　隆一
藤原　良一
真宮　靖治
橋本　榮子

恩師
恩師
恩師
恩師
恩師
恩師
恩師
1
3
3
4
6
6
6
6
7
9
9
9
9
10
10
10
11
11
11
11
11
11
11
11
11
12
12
12
12
12
12
12
12
12
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13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
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18
18
18
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18
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21
21
21
21
21
21
21
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前川

（酒井芳政）
岡本

（重雄）

山田
亀沢
三原

奥
北浦
木村
倉田

森井

渡口
安藤

眞次郎

柴田

島袋
志水

滝川

谷口
冨島

西川
浜名

東

菊名

越村

中西

中島

三次

長尾

石田

大島
工藤

福井

宮田

青木

江沢

久保

佐竹

戸田

登田

前田

樅野

志水

永沢
播岡

平田
黄

今西
岩本

桜井

田島
寺本

難波

宮島
和田

石田

上谷
小林
杉山
瀬川

名子幸枝

林

矢野

牛島

期 旧姓氏名 期 旧姓氏名 期 旧姓氏名

青木
飯田
池田

小林
柴田

橘
谷垣内
玉置

永井
西川

前島

松岡

安田
山下
山本

与那嶺
米田

明石

上田

大塚
沖津

国方

坂本
坂本

柴田

竹内

中

東山
平井

又川

足立
池本
井上

新川

馬場
前島

正清
五十嵐

加藤

松岡
青谷

岡山

川崎
河野
岸田
酒井
竹中

浜屋
林

三池

盛岡

喜井

池田
馬野

沢村

伊達

堀北

松原

日下

津島
西川
唐田

宮島
山田
大和田

松永
坂本

（康男）

榎本

大場
栢

高島

仲本

青木

伊藤
今中
柿本

熊白

竹内
武信
寺地

曳原
弘田
又川

村瀬
森岡

石田
泉

貝戸

熊白

笹野

勝

則包

三宅

田阪　洋子
美馬　綾子
板野　貞雄
岩崎　憲次
岡山伊久雄
金森郁三・春子
川野　英子
近藤　敏雄
坂井　　稔
井村　照子
島川　正巳
丈達　房子
岡本　文子
篠木　精治
小林　妙子
谷口　勝巳
渡辺佳代子
田辺　章子
永井　正昭
木村　育子
五熊　久子
増野　　喬
小林　民子
池田　定夫
伊豆野行美
川竹　博子
瀧川　京子
木村　光昭
三上　則子
清水　　昭
高山　吉張
田中　　寛
谷口　真澄
戸崎　健一
岡崎美惠子
中澤　佐代
三坪　玲子
西村　通弘
服部　哲夫
峰松　茂樹
長滝　才子
村上　宏規
村中　元子
伊勢田善弘
稲見　精久
太田　友久
菊地　博司
四方　寛規
曽我　乙彦
花岡　正一
馬場　昭雄
松井　永介
松田　義明
浅見　郁蔵
東　　雅雄

足立　達男
角　美代子
稲継　秀夫
上垣内義幸
阪村　美治
井上　浩良
久保　在久
佐竹　節寛
田中　克房
田中　希夫
仲義　　宏
中野　勝也
能勢　昌行
馬場　弘士
福井　　栄
東　　和子
水口　健三
入口ユキ子
吉村　幸雄
米良　雅子
足立　公夫
足立　武司
荒木　一禎
岩崎　洋治
杉並　正恵
岡田　多聞
奥里　将春
綛田　健蔵
北村　暢夫
木村　哲郎
森本　礼子
小柳　一義
古城　具祐
佐藤　寅夫
小西佐恵子
矢谷　弘子
篠木　武子
杉並　孝二
出口　久三
西田三千子
中島芙美子
西野　　有
堀　　幸子
服部　之男
入澤　玲子
三木　次郎
伊藤　倶子
森井久美子
森本　　均
安福　利夫
山口　克巳
山下　勝美
吉形　安生
横田　隆司
吉村　　務

宇良　　浩
香川　和夫
井上　啓子
中村　良人
李　　利江
江端　和子
天野　　彰
植村　勝男
大塚　良博
窪田みどり
甲斐　和市
山下　恵子
林田　定子
山片美和子
竹本　治男
平沼　富子
並河賢一郎
松田　静代
岡野　泰子
林田富士夫
福田　幸次
松田　秀樹
松比良通義
並河えつ子
村上　博章
石賀　栄子
森山　　博
山田　道雄
平田　友憲
赤松小百合
板橋　敬三
伊東　信之
藤田　陽子
水澤由美子
赤松　芳夫
早川冨美子
新賀　　保
高村日出子
尾崎　寿子

鍵山伊三雄
梶原　　清
中井幸子・義和
鳥生　静夫
大石美津子
佐藤　万幸
般若　寿文
平子　浩一
森田美和子
黄山　平一
松井　孝次
山本　美徳
井口　忠勇
小板　信行
磯田　久子
宇野　京子
大泉　末夫
大賀　　隆 
勝部　　進
勝本　忠義
金倉　郁雄
北山　紀一
児玉　隆夫
三輪元二郎
平良　一郎
伊藤　淳子
真鍋　笑子
中本　忠彦
森川　勝治
難波　忠清
日下山隆利
松原　芳三
上辻　曻子
堀川　昭子
赤松　　隆
荒木不二夫
池川　修治
荒木　茂子
市井　吉栄
今仲　　巌
久保　富子
前田　信子
田井美佐子
竹中　浩子
谷口　喬司
寺内　　孝
名子　妙幸
中村　公俊
寺西　久栄
溝畑　太二
大串　静子
山上恵三・愛子
山本　宏二
山本　英郎
萬　　典彦
上野　郁夫
房本　光代

田中忠八郎
谷垣　雅春
田野希代志
友宗　豊治
塗家　栄子
山口　富子
堀田　征和
村山タツエ
村田　真一
吉原　敏男
広瀬　　栄
宝門　里司
沖　　秀惠
棚窪　時雄
松川留利子
藤村　由喜
紀川真知子
久保　真澄
中田　由美
北原　郁子
小嶋　　薫
兼平　清志
上村　典子
高橋　久子
森本　俊彦
小村　秋代
西村　　稔
木梨　高行
窪田　行徳
寺本　健一
河内　昭治
南　　　智
豆谷喜代治
伊藤　正三
千賀　茂世
中西　　遊
瓦林　康彦

菅　智枝子
大槻　征功
大野木勝昭
和　　文博
菊本　祥子
菊本　　隆
桑島　明子
山本優美子
中村　文子
江口　矩子
前田　　進
倉田　淳子
伊藤　実基
谷　　允ノ
谷口　勝子
堂本　敦子
金城　奉周
川野　卓志
綿谷　幸栄
小出　優和
山下　直子
志水　保子
合田美代子
中家　詩郎
中長　俊一
西阪　一裕
畑　　徳昭
畑地　　豊
白石　幸子
牧野　賀子
吉田　雅江
三橋　永一
田中　悦子
川戸　暉正
森島　妙子
山本　悦郎
綿谷　　修
岩崎　靖子
胡子　佳江
今本　　潔
松本ケイ子
掛本　洋之
亀谷　典康
前田　泰子
児島　成江
坂本　成男
八田　恵子
四良丸弘志
新谷　照光
田辺　聖晴
徳永　義彦
中西　三男
中村千代美
又川　邦義
松尾　　晋
遠藤　圭子
山下　文誉

山西　清芳
吉澤　靖昌
藤本　恒子
清水　初美
堀江　紀子
板脇百合男
井上　　進
宇治靖之・みどり
小澤　政夫
片田　　明
河崎　正清
冨川久美子
斎藤　陽子
高田　　保
岡崎　和子
前田　和子
西村喜美江
辻井　　治
八木　章子
内田　豊子
西田　隆助
西谷　和美
原田　善造
福原　直治
中村ひろみ
前田　直人
前田　正雄
加藤　静子
松下ふみ代
宮脇　茂之
森　　泰造
有本七智子
安川勢津子
矢島　優子
横谷　良勝
横山　恭博
吉岡　伸二
上地 利恵子
野田　豊子
渡部　克彦
中村恵美子
井口　勝治
猪之良　登
宇羅　恒雄
梅谷　　武
上村はるら
大内　　清
太田　　茂
岡田美乃利
高畑　涼子
西田　成子
兼田　吉治
栗本　俊彦
桑名　耕治
松永　智子
小池　貞男
小谷　健蔵

呉山　　翠
小河原京子
斎藤　祐亮
赤岩　正子
勢井　正一
田中　三男
高畑　勝治
仁張　啓子
辻井　説三
中村　謙一
直嶋　正行
三木千代子
根岸　良吉
半田自朗・フサ子
馬場　健一
藤原　政枝
井口　伴子
古本　永男
福原　　毅
松本　重徳
佐々木恵美子
三代　信子
吉永　満輝
安達　清治
後藤　和代
上村　廣子
小竹　絹代
岡本　和幸
川端　康巴
木村　克彦
城内　豊和
岩井美智代
高地　国雄
中村　　勇
羽柿美代子
三木　洋治
渡部　孝彦
才村　光世
竹本　久子

志水　　孝
菊井　忠雄
山本　彰良
桑原　由美
大音　英子
森田里江子
恩知　忠司
渡辺佐知子
池知　　央
河地　　淑
杉山　敏雄
池原　平和
須田幸二郎
田中　　稔
山下喜久枝
河野　　正
中島　豊児
増野　博司
三木田　徹
盛野　胤弘
北野　洋三
中西　祐和
林　　茂秀
浅野　　勲
安東　功雄
今井孝太郎
金行　陽三
竹中　和郎
達富　　脩
楢林　基成
牧野　雄次
濱田　光三
竹内　明子
亀山　敏子
紫竹　史郎
新保　誠敏
津田　粂次
西田　千恵
前　喜代志
丸山　利信
吉村　泰男
赤嶺　　茂
畝狭　恒雄
浅田　義晴
坂野　誠子
岡田　和子
佐藤　知子
坂野　光俊
汐月　二郎
鷹取　偉仁
谷口　源一
谷村　隆一
藤原　良一
真宮　靖治
橋本　榮子

恩師
恩師
恩師
恩師
恩師
恩師
恩師
1
3
3
4
6
6
6
6
7
9
9
9
9
10
10
10
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11
11
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期 人数
2018年北辰会支援者期別集計表

書籍購入

前川

（酒井芳政）
岡本

（重雄）

山田
亀沢
三原

奥
北浦
木村
倉田

森井

渡口
安藤

眞次郎

柴田

島袋
志水

滝川

谷口
冨島

西川
浜名

東

菊名

越村

中西

中島

三次

長尾

石田

大島
工藤

福井

宮田

青木

江沢

久保

佐竹

戸田

登田

前田

樅野

志水

永沢
播岡

平田
黄

今西
岩本

桜井

田島
寺本

難波

宮島
和田

石田

上谷
小林
杉山
瀬川

名子幸枝

林

矢野

牛島

青木
飯田
池田

小林
柴田

橘
谷垣内
玉置

永井
西川

前島

松岡

安田
山下
山本

与那嶺
米田

明石

上田

大塚
沖津

国方

坂本
坂本

柴田

竹内

中

東山
平井

又川

足立
池本
井上

新川

馬場
前島

正清
五十嵐

加藤

松岡
青谷

岡山

川崎
河野
岸田
酒井
竹中

浜屋
林

三池

盛岡

喜井

池田
馬野

沢村

伊達

期 旧姓氏名 期 旧姓氏名

堀北

松原

日下

津島
西川
唐田

宮島
山田
大和田

松永
坂本

（康男）

期 旧姓氏名
榎本

大場
栢

高島

仲本

青木

伊藤
今中
柿本

熊白

竹内
武信
寺地

曳原
弘田
又川

村瀬
森岡

石田
泉

貝戸

熊白

笹野

勝

則包

三宅

7
1
2
1
4
1
4
3
9
9
15
21
21
10

賛助金
21,000
10,000
13,000
3,000
34,000
5,000
41,000
12,000
95,000
49,500
68,000
104,000
143,000
54,000

総会出席
4
0
0
0
1
0
0
0
2
2
2
14
8
0

0
0
0
0

5,000
0
0
0
0

2,500
0
0

1,000
1,000

期 人数 書籍購入
21
36
12
22
21
13
26
22
38
40
16
6
25
23

賛助金
140,000
230,000
95,000
83,000
124,000
66,000
110,000
84,500
149,000
172,500
54,000
23,000
175,000
56,000

総会出席
7
18
7
16
10
6
12
11
10
17
5
5
15
16

500
3,500
0
0
0
0

6,000
0

1,000
6,000
0
0

1,000
0

期 人数 書籍購入
4
4
3
1
1
2
1
2
1
1
1
3
1
454

賛助金
26,000
19,000
56,000
3,000
3,000
13,000
3,000
2,000
93,000
3,000
3,000
6,000
10,000

2,454,500

総会出席
1
2
0
1
1
0
0
1
1
1
0
3
0
199

0
1,000
5,000
0

1,000
0
0
0
0
0
0
0
0

34,500

田阪　洋子
美馬　綾子
板野　貞雄
岩崎　憲次
岡山伊久雄
金森郁三・春子
川野　英子
近藤　敏雄
坂井　　稔
井村　照子
島川　正巳
丈達　房子
岡本　文子
篠木　精治
小林　妙子
谷口　勝巳
渡辺佳代子
田辺　章子
永井　正昭
木村　育子
五熊　久子
増野　　喬
小林　民子
池田　定夫
伊豆野行美
川竹　博子
瀧川　京子
木村　光昭
三上　則子
清水　　昭
高山　吉張
田中　　寛
谷口　真澄
戸崎　健一
岡崎美惠子
中澤　佐代
三坪　玲子
西村　通弘
服部　哲夫
峰松　茂樹
長滝　才子
村上　宏規
村中　元子
伊勢田善弘
稲見　精久
太田　友久
菊地　博司
四方　寛規
曽我　乙彦
花岡　正一
馬場　昭雄
松井　永介
松田　義明
浅見　郁蔵
東　　雅雄

足立　達男
角　美代子
稲継　秀夫
上垣内義幸
阪村　美治
井上　浩良
久保　在久
佐竹　節寛
田中　克房
田中　希夫
仲義　　宏
中野　勝也
能勢　昌行
馬場　弘士
福井　　栄
東　　和子
水口　健三
入口ユキ子
吉村　幸雄
米良　雅子
足立　公夫
足立　武司
荒木　一禎
岩崎　洋治
杉並　正恵
岡田　多聞
奥里　将春
綛田　健蔵
北村　暢夫
木村　哲郎
森本　礼子
小柳　一義
古城　具祐
佐藤　寅夫
小西佐恵子
矢谷　弘子
篠木　武子
杉並　孝二
出口　久三
西田三千子
中島芙美子
西野　　有
堀　　幸子
服部　之男
入澤　玲子
三木　次郎
伊藤　倶子
森井久美子
森本　　均
安福　利夫
山口　克巳
山下　勝美
吉形　安生
横田　隆司
吉村　　務

宇良　　浩
香川　和夫
井上　啓子
中村　良人
李　　利江
江端　和子
天野　　彰
植村　勝男
大塚　良博
窪田みどり
甲斐　和市
山下　恵子
林田　定子
山片美和子
竹本　治男
平沼　富子
並河賢一郎
松田　静代
岡野　泰子
林田富士夫
福田　幸次
松田　秀樹
松比良通義
並河えつ子
村上　博章
石賀　栄子
森山　　博
山田　道雄
平田　友憲
赤松小百合
板橋　敬三
伊東　信之
藤田　陽子
水澤由美子
赤松　芳夫
早川冨美子
新賀　　保
高村日出子
尾崎　寿子

鍵山伊三雄
梶原　　清
中井幸子・義和
鳥生　静夫
大石美津子
佐藤　万幸
般若　寿文
平子　浩一
森田美和子
黄山　平一
松井　孝次
山本　美徳
井口　忠勇
小板　信行
磯田　久子
宇野　京子
大泉　末夫
大賀　　隆 
勝部　　進
勝本　忠義
金倉　郁雄
北山　紀一
児玉　隆夫
三輪元二郎
平良　一郎
伊藤　淳子
真鍋　笑子
中本　忠彦
森川　勝治
難波　忠清
日下山隆利
松原　芳三
上辻　曻子
堀川　昭子
赤松　　隆
荒木不二夫
池川　修治
荒木　茂子
市井　吉栄
今仲　　巌
久保　富子
前田　信子
田井美佐子
竹中　浩子
谷口　喬司
寺内　　孝
名子　妙幸
中村　公俊
寺西　久栄
溝畑　太二
大串　静子
山上恵三・愛子
山本　宏二
山本　英郎
萬　　典彦
上野　郁夫
房本　光代

田中忠八郎
谷垣　雅春
田野希代志
友宗　豊治
塗家　栄子
山口　富子
堀田　征和
村山タツエ
村田　真一
吉原　敏男
広瀬　　栄
宝門　里司
沖　　秀惠
棚窪　時雄
松川留利子
藤村　由喜
紀川真知子
久保　真澄
中田　由美
北原　郁子
小嶋　　薫
兼平　清志
上村　典子
高橋　久子
森本　俊彦
小村　秋代
西村　　稔
木梨　高行
窪田　行徳
寺本　健一
河内　昭治
南　　　智
豆谷喜代治
伊藤　正三
千賀　茂世
中西　　遊
瓦林　康彦

菅　智枝子
大槻　征功
大野木勝昭
和　　文博
菊本　祥子
菊本　　隆
桑島　明子
山本優美子
中村　文子
江口　矩子
前田　　進
倉田　淳子
伊藤　実基
谷　　允ノ
谷口　勝子
堂本　敦子
金城　奉周
川野　卓志
綿谷　幸栄
小出　優和
山下　直子
志水　保子
合田美代子
中家　詩郎
中長　俊一
西阪　一裕
畑　　徳昭
畑地　　豊
白石　幸子
牧野　賀子
吉田　雅江
三橋　永一
田中　悦子
川戸　暉正
森島　妙子
山本　悦郎
綿谷　　修
岩崎　靖子
胡子　佳江
今本　　潔
松本ケイ子
掛本　洋之
亀谷　典康
前田　泰子
児島　成江
坂本　成男
八田　恵子
四良丸弘志
新谷　照光
田辺　聖晴
徳永　義彦
中西　三男
中村千代美
又川　邦義
松尾　　晋
遠藤　圭子
山下　文誉

山西　清芳
吉澤　靖昌
藤本　恒子
清水　初美
堀江　紀子
板脇百合男
井上　　進
宇治靖之・みどり
小澤　政夫
片田　　明
河崎　正清
冨川久美子
斎藤　陽子
高田　　保
岡崎　和子
前田　和子
西村喜美江
辻井　　治
八木　章子
内田　豊子
西田　隆助
西谷　和美
原田　善造
福原　直治
中村ひろみ
前田　直人
前田　正雄
加藤　静子
松下ふみ代
宮脇　茂之
森　　泰造
有本七智子
安川勢津子
矢島　優子
横谷　良勝
横山　恭博
吉岡　伸二
上地 利恵子
野田　豊子
渡部　克彦
中村恵美子
井口　勝治
猪之良　登
宇羅　恒雄
梅谷　　武
上村はるら
大内　　清
太田　　茂
岡田美乃利
高畑　涼子
西田　成子
兼田　吉治
栗本　俊彦
桑名　耕治
松永　智子
小池　貞男
小谷　健蔵

呉山　　翠
小河原京子
斎藤　祐亮
赤岩　正子
勢井　正一
田中　三男
高畑　勝治
仁張　啓子
辻井　説三
中村　謙一
直嶋　正行
三木千代子
根岸　良吉
半田自朗・フサ子
馬場　健一
藤原　政枝
井口　伴子
古本　永男
福原　　毅
松本　重徳
佐々木恵美子
三代　信子
吉永　満輝
安達　清治
後藤　和代
上村　廣子
小竹　絹代
岡本　和幸
川端　康巴
木村　克彦
城内　豊和
岩井美智代
高地　国雄
中村　　勇
羽柿美代子
三木　洋治
渡部　孝彦
才村　光世
竹本　久子

志水　　孝
菊井　忠雄
山本　彰良
桑原　由美
大音　英子
森田里江子
恩知　忠司
渡辺佐知子
池知　　央
河地　　淑
杉山　敏雄
池原　平和
須田幸二郎
田中　　稔
山下喜久枝
河野　　正
中島　豊児
増野　博司
三木田　徹
盛野　胤弘
北野　洋三
中西　祐和
林　　茂秀
浅野　　勲
安東　功雄
今井孝太郎
金行　陽三
竹中　和郎
達富　　脩
楢林　基成
牧野　雄次
濱田　光三
竹内　明子
亀山　敏子
紫竹　史郎
新保　誠敏
津田　粂次
西田　千恵
前　喜代志
丸山　利信
吉村　泰男
赤嶺　　茂
畝狭　恒雄
浅田　義晴
坂野　誠子
岡田　和子
佐藤　知子
坂野　光俊
汐月　二郎
鷹取　偉仁
谷口　源一
谷村　隆一
藤原　良一
真宮　靖治
橋本　榮子
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33集計
34集計
35集計
36集計
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61集計
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